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(57)【要約】
　本発明の実施形態は、フィードバック情報送信装置お
よび方法、ならびにフィードバック情報受信装置および
方法を提供し、通信分野に関する。この方法は、eNBに
よって、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割
り振り、m≧2であるステップと、UEによってアップリン
ク共有リソースを使用することによってUEの識別子およ
び/またはUEに対応するバッファステータス情報を含む
アップリンクデータをeNBに送信するステップと、eNBに
よって、正常に受信されたアップリンクデータに従って
、UEの識別子および/またはアップリンク・スケジュー
リング・グラントを含むフィードバック情報を生成する
ステップと、eNBによって、MAC PDUを使用することによ
ってフィードバック情報を送信するか、または合意され
たフィードバックロケーションとオフセットとの組合せ
によって指示されるダウンリンクリソースを使用するこ
とによって肯定応答情報を送信するステップとを含む。
本発明によれば、複数のUEが同じアップリンク共有リソ
ースおよびDM-RSを使用することによってアップリンク
データを送信するときにeNBがフィードバック情報を各U
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィードバック情報送信装置であって、前記装置は、
　同じアップリンク共有リソースをm個のユーザ機器UEに割り振るように構成され、m≧2
である、処理モジュールと、
　アップリンクデータを前記アップリンク共有リソース上で受信するように構成されてい
る、受信モジュールであって、前記アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの
識別子は前記異なるUEを表し、前記UEの識別子によって表されるUEは前記m個のUEのうち
の少なくとも1つである、受信モジュールとを含み、
　前記処理モジュールは、n個のUEを決定するようにさらに構成され、前記n個のUEのアッ
プリンクデータが、正常に受信され、m≧n≧1であり、
　前記処理モジュールは、フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、前記フ
ィードバック情報はn個の識別子を含み、異なる識別子は異なるUEを表し、
　前記装置は、媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMAC PDUを使用することによ
って前記フィードバック情報を送信するように構成されている、送信モジュールを含む、
フィードバック情報送信装置。
【請求項２】
　前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報をさらに含み、前記UEの
バッファステータス情報は、前記UEの残っている送信されるべきデータに関する情報を指
示するために使用され、
　前記処理モジュールは、復号を用いて前記UEの識別子および前記UEのバッファステータ
ス情報を取得するようにさらに構成され、
　前記処理モジュールは、前記UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成す
るようにさらに構成され、前記UEのアップリンク・スケジューリング・グラントは、前記
UEのバッファステータス情報に従って生成され、
　前記処理モジュールは、前記フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、前
記フィードバック情報は、前記n個の識別子と、前記UEに対応するアップリンク・スケジ
ューリング・グラントとを含む、請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　x個の前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報を含み、n>x≧1で
あり、前記UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情
報を指示するために使用され、
　前記処理モジュールは、復号を用いて、前記n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバ
ッファステータス情報とを取得するようにさらに構成され、
　前記処理モジュールは、それぞれ前記x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリ
ング・グラントを生成するようにさらに構成され、前記x個のアップリンク・スケジュー
リング・グラントは、前記x個のUEのバッファステータス情報に従って生成され、
　前記処理モジュールは、前記フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、前
記フィードバック情報は、前記n個の識別子と、前記x個のUEに対応するアップリンク・ス
ケジューリング・グラントとを含む、請求項1に記載の装置。
【請求項４】
　y個の前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報を含み、n≧y≧1で
あり、前記UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情
報を指示するために使用され、
　前記処理モジュールは、復号を用いて、前記n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバ
ッファステータス情報とを取得するようにさらに構成され、
　前記処理モジュールは、それぞれx個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング
・グラントを生成するようにさらに構成され、y>x≧1であり、前記x個のアップリンク・
スケジューリング・グラントは、現在の利用可能なアップリンクリソースを指示し、前記
x個のアップリンク・スケジューリング・グラントは、前記x個のUEのバッファステータス
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情報に従って生成され、
　前記処理モジュールは、前記フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、前
記フィードバック情報は、前記n個の識別子と、前記x個のUEに対応するアップリンク・ス
ケジューリング・グラントとを含む、請求項1に記載の装置。
【請求項５】
　前記処理モジュールは、前記フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、前
記フィードバック情報は、有効ビットの個数と、ビットマッピングシーケンスと、前記n
個の識別子と、前記x個のアップリンク・スケジューリング・グラントとを含み、
　有効ビットの前記個数は、前記ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指
示するために使用され、前記ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有す
るビットシーケンスであり、
　前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であると
きに、これは、前記フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定されたビット数
を有する前記対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示する
か、または前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効
であるときに、これは、前記フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定された
ビット数を有する前記対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続かないこ
とを指示し、
　前記第1の値は0であり、前記第2の値は1であるか、または前記第1の値は1であり、前記
第2の値は0である、請求項3または4に記載の装置。
【請求項６】
　前記処理モジュールは、前記UEに対応するMAC PDUを生成するようにさらに構成され、
前記MAC PDUは、前記フィードバック情報を含み、
　前記送信モジュールは、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情
報をスクランブルするようにさらに構成され、前記指定された識別子は、前記m個のUEに
対応する識別子であり、前記制御チャネル指示情報は、前記MAC PDUを搬送するダウンリ
ンクリソースのリソースロケーションを指示するために使用され、
　前記送信モジュールは、前記制御チャネル指示情報を前記UEに送信するようにさらに構
成され、
　前記送信モジュールは、前記制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリ
ソースを使用することによって前記MAC PDUを送信するようにさらに構成される、請求項1
から5のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記指定された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、
または
　前記指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、前記
TTI-RNTIは、前記アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される
、請求項6に記載の装置。
【請求項８】
　前記処理モジュールは、それぞれの対応する第2の乱数を前記m個のUEに割り振るように
さらに構成され、前記第2の乱数は、前記フィードバック情報が前記UEの識別子を含まな
いときに、前記アップリンクデータが第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で再
送されるかどうかを決定するために使用される乱数である、請求項1から7のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項９】
　フィードバック情報送信装置であって、前記装置は、
　同じアップリンク共有リソースおよび同じ復調基準信号DM-RSをm個のユーザ機器UEに割
り振るように構成され、m≧2である、処理モジュールと、
　前記DM-RSを使用することによってアップリンクデータを受信するように構成されてい
る、受信モジュールであって、前記アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの
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識別子は前記異なるUEを表し、前記UEの識別子によって表されるUEは前記m個のUEのうち
の少なくとも1つである、受信モジュールとを含み、
　前記処理モジュールは、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさら
に構成され、前記合意されたフィードバックロケーションは、前記アップリンク共有リソ
ースのリソースロケーションおよび前記DM-RSに従って取得され、
　前記処理モジュールは、前記UEのオフセットを計算するようにさらに構成され、前記UE
のオフセットは、前記UEの識別子に従って取得され、
　前記装置は、ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報ACKを送信
するように構成されている、送信モジュールであって、前記ダウンリンクリソースのリソ
ースロケーションは、前記合意されたフィードバックロケーションおよび前記オフセット
の組合せによって指示される、送信モジュールを含む、フィードバック情報送信装置。
【請求項１０】
　前記処理モジュールは、前記UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、
前記プリセットされた算術演算の結果を前記UEに対応するオフセットとして使用するよう
に構成される、請求項9に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【数１】

および
【数２】

で示され、
【数３】

は、前記ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグルー
プのグループ番号を識別するために使用され、
【数４】

は、前記PHICH上で前記グループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別
するために使用され、
【数５】

は、前記UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケ
ンスを識別するために使用され、
【数６】

は、前記PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
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【数７】

は、前記PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、前記UEに対応す
るオフセットであり、
【数８】

であり、
【数９】

は、前記PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソース
ブロックPRBインデックスを識別するために使用される、請求項10に記載の装置。
【請求項１２】
　前記処理モジュールは、前記UEのオフセットを計算するように構成され、
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　フィードバック情報受信装置であって、前記装置は、
　ユーザ機器UEのアップリンク共有リソースを決定するように構成されている、処理モジ
ュールと、
　前記アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信する
ように構成されている、送信モジュールであって、前記アップリンクデータは前記UEの識
別子を含む、送信モジュールと、
　媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMAC PDUを使用することによってフィード
バック情報を受信するように構成されている、受信モジュールであって、前記フィードバ
ック情報はn個の識別子を含み、前記n個の識別子のうちの異なる識別子は異なるUEを表し
、前記識別子は前記n個のUEのアップリンクデータがeNBによって正常に受信されたことを
指示し、m≧n≧1である、受信モジュールとを含む、フィードバック情報受信装置。
【請求項１４】
　前記装置は、
　前記処理モジュールが、前記アップリンクデータを生成するようにさらに構成され、前
記アップリンクデータは、前記UEの、前記識別子およびバッファステータス情報を含み、
前記UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指
示するために使用され、
　前記送信モジュールが、前記アップリンクデータを前記eNBに送信するように構成され
る、ことをさらに含む、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　前記装置は、
　前記処理モジュールが、前記フィードバック情報からi番目の識別子を読み出し、n≧i
≧1であり、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに
構成され、前記i番目の識別子が前記UEの前記識別子である場合に、これは、前記eNBが前
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記UEのアップリンクデータを正常に受信したことを指示する、ことをさらに含む、請求項
13に記載の装置。
【請求項１６】
　前記装置は、
　前記処理モジュールが、前記フィードバック情報からi番目の識別子および対応するア
ップリンク・スケジューリング・グラントを読み出し、前記i番目の識別子が前記UEの識
別子であるかどうかを検出するようにさらに構成され、n≧i≧1であり、
　前記送信モジュールが、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるときに、前記アッ
プリンク・スケジューリング・グラントに従って前記残っている送信されるべきデータを
送信するようにさらに構成される、ことをさらに含む、請求項14に記載の装置。
【請求項１７】
　前記装置は、
　前記処理モジュールが、前記フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマ
ッピングシーケンスを読み出すようにさらに構成され、有効ビットの前記個数は、前記ビ
ットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するために使用され、前記ビット
マッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスであり、前記処
理モジュールが、前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり
、有効であるときに、前記フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップ
リンク・スケジューリング・グラントを読み出し、前記i番目の識別子が前記UEの識別子
であるかどうかを検出するようにさらに構成され、
　前記送信モジュールが、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるときに、前記アッ
プリンク・スケジューリング・グラントに従って前記残っている送信されるべきデータを
送信するようにさらに構成され、
　前記処理モジュールが、前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の
値であり、有効であるときに、前記フィードバック情報から前記i番目の識別子を読み出
し、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに構成さ
れ、前記i番目の識別子が前記UEの識別子である場合に、これは、前記eNBが前記UEのアッ
プリンクデータを正常に受信したことを指示する、ことをさらに含む、請求項13または14
に記載の装置。
【請求項１８】
　前記送信モジュールは、前記UEの識別子が前記フィードバック情報に含まれる識別子の
中にないときに、すなわち、前記eNBが前記UEのアップリンクデータを受信することに失
敗したときに、前記アップリンクデータを再送するようにさらに構成される、請求項15か
ら17のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１９】
　前記装置は、生成モジュールと検出モジュールとをさらに含み、
　前記処理モジュールは、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに
第1の乱数をランダムに生成するように構成され、
　前記処理モジュールは、バッファから第2の乱数を読み出すように構成され、前記第2の
乱数は前記eNBによって事前に割り振られ、前記処理モジュールは、前記第1の乱数と前記
第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満たしているかどうかを決定する
ように構成され、
　前記送信モジュールは、前記第1の乱数と前記第2の乱数との間の値の関係が前記プリセ
ットされた条件を満たすときに、前記第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で前
記アップリンクデータを再送するように構成され、
　前記処理モジュールは、前記第1の乱数と前記第2の乱数との間の値の関係が前記プリセ
ットされた条件を満たしていないときに、第1の乱数を再生成するようにさらに構成され
る、請求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　前記装置は、生成モジュールをさらに含み、
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　前記処理モジュールは、ランダム・バックオフ・タイムをランダムに生成するように構
成され、
　前記送信モジュールは、前記ランダム・バックオフ・タイムが満了した後に第1の利用
可能なアップリンク共有リソース上で前記アップリンクデータを再送するように構成され
る、請求項18に記載の装置。
【請求項２１】
　前記受信モジュールは、前記制御チャネル指示情報を受信するように構成され、
　前記受信モジュールは、指定された識別子を使用することによって前記制御チャネル指
示情報を逆スクランブルするようにさらに構成され、前記指定された識別子は、m個のUE
に対応する識別子であり、前記制御チャネル指示情報は、前記MAC PDUを搬送するダウン
リンクリソースのリソースロケーションを指示するために使用され、
　前記受信モジュールは、前記制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリ
ソースを使用することによって前記MAC PDUを受信するようにさらに構成され、前記MAC P
DUは、前記フィードバック情報を含む、請求項13から16のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２２】
　前記指定された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、
または
　前記指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、前記
TTI-RNTIは、前記アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される
、請求項21に記載の装置。
【請求項２３】
　フィードバック情報受信装置であって、前記装置は、
　ユーザ機器UEの、アップリンク共有リソースおよび復調基準信号DM-RSを決定するよう
に構成されている、処理モジュールと、
　前記アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信する
ように構成されている、送信モジュールであって、前記アップリンクデータは、前記UEの
、識別子および前記DM-RSを含む、送信モジュールとを含み、
　前記処理モジュールは、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさら
に構成され、前記合意されたフィードバックロケーションは、前記アップリンク共有リソ
ースのリソースロケーションおよび前記DM-RSに従って取得され、
　前記処理モジュールは、前記UEのオフセットを計算するようにさらに構成され、前記UE
のオフセットは、前記UEの識別子に従って取得され、
　前記フィードバック情報受信装置は、ダウンリンクリソースのリソースロケーションで
肯定応答情報ACKを受信するように構成されている、受信モジュールであって、前記ダウ
ンリンクリソースのリソースロケーションは、前記合意されたフィードバックロケーショ
ンおよび前記オフセットの組合せによって指示される、受信モジュールを含む、フィード
バック情報受信装置。
【請求項２４】
　前記処理モジュールは、前記UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、
前記プリセットされた算術演算の結果を前記UEに対応するオフセットとして使用するよう
に構成される、請求項23に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【数１０】

および
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【数１１】

で示され、
【数１２】

は、前記ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグルー
プのグループ番号を識別するために使用され、
【数１３】

は、前記PHICH上で前記グループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別
するために使用され、
【数１４】

は、前記UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケ
ンスを識別するために使用され、

【数１５】

は、前記PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【数１６】

は、前記PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、前記UEに対応す
るオフセットであり、
【数１７】

であり、

【数１８】

は、前記PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソース
ブロックPRBインデックスを識別するために使用される、請求項24に記載の装置。
【請求項２６】
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　前記処理モジュールは、前記UEのオフセットを計算するように構成され、
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である、請求項25に記載の装置。
【請求項２７】
　基地局であって、前記基地局は、プロセッサと、メモリと、トランシーバとを含み、前
記メモリは、少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、前記
命令は、前記プロセッサによって実行され、
　前記プロセッサは、同じアップリンク共有リソースをm個のユーザ機器UEに割り振るよ
うに構成され、m≧2であり、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して前記アップリンク共有リソース上でア
ップリンクデータを受信するようにさらに構成され、前記アップリンクデータはUEの識別
子を含み、異なるUEの識別子は前記異なるUEを表し、前記UEの識別子によって表されるUE
は前記m個のUEのうちの少なくとも1つであり、
　前記プロセッサは、n個のUEを決定するようにさらに構成され、前記n個のUEのアップリ
ンクデータが、正常に受信され、m≧n≧1であり、
　前記プロセッサは、フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、前記フィー
ドバック情報はn個の識別子を含み、異なる識別子は異なるUEを表し、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御し、媒体アクセス制御プロトコルデータユ
ニットMAC PDUを使用することによって前記フィードバック情報を送信するようにさらに
構成される、基地局。
【請求項２８】
　前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報をさらに含み、前記UEの
バッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するた
めに使用され、
　前記プロセッサは、復号を用いて前記UEの識別子および前記UEのバッファステータス情
報を取得するように構成され、
　前記プロセッサは、前記UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するよ
うに構成され、前記UEのアップリンク・スケジューリング・グラントは、前記UEのバッフ
ァステータス情報に従って生成され、
　前記プロセッサは、前記フィードバック情報を生成するように構成され、前記フィード
バック情報は、前記n個の識別子と、前記UEに対応するアップリンク・スケジューリング
・グラントとを含む、請求項27に記載の基地局。
【請求項２９】
　x個の前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報を含み、n>x≧1で
あり、前記UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情
報を指示するために使用され、
　前記プロセッサは、復号を用いて、前記n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッフ
ァステータス情報とを取得するように構成され、
　前記プロセッサは、前記x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング
・グラントを生成するように構成され、前記x個のアップリンク・スケジューリング・グ
ラントは、前記x個のUEのバッファステータス情報に従って生成され、
　前記プロセッサは、前記フィードバック情報を生成するように構成され、前記フィード
バック情報は、前記n個の識別子と、前記x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリ
ング・グラントとを含む、請求項27に記載の基地局。
【請求項３０】
　y個の前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報を含み、n≧y≧1で
あり、前記UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情
報を指示するために使用され、
　前記プロセッサは、復号を用いて、前記n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバッフ
ァステータス情報とを取得するように構成され、
　前記プロセッサは、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グ
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ラントを生成するように構成され、y>x≧1であり、前記x個のアップリンク・スケジュー
リング・グラントは、現在の利用可能なアップリンクリソースを指示し、前記x個のアッ
プリンク・スケジューリング・グラントは、前記x個のUEのバッファステータス情報に従
って生成され、
　前記プロセッサは、前記フィードバック情報を生成するように構成され、前記フィード
バック情報は、前記n個の識別子と、前記x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリ
ング・グラントとを含む、請求項27に記載の基地局。
【請求項３１】
　前記プロセッサは、前記フィードバック情報を生成するように構成され、前記フィード
バック情報は、有効ビットの個数と、ビットマッピングシーケンスと、前記n個の識別子
と、前記x個のアップリンク・スケジューリング・グラントとを含み、
　有効ビットの前記個数は、前記ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指
示するために使用され、
　前記ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスで
あり、
　前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であると
きに、これは、前記フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビッ
ト数を有する前記対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示
するか、または前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、
有効であるときに、これは、前記フィードバック情報中のUEの前記i番目の識別子の後に
、固定されたビット数を有する前記対応するアップリンク・スケジューリング・グラント
が続かないことを指示し、
　前記第1の値は0であり、前記第2の値は1であるか、または前記第1の値は1であり、前記
第2の値は0である、請求項29または30に記載の基地局。
【請求項３２】
　前記プロセッサは、前記UEに対応するMAC PDUを生成するように構成され、前記MAC PDU
は、前記フィードバック情報を含み、
　前記プロセッサは、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報を
スクランブルするように構成され、前記指定された識別子は、前記m個のUEに対応する識
別子であり、前記制御チャネル指示情報は、前記MAC PDUを搬送するダウンリンクリソー
スのリソースロケーションを指示するために使用され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記制御チャネル指示情報を前記UE
に送信するように構成され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記制御チャネル指示情報によって
指示されるダウンリンクリソースを使用することによって前記MAC PDUを送信するように
構成される、請求項27から31のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３３】
　前記指定された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、
または
　前記指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、前記
TTI-RNTIは、前記アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される
、請求項32に記載の基地局。
【請求項３４】
　前記プロセッサは、それぞれの対応する第2の乱数を前記m個のUEに割り振るようにさら
に構成され、前記第2の乱数は、前記フィードバック情報が前記UEの識別子を含まないと
きに、前記アップリンクデータが第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で再送さ
れるかどうかを決定するために使用される乱数である請求項27から33のいずれか一項に記
載の基地局。
【請求項３５】
　基地局であって、前記基地局は、プロセッサと、メモリと、トランシーバとを含み、前
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記メモリは、少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、前記
命令は、前記プロセッサによって実行され、
　前記プロセッサは、同じアップリンク共有リソースおよび同じ復調基準信号DM-RSをm個
のユーザ機器UEに割り振るように構成され、m≧2であり、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記DM-RSを使用することによって
アップリンクデータを受信するようにさらに構成され、前記アップリンクデータはUEの識
別子を含み、異なるUEの識別子は前記異なるUEを表し、前記UEの識別子によって表される
UEは前記m個のUEのうちの少なくとも1つであり、
　前記プロセッサは、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさらに構
成され、前記合意されたフィードバックロケーションは、前記アップリンク共有リソース
のリソースロケーションおよび前記DM-RSに従って取得され、
　前記プロセッサは、前記UEのオフセットを計算するようにさらに構成され、前記UEのオ
フセットは、前記UEの識別子に従って取得され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、ダウンリンクリソースのリソースロ
ケーションで肯定応答情報ACKを送信するようにさらに構成され、前記ダウンリンクリソ
ースのリソースロケーションは、前記合意されたフィードバックロケーションおよび前記
オフセットの組合せによって指示される、基地局。
【請求項３６】
　前記プロセッサは、前記UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、前記
プリセットされた算術演算の結果を前記UEに対応するオフセットとして使用するように構
成される、請求項35に記載の基地局。
【請求項３７】
　前記ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【数１９】

および

【数２０】

で示され、
【数２１】

は、前記ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグルー
プのグループ番号を識別するために使用され、
【数２２】

は、前記PHICH上で前記グループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別
するために使用され、
【数２３】

は、前記UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケ
ンスを識別するために使用され、
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【数２４】

は、前記PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【数２５】

は、前記PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、前記UEに対応す
るオフセットであり、
【数２６】

であり、

【数２７】

は、前記PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソース
ブロックPRBインデックスを識別するために使用される請求項36に記載の基地局。
【請求項３８】
　前記プロセッサは、前記UEのオフセットを計算するように構成され、
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である、請求項37に記載の基地局。
【請求項３９】
　UEであって、前記UEは、プロセッサと、メモリと、トランシーバとを含み、前記メモリ
は、少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、前記命令は、
前記プロセッサによって実行され、
　前記プロセッサは、前記ユーザ機器UEのアップリンク共有リソースを決定するように構
成され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記アップリンク共有リソースを使
用することによってアップリンクデータを送信するようにさらに構成され、前記アップリ
ンクデータは前記UEの識別子を含み、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御し、媒体アクセス制御プロトコルデータユ
ニットMAC PDUを使用することによってフィードバック情報を受信するようにさらに構成
され、前記フィードバック情報はn個の識別子を含み、前記n個の識別子のうちの異なる識
別子は異なるUEを表し、前記識別子はn個のUEのアップリンクデータがeNBによって正常に
受信されたことを指示し、n≧1である、UE。
【請求項４０】
　前記プロセッサは、前記アップリンクデータを生成するように構成され、前記アップリ
ンクデータは、前記UEの、前記識別子およびバッファステータス情報を含み、前記UEのバ
ッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するため
に使用され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記アップリンクデータを前記eNB
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に送信するようにさらに構成される、請求項39に記載のUE。
【請求項４１】
　前記プロセッサは、前記フィードバック情報からi番目の識別子を読み出すようにさら
に構成され、n≧i≧1であり、
　前記プロセッサは、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出するよ
うにさらに構成され、
　前記i番目の識別子が前記UEの識別子である場合に、これは、前記eNBが前記UEのアップ
リンクデータを正常に受信したことを指示する、請求項39に記載のUE。
【請求項４２】
　前記プロセッサは、前記フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップ
リンク・スケジューリング・グラントを読み出すようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出するよ
うにさらに構成され、n≧i≧1であり、
　前記プロセッサは、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるときに、前記トランシ
ーバを制御して、前記アップリンク・スケジューリング・グラントに従って前記残ってい
る送信されるべきデータを送信するようにさらに構成される、請求項40に記載のUE。
【請求項４３】
　前記プロセッサは、前記フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッピ
ングシーケンスを読み出すようにさらに構成され、有効ビットの前記個数は、前記ビット
マッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するために使用され、前記ビットマッ
ピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスであり、
　前記プロセッサは、前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値で
あり、有効であるときに、前記フィードバック情報からi番目の識別子および対応するア
ップリンク・スケジューリング・グラントを読み出すようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出するよ
うにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるときに、前記トランシ
ーバを制御して、前記アップリンク・スケジューリング・グラントに従って前記残ってい
る送信されるべきデータを送信するようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値で
あり、有効であるときに、前記フィードバック情報から前記i番目の識別子を読み出すよ
うにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出するよ
うにさらに構成され、UEの前記i番目の識別子が前記UEの識別子である場合に、これは、
前記eNBが前記UEのアップリンクデータを正常に受信したことを指示する、請求項39また
は40に記載のUE。
【請求項４４】
　前記プロセッサは、前記UEの識別子が前記フィードバック情報に含まれる識別子の中に
ないときに、すなわち、前記eNBが前記UEのアップリンクデータを受信することに失敗し
たときに、前記トランシーバを制御して、前記アップリンクデータを再送するように構成
される、請求項42または43に記載のUE。
【請求項４５】
　前記プロセッサは、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに第1の
乱数をランダムに生成するように構成され、
　前記プロセッサは、バッファから第2の乱数を読み出すように構成され、前記第2の乱数
は前記eNBによって事前に割り振られ、
　前記プロセッサは、前記第1の乱数と前記第2の乱数との間の値の関係がプリセットされ
た条件を満たしているかどうかを決定するように構成され、
　前記プロセッサは、前記第1の乱数と前記第2の乱数との間の値の関係が前記プリセット
された条件を満たすときに、前記トランシーバを制御して、前記第1の利用可能なアップ
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リンク共有リソース上で前記アップリンクデータを再送するように構成され、
　前記プロセッサは、前記第1の乱数と前記第2の乱数との間の値の関係が前記プリセット
された条件を満たしていないときに、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在
していれば第1の乱数をランダムに生成するステップを再実行するように構成される、請
求項44に記載のUE。
【請求項４６】
　前記プロセッサは、ランダム・バックオフ・タイムをランダムに生成するように構成さ
れ、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記ランダム・バックオフ・タイム
が満了した後に第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で前記アップリンクデータ
を再送するように構成される、請求項44に記載のUE。
【請求項４７】
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記制御チャネル指示情報を受信す
るように構成され、
　前記プロセッサは、指定された識別子を使用することによって前記制御チャネル指示情
報を逆スクランブルするように構成され、前記指定された識別子は、m個のUEに対応する
識別子であり、前記制御チャネル指示情報は、前記MAC PDUを搬送するダウンリンクリソ
ースのリソースロケーションを指示するために使用され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記制御チャネル指示情報によって
指示されるダウンリンクリソースを使用することによって前記MAC PDUを受信するように
構成され、前記MAC PDUは、前記フィードバック情報を含む、請求項39から42のいずれか
一項に記載のUE。
【請求項４８】
　前記指定された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、
または
　前記指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、前記
TTI-RNTIは、前記アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される
、請求項47に記載のUE。
【請求項４９】
　UEであって、前記UEは、プロセッサと、メモリと、トランシーバとを含み、前記メモリ
は、少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、前記命令は、
前記プロセッサによって実行され、
　前記プロセッサは、前記ユーザ機器UEの、アップリンク共有リソースおよび復調基準信
号DM-RSを決定するように構成され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記アップリンク共有リソースを使
用することによってアップリンクデータを送信するようにさらに構成され、前記アップリ
ンクデータは、前記UEの、識別子および前記DM-RSを含み、
　前記プロセッサは、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさらに構
成され、前記合意されたフィードバックロケーションは、前記アップリンク共有リソース
のリソースロケーションおよび前記DM-RSに従って取得され、
　前記プロセッサは、前記UEのオフセットを計算するようにさらに構成され、前記UEのオ
フセットは、前記UEの識別子に従って取得され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、ダウンリンクリソースのリソースロ
ケーションで肯定応答情報ACKを受信するようにさらに構成され、前記ダウンリンクリソ
ースのリソースロケーションは、前記合意されたフィードバックロケーションおよび前記
オフセットの組合せによって指示される、UE。
【請求項５０】
　前記プロセッサは、前記UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、前記
プリセットされた算術演算の結果を前記UEに対応するオフセットとして使用するように構
成される、請求項49に記載のUE。
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　前記ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【数２８】

および

【数２９】

で示され、
【数３０】

は、前記ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグルー
プのグループ番号を識別するために使用され、
【数３１】

は、前記PHICH上で前記グループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別
するために使用され、
【数３２】

は、前記UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケ
ンスを識別するために使用され、
【数３３】

は、前記PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【数３４】

は、前記PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、前記UEに対応す
るオフセットであり、
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【数３５】

であり、
【数３６】

は、前記PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソース
ブロックPRBインデックスを識別するために使用される、請求項50に記載のUE。
【請求項５２】
　前記プロセッサは、前記UEのオフセットを計算するように構成され、
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である、請求項51に記載のUE。
【請求項５３】
　フィードバック情報送信方法であって、前記方法は、
　同じアップリンク共有リソースをm個のユーザ機器UEに割り振るステップであって、m≧
2である、ステップと、
　前記アップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信するステップであって、
前記アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は前記異なるUEを表し、
前記UEの識別子によって表されるUEは前記m個のUEのうちの少なくとも1つである、ステッ
プと、
　n個のUEを決定するステップであって、前記n個のUEのアップリンクデータが、正常に受
信され、m≧n≧1である、ステップと、
　フィードバック情報を生成するステップであって、前記フィードバック情報はn個の識
別子を含み、異なる識別子は異なるUEを表す、ステップと、
　媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMAC PDUを使用することによって前記フィ
ードバック情報を送信するステップとを含む、フィードバック情報送信方法。
【請求項５４】
　前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報をさらに含み、前記UEの
バッファステータス情報は、前記UEの残っている送信されるべきデータに関する情報を指
示するために使用され、
　フィードバック情報を生成する前記ステップは、
　復号を用いて前記UEの識別子および前記UEのバッファステータス情報を取得するステッ
プと、
　前記UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するステップであって、前
記UEのアップリンク・スケジューリング・グラントは、前記UEのバッファステータス情報
に従って生成される、ステップと、
　前記フィードバック情報を生成するステップであって、前記フィードバック情報は、前
記n個の識別子と、前記UEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントとを含
む、ステップとを含む、請求項53に記載の方法。
【請求項５５】
　x個の前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報を含み、n>x≧1で
あり、前記UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情



(17) JP 2018-525913 A 2018.9.6

10

20

30

40

50

報を指示するために使用され、
　フィードバック情報を生成する前記ステップは、
　復号を用いて、前記n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッファステータス情報と
を取得するステップと、
　前記x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グラントを生成す
るステップであって、前記x個のアップリンク・スケジューリング・グラントは、前記x個
のUEのバッファステータス情報に従って生成される、ステップと、
　前記フィードバック情報を生成するステップであって、前記フィードバック情報は、前
記n個の識別子と、前記x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントと
を含む、ステップとを含む、請求項53に記載の方法。
【請求項５６】
　y個の前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報を含み、n≧y≧1で
あり、前記UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情
報を指示するために使用され、
　フィードバック情報を生成する前記ステップは、
　復号を用いて、前記n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバッファステータス情報と
を取得するステップと、
　x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するス
テップであって、y>x≧1であり、前記x個のアップリンク・スケジューリング・グラント
は、現在の利用可能なアップリンクリソースを指示し、前記x個のアップリンク・スケジ
ューリング・グラントは、前記x個のUEのバッファステータス情報に従って生成される、
ステップと、
　前記フィードバック情報を生成するステップであって、前記フィードバック情報は、前
記n個の識別子と、前記x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントと
を含む、ステップとを含む、請求項53に記載の方法。
【請求項５７】
　前記フィードバック情報を生成する前記ステップは、
　前記フィードバック情報を生成するステップであって、前記フィードバック情報は、有
効ビットの個数と、ビットマッピングシーケンスと、前記n個の識別子と、前記x個のアッ
プリンク・スケジューリング・グラントとを含む、ステップを含み、
　有効ビットの前記個数は、前記ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指
示するために使用され、
　前記ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスで
あり、
　前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であると
きに、これは、前記フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビッ
ト数を有する前記対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示
するか、または前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、
有効であるときに、これは、前記フィードバック情報中のUEの前記i番目の識別子の後に
、固定されたビット数を有する前記対応するアップリンク・スケジューリング・グラント
が続かないことを指示し、
　前記第1の値は0であり、前記第2の値は1であるか、または前記第1の値は1であり、前記
第2の値は0である、請求項55または56に記載の方法。
【請求項５８】
　MAC PDUを使用することによって前記フィードバック情報を送信する前記ステップは、
　前記UEに対応するMAC PDUを生成するステップであって、前記MAC PDUは、前記フィード
バック情報を含む、ステップと、
　指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報をスクランブルするス
テップであって、前記指定された識別子は、前記m個のUEに対応する識別子であり、前記
制御チャネル指示情報は、前記MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケ
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　前記制御チャネル指示情報を前記UEに送信するステップと、
　前記制御チャネル指示情報によって指示される前記ダウンリンクリソースを使用するこ
とによって前記MAC PDUを送信するステップとを含む、請求項53から57のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項５９】
　前記指定された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、
または
　前記指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、前記
TTI-RNTIは、前記アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される
、請求項58に記載の方法。
【請求項６０】
　MAC PDUを使用することによって前記フィードバック情報を送信する前記ステップの前
に、
　それぞれの対応する第2の乱数を前記m個のUEに割り振るステップであって、前記第2の
乱数は、前記フィードバック情報が前記UEの識別子を含まないときに、前記アップリンク
データが第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で再送されるかどうかを、前記UE
によって、決定するために使用される乱数である、ステップをさらに含む、請求項53から
59のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６１】
　フィードバック情報送信方法であって、前記方法は、
　同じアップリンク共有リソースおよび同じ復調基準信号DM-RSをm個のユーザ機器UEに割
り振るステップであって、m≧2である、ステップと、
　前記DM-RSを使用することによって、アップリンクデータを受信するステップであって
、前記アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は前記異なるUEを表し
、前記UEの識別子によって表されるUEは前記m個のUEのうちの少なくとも1つである、ステ
ップと、
　合意されたフィードバックロケーションを計算するステップであって、前記合意された
フィードバックロケーションは、前記アップリンク共有リソースのリソースロケーション
および前記DM-RSに従って取得される、ステップと、
　前記UEのオフセットを計算するステップであって、前記UEのオフセットは、前記UEの識
別子に従って取得される、ステップと、
　ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報ACKを送信するステップ
であって、前記ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、前記合意されたフィー
ドバックロケーションおよび前記オフセットの組合せによって指示される、ステップとを
含む、フィードバック情報送信方法。
【請求項６２】
　前記UEのオフセットを計算する前記ステップは、
　前記UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、前記プリセットされた算
術演算の結果を前記UEに対応するオフセットとして使用するステップを含む請求項61に記
載の方法。
【請求項６３】
　前記ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【数３７】

および
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【数３８】

で示され、
【数３９】

は、前記ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグルー
プのグループ番号を識別するために使用され、
【数４０】

は、前記PHICH上で前記グループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別
するために使用され、
【数４１】

は、前記UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケ
ンスを識別するために使用され、

【数４２】

は、前記PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【数４３】

は、前記PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、前記UEに対応す
るオフセットであり、
【数４４】

であり、
【数４５】

は、前記PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソース
ブロックPRBインデックスを識別するために使用される請求項62に記載の方法。
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【請求項６４】
　前記UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、前記プリセットされた算
術演算の結果を前記UEに対応するオフセットとして使用するステップは、
　前記UEのオフセットを計算するステップを含み、
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である、請求項63に記載の方法。
【請求項６５】
　フィードバック情報受信方法であって、前記方法は、
　ユーザ機器UEのアップリンク共有リソースを決定するステップと、
　前記アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信する
ステップであって、前記アップリンクデータは前記UEの識別子を含む、ステップと、
　媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMAC PDUを使用することによってフィード
バック情報を受信するステップであって、前記フィードバック情報はn個の識別子を含み
、前記n個の識別子のうちの異なる識別子は異なるUEを表し、前記識別子はn個のUEのアッ
プリンクデータが基地局によって正常に受信されたことを指示する、ステップとを含む、
フィードバック情報受信方法。
【請求項６６】
　前記アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信する
前記ステップは、
　前記アップリンクデータを生成するステップであって、前記アップリンクデータは、前
記UEの、前記識別子およびバッファステータス情報を含み、前記UEのバッファステータス
情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用される、ス
テップと、
　前記アップリンクデータを前記eNBに送信するステップとを含む、請求項65に記載の方
法。
【請求項６７】
　前記方法は、
　前記フィードバック情報からi番目の識別子を読み出すステップであって、n≧i≧1であ
る、ステップと、
　前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出するステップであって、
　前記i番目の識別子が前記UEの識別子である場合に、これは、前記eNBが前記UEのアップ
リンクデータを正常に受信したことを指示する、ステップとをさらに含む、請求項65に記
載の方法。
【請求項６８】
　前記方法は、
　前記フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク・スケジュー
リング・グラントを読み出すステップと、
　前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出するステップであって、n≧
i≧1である、ステップと、
　前記i番目の識別子が前記UEの識別子である場合に、前記アップリンク・スケジューリ
ング・グラントに従って残っている送信されるべきデータを送信するステップとをさらに
含む、請求項66に記載の方法。
【請求項６９】
　前記方法は、
　前記フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッピングシーケンスを読
み出すステップであって、有効ビットの前記個数は、前記ビットマッピングシーケンス内
の有効ビットの個数を指示するために使用され、前記ビットマッピングシーケンスは、固
定されたビット数を有するビットシーケンスである、ステップと、
　前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であると
きに、前記フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク・スケジ
ューリング・グラントを読み出し、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうか
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を検出し、前記i番目の識別子が前記UEの識別子である場合に、前記アップリンク・スケ
ジューリング・グラントに従って前記残っている送信されるべきデータを送信するか、ま
たは前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効である
ときに、前記フィードバック情報から前記i番目の識別子を読み出し、前記i番目の識別子
が前記UEの識別子であるかどうかを検出し、前記i番目の識別子が前記UEの識別子である
場合に、これは、前記eNBが前記UEのアップリンクデータを正常に受信したことを指示す
る、ステップとをさらに含む、請求項65または66に記載の方法。
【請求項７０】
　前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出した後に、
　前記UEの識別子が前記フィードバック情報に含まれる識別子の中にない場合に、すなわ
ち、前記eNBが前記アップリンクデータを受信することに失敗したときに、前記アップリ
ンクデータを再送するステップをさらに含む、請求項67から69のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項７１】
　前記アップリンクデータを再送する前記ステップは、
　第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに第1の乱数をランダムに生
成するステップと、
　バッファから第2の乱数を読み出すステップであって、前記第2の乱数は前記eNBによっ
て事前に割り振られる、ステップと、
　前記第1の乱数と前記第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満たしてい
るかどうかを決定するステップと、
　前記第1の乱数と前記第2の乱数との間の値の関係が前記プリセットされた条件を満たす
場合に、前記第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で前記アップリンクデータを
再送するか、または前記第1の乱数と前記第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた
条件を満たしていない場合に、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在してい
れば第1の乱数をランダムに生成する前記ステップを再実行する、ステップとを含む、請
求項70に記載の方法。
【請求項７２】
　前記アップリンクデータを再送する前記ステップは、
　ランダム・バックオフ・タイムをランダムに生成するステップと、
　前記ランダム・バックオフ・タイムが満了した後に第1の利用可能なアップリンク共有
リソース上で前記アップリンクデータを再送するステップとを含む、請求項70に記載の方
法。
【請求項７３】
　MAC PDUを使用することによってフィードバック情報を受信する前記ステップは、
　前記制御チャネル指示情報を受信するステップと、
　指定された識別子を使用することによって前記制御チャネル指示情報を逆スクランブル
するステップであって、前記指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、前
記制御チャネル指示情報は、前記MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロ
ケーションを指示するために使用される、ステップと、
　前記制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースを使用することに
よって前記MAC PDUを受信するステップであって、前記MAC PDUは、前記フィードバック情
報を含む、ステップとを含む、請求項65から68のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７４】
　前記指定された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、
または
　前記指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、前記
TTI-RNTIは、前記アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される
、請求項73に記載の方法。
【請求項７５】
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　フィードバック情報受信方法であって、前記方法は、
　ユーザ機器UEの、アップリンク共有リソースおよび復調基準信号DM-RSを決定するステ
ップと、
　前記アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信する
ステップであって、前記アップリンクデータは、前記UEの、識別子および前記DM-RSを含
む、ステップと、
　合意されたフィードバックロケーションを計算するステップであって、前記合意された
フィードバックロケーションは、前記アップリンク共有リソースのリソースロケーション
および前記DM-RSに従って取得される、ステップと、
　前記UEのオフセットを計算するステップであって、前記UEのオフセットは、前記UEの識
別子に従って取得される、ステップと、
　ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報ACKを受信するステップ
であって、前記ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、前記合意されたフィー
ドバックロケーションおよび前記オフセットの組合せによって指示される、ステップとを
含む、フィードバック情報受信方法。
【請求項７６】
　前記UEのオフセットを計算する前記ステップは、
　前記UEの前記識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、前記プリセットされ
た算術演算の結果を前記UEに対応するオフセットとして使用するステップを含む、請求項
75に記載の方法。
【請求項７７】
　前記ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【数４６】

および
【数４７】

で示され、
【数４８】

は、前記ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグルー
プのグループ番号を識別するために使用され、
【数４９】

は、前記PHICH上で前記グループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別
するために使用され、

【数５０】

は、前記UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケ
ンスを識別するために使用され、



(23) JP 2018-525913 A 2018.9.6

10

20

30

40

50

【数５１】

は、前記PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【数５２】

は、前記PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、前記UEに対応す
るオフセットであり、
【数５３】

であり、
【数５４】

は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソースブロ
ックPRBインデックスを識別するために使用される、請求項76に記載の方法。
【請求項７８】
　前記UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、前記プリセットされた算
術演算の結果を前記UEに対応するオフセットとして使用するステップは、
　前記UEのオフセットを計算するステップを含み、
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である、請求項77に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野、詳細には、フィードバック情報送信装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザ機器(英語:User Equipment、略称:UE)が、アップリンクデータを発展型NodeB(英
語:Evolved Node B、略称:eNB)に送信した後に、eNBは、通常、フィードバック情報をUE
に送信する必要がある。
【０００３】
　ロングタームエボリューション(英語:Long Term Evolution、略称:LTE)では、UEが物理
アップリンク共有チャネル(英語:Physical Uplink Shared Channel、略称:PUSCH)上でア
ップリンク共有リソースAを使用することによってアップリンクデータをeNBに送信し、ア
ップリンク共有リソースAがUEに対応する復調基準信号(Demodulation ReFerence Signal
、DM-RS)をさらに含む場合、eNBは、UEに対応するDM-RSに従ってアップリンクデータを受
信し、復号する。アップリンクデータを正しく受信し、復号した後に、eNBは、物理HARQ
インジケータチャネル(英語:Physical Hybrid ARQ Indicator、略称:PHICH)上で、合意さ
れたダウンリンクリソースBを使用することによって、肯定応答情報(英語:Acknowledgeme
nt、略称:ACK)をUEに送信するか、または否定応答情報(英語:Nacknowledgement、略称:NA
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CK)をUEに送信する。合意されたダウンリンクリソースのリソースロケーションが、アッ
プリンク共有リソースAのリソースロケーションおよびDM-RSに従って計算を用いて得られ
ることがLTE通信プロトコルから知られ得る。
【０００４】
　本発明を実装する過程の間、発明者は、従来技術は少なくとも次の問題があることを見
いだした。複数のUEが、競合ベースアップリンクデータ伝送モードを使用するときに、eN
Bは、同じアップリンク共有リソースおよびDM-RSを複数のUEに割り振り得る。複数のUEが
同じアップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータをeNBに送信
するときに、異なるUEが同じアップリンク共有リソースおよび同じDM-RSを使用するので
競合が生じる。その結果、eNBは、合意されたダウンリンクリソースに従ってフィードバ
ック情報を異なるUEに正しく送信することができない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　従来技術の問題を解決するために、本発明の実施形態は、フィードバック情報送信装置
および方法、ならびにフィードバック情報受信装置および方法を提供する。
【０００６】
　第1の態様によれば、本発明の一実施形態は、フィードバック情報送信装置を提供し、
この装置は、
　同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振るように構成され、m≧2である、処
理モジュールと、
　アップリンクデータをアップリンク共有リソース上で受信するように構成されている、
受信モジュールであって、アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は
異なるUEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つである
、受信モジュールとを含み、
　処理モジュールは、n個のUEを決定するようにさらに構成され、n個のUEのアップリンク
データが、正常に受信され、m≧n≧1であり、
　処理モジュールは、フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、フィードバ
ック情報はn個の識別子を含み、異なる識別子は異なるUEを表し、
　この装置は、媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMAC PDUを使用することによ
ってフィードバック情報を送信するように構成されている、送信モジュールを含む。
【０００７】
　第1の態様の第1の可能な実装において、アップリンクデータは、UEのバッファステータ
ス情報をさらに含み、UEのバッファステータス情報は、UEの残っている送信されるべきデ
ータに関する情報を指示するために使用され、
　処理モジュールは、復号を用いてUEの識別子およびUEのバッファステータス情報を取得
するようにさらに構成され、
　処理モジュールは、UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するように
さらに構成され、UEのアップリンク・スケジューリング・グラントは、UEのバッファステ
ータス情報に従って生成され、
　処理モジュールは、フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、フィードバ
ック情報は、n個の識別子と、UEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラント
とを含む。
【０００８】
　第1の態様の第2の可能な実装において、x個のアップリンクデータは、UEのバッファス
テータス情報を含み、n>x≧1であり、UEのバッファステータス情報は、残っている送信さ
れるべきデータに関する情報を指示するために使用され、
　処理モジュールは、復号を用いて、n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッファス
テータス情報とを取得するようにさらに構成され、
　処理モジュールは、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グ
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ラントを生成するようにさらに構成され、x個のアップリンク・スケジューリング・グラ
ントは、x個のUEのバッファステータス情報に従って生成され、
　処理モジュールは、フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、フィードバ
ック情報は、n個の識別子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラ
ントとを含む。
【０００９】
　第1の態様の第3の可能な実装において、y個のアップリンクデータは、UEのバッファス
テータス情報を含み、n≧y≧1であり、UEのバッファステータス情報は、残っている送信
されるべきデータに関する情報を指示するために使用され、
　処理モジュールは、復号を用いて、n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバッファス
テータス情報とを取得するようにさらに構成され、
　処理モジュールは、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グ
ラントを生成するようにさらに構成され、y>x≧1であり、x個のアップリンク・スケジュ
ーリング・グラントは、現在の利用可能なアップリンクリソースを指示し、x個のアップ
リンク・スケジューリング・グラントは、x個のUEのバッファステータス情報に従って生
成され、
　処理モジュールは、フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、フィードバ
ック情報は、n個の識別子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラ
ントとを含む。
【００１０】
　第1の態様の第2の可能な実装または第1の態様の第3の可能な実装を参照して、第1の態
様の第4の可能な実装において、処理モジュールは、フィードバック情報を生成するよう
に構成され、フィードバック情報は、有効ビットの個数と、ビットマッピングシーケンス
と、n個の識別子と、x個のアップリンク・スケジューリング・グラントとを含み、
　有効ビットの個数は、ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するた
めに使用され、ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシー
ケンスであり、
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有
する対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示するか、また
はビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有
する対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続かないことを指示し、
　第1の値は0であり、第2の値は1であるか、または第1の値は1であり、第2の値は0である
。
【００１１】
　第1の態様、第1の態様の第1の可能な実装、第1の態様の第2の可能な実装、第1の態様の
第3の可能な実装、または第1の態様の第4の可能な実装を参照して、第1の態様の第5の可
能な実装において、
　処理モジュールは、UEに対応するMAC PDUを生成するようにさらに構成され、MAC PDUは
、フィードバック情報を含み、
　送信モジュールは、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報を
スクランブルするようにさらに構成され、指定された識別子は、m個のUEに対応する識別
子であり、制御チャネル指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソー
スロケーションを指示するために使用され、
　送信モジュールは、制御チャネル指示情報をUEに送信するようにさらに構成され、
　送信モジュールは、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースを
使用することによってMAC PDUを送信するようにさらに構成される。
【００１２】
　第1の態様の第5の可能な実装を参照して、第1の態様の第6の可能な実装において、指定
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された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、または
　指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、TTI-RNTI
は、アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される。
【００１３】
　第1の態様、第1の態様の第1の可能な実装、第1の態様の第2の可能な実装、第1の態様の
第3の可能な実装、第1の態様の第4の可能な実装、第1の態様の第5の可能な実装、または
第1の態様の第6の可能な実装を参照して、第1の態様の第7の可能な実装において、
　処理モジュールは、それぞれの対応する第2の乱数をm個のUEに割り振るようにさらに構
成され、第2の乱数は、フィードバック情報がUEの識別子を含まないときに、アップリン
クデータが第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で再送されるかどうかを決定す
るために使用される乱数である。
【００１４】
　第2の態様によれば、本発明の一実施形態は、フィードバック情報送信装置を提供し、
この装置は、
　同じアップリンク共有リソースおよび同じ復調基準信号DM-RSをm個のユーザ機器UEに割
り振るように構成され、m≧2である、処理モジュールと、
　DM-RSを使用することによってアップリンクデータを受信するように構成されている、
受信モジュールであって、アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は
異なるUEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つである
、受信モジュールとを含み、
　処理モジュールは、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさらに構
成され、合意されたフィードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソー
スロケーションおよびDM-RSに従って取得され、
　処理モジュールは、UEのオフセットを計算するようにさらに構成され、UEのオフセット
は、UEの識別子に従って取得され、
　この装置は、ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報ACKを送信
するように構成されている、送信モジュールであって、ダウンリンクリソースのリソース
ロケーションは、合意されたフィードバックロケーションおよびオフセットの組合せによ
って指示される、送信モジュールを含む。
【００１５】
　第2の態様による第1の可能な実装において、処理モジュールは、UEの識別子に対してプ
リセットされた算術演算を実行し、プリセットされた算術演算の結果をUEに対応するオフ
セットとして使用するように構成される。
【００１６】
　第2の態様の第1の可能な実装を参照して、第2の態様の第2の可能な実装において、ダウ
ンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【００１７】
【数１】

【００１８】
および
【００１９】

【数２】

【００２０】
で示され、ここで、
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【００２１】
【数３】

【００２２】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグループの
グループ番号を識別するために使用され、
【００２３】

【数４】

【００２４】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【００２５】

【数５】

【００２６】
は、UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンス
を識別するために使用され、
【００２７】

【数６】

【００２８】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【００２９】

【数７】

【００３０】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【００３１】

【数８】

【００３２】
であり、ここで、
【００３３】
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【数９】

【００３４】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソースブロ
ックPRBインデックスを識別するために使用される。
【００３５】
　第2の態様の第2の可能な実装を参照して、第2の態様の第3の可能な実装において、処理
モジュールは、UEのオフセットを計算するように構成され、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【００３６】
　第3の態様によれば、本発明の一実施形態は、フィードバック情報受信装置を提供し、
この装置は、
　ユーザ機器UEのアップリンク共有リソースを決定するように構成されている、処理モジ
ュールと、
　アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信するよう
に構成されている、送信モジュールであって、アップリンクデータはUEの識別子を含む、
送信モジュールと、
　媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMAC PDUを使用することによってフィード
バック情報を受信するように構成されている、受信モジュールであって、フィードバック
情報はn個の識別子を含み、n個の識別子のうちの異なる識別子は異なるUEを表し、これら
の識別子はn個のUEのアップリンクデータがeNBによって正常に受信されたことを指示し、
n≧1である、受信モジュールとを含む。
【００３７】
　第3の態様の第1の可能な実装において、
　処理モジュールは、アップリンクデータを生成するように構成され、アップリンクデー
タは、UEの、識別子およびバッファステータス情報を含み、UEのバッファステータス情報
は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用され、
　送信モジュールは、アップリンクデータをeNBに送信するように構成される。
【００３８】
　第3の態様の第2の可能な実装において、
　処理モジュールは、フィードバック情報からi番目の識別子を読み出すようにさらに構
成され、n≧i≧1であり、処理モジュールは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうか
を検出するようにさらに構成され、i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、e
NBがUEのアップリンクデータを正常に受信したことを指示する。
【００３９】
　第3の態様の第1の可能な実装を参照して、第3の態様の第3の可能な実装において、
　処理モジュールは、フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリン
ク・スケジューリング・グラントを読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかどう
かを検出するようにさらに構成され、n≧i≧1であり、
　送信モジュールは、i番目の識別子がUEの識別子であるときに、アップリンク・スケジ
ューリング・グラントに従って残っている送信されるべきデータを送信するようにさらに
構成される。
【００４０】
　第3の態様または第3の態様の第1の可能な実装を参照して、第3の態様の第4の可能な実
装において、
　処理モジュールは、フィードバック情報から有効ビットの数およびビットマッピングシ
ーケンスを読み出すようにさらに構成され、有効ビットの個数は、ビットマッピングシー
ケンス内の有効ビットの個数を指示するために使用され、ビットマッピングシーケンスは
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、固定されたビット数を有するビットシーケンスであり、処理モジュールは、ビットマッ
ピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに、フィードバ
ック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク・スケジューリング・グラント
を読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに構成さ
れ、
　送信モジュールは、i番目の識別子がUEの識別子であるときに、アップリンク・スケジ
ューリング・グラントに従って残っている送信されるべきデータを送信するようにさらに
構成され、
　処理モジュールは、ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり
、有効であるときに、フィードバック情報からi番目の識別子を読み出し、i番目の識別子
がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに構成され、i番目の識別子がUEの識
別子である場合に、これは、eNBがUEのアップリンクデータを正常に受信したことを指示
する。
【００４１】
　第3の態様の第2の可能な実装、第3の態様の第3の可能な実装、または第3の態様の第4の
可能な実装方法を参照して、第3の第5の可能な実装において、送信モジュールは、UEの識
別子がフィードバック情報に含まれる識別子の中にないときに、すなわち、eNBがUEのア
ップリンクデータを受信することに失敗したときに、アップリンクデータを再送するよう
にさらに構成される。
【００４２】
　第3の態様の第5の可能な実装を参照して、第3の態様の第6の可能な実装において、
　処理モジュールは、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに第1の
乱数をランダムに生成するように構成され、
　処理モジュールは、バッファから第2の乱数を読み出すように構成され、第2の乱数はeN
Bによって事前に割り振られ、処理モジュールは、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関
係がプリセットされた条件を満たしているかどうかを決定するように構成され、
　送信モジュールは、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を
満たすときに、第1の利用可能なアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを再
送するように構成され、
　処理モジュールは、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を
満たしていないときに、第1の乱数を再生成するように構成される。
【００４３】
　第3の態様の第5の可能な実装を参照して、第3の態様の第7の可能な実装において、
　処理モジュールは、ランダム・バックオフ・タイムをランダムに生成するように構成さ
れ、
　送信モジュールは、ランダム・バックオフ・タイムが満了した後に第1の利用可能なア
ップリンク共有リソース上でアップリンクデータを再送するように構成される。
【００４４】
　第3の態様、第3の態様の第1の可能な実装、第3の態様の第2の可能な実装、または第3の
態様の第3の可能な実装を参照して、第3の態様の第8の可能な実装において、
　受信モジュールは、制御チャネル指示情報を受信するように構成され、
　受信モジュールは、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報を
逆スクランブルするように構成され、指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子で
あり、制御チャネル指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロ
ケーションを指示するために使用され、
　受信モジュールは、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースを
使用することによってMAC PDUを受信するように構成され、MAC PDUは、フィードバック情
報を含む。
【００４５】
　第3の態様の第8の可能な実装を参照して、第3の態様の第9の可能な実装において、指定
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　指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、TTI-RNTI
は、アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される。
【００４６】
　第4の態様によれば、本発明の一実施形態は、フィードバック情報受信装置を提供し、
この装置は、
　ユーザ機器UEの、アップリンク共有リソースおよび復調基準信号DM-RSを決定するよう
に構成されている、処理モジュールと、
　アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信するよう
に構成されている、送信モジュールであって、アップリンクデータは、UEの、識別子およ
びDM-RSを含む、送信モジュールとを含み、
　処理モジュールは、合意されたフィードバックロケーションを計算するように構成され
、合意されたフィードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソースロケ
ーションおよびDM-RSに従って取得され、
　処理モジュールは、UEのオフセットを計算するように構成され、UEのオフセットは、UE
の識別子に従って取得され、
　この装置は、ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報ACKを受信
するように構成されている、受信モジュールであって、ダウンリンクリソースのリソース
ロケーションは、合意されたフィードバックロケーションおよびオフセットの組合せによ
って指示される、受信モジュールを含む。
【００４７】
　第4の態様の第1の可能な実装において、処理モジュールは、UEの識別子に対してプリセ
ットされた算術演算を実行し、プリセットされた算術演算の結果をUEに対応するオフセッ
トとして使用するように構成される。
【００４８】
　第4の態様の第1の可能な実装を参照して、第4の態様の第2の可能な実装において、ダウ
ンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【００４９】

【数１０】

【００５０】
および
【００５１】
【数１１】

【００５２】
で示され、ここで、
【００５３】
【数１２】

【００５４】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグループの
グループ番号を識別するために使用され、
【００５５】
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【数１３】

【００５６】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【００５７】

【数１４】

【００５８】
は、UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンス
を識別するために使用され、
【００５９】

【数１５】

【００６０】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【００６１】
【数１６】

【００６２】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【００６３】
【数１７】

【００６４】
であり、ここで、
【００６５】
【数１８】

【００６６】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソースブロ
ックPRBインデックスを識別するために使用される。
【００６７】
　第4の態様の第2の可能な実装を参照して、第4の態様の第3の可能な実装において、処理
モジュールは、UEのオフセットを計算するように構成され、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。



(32) JP 2018-525913 A 2018.9.6

10

20

30

40

50

【００６８】
　第5の態様によれば、本発明の一実施形態は、基地局を提供し、基地局は、プロセッサ
と、メモリと、トランシーバとを含み、メモリは、少なくとも1つの命令を記憶するよう
に構成され、構成されたように、命令は、プロセッサによって実行され、
　プロセッサは、同じアップリンク共有リソースをm個のユーザ機器UEに割り振るように
構成され、m≧2であり、
　プロセッサは、トランシーバを制御してアップリンク共有リソース上でアップリンクデ
ータを受信するようにさらに構成され、アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なる
UEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEのうちの少なく
とも1つであり、
　プロセッサは、n個のUEを決定するようにさらに構成され、n個のUEのアップリンクデー
タが、正常に受信され、m≧n≧1であり、
　プロセッサは、フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、フィードバック
情報はn個の識別子を含み、異なる識別子は異なるUEを表し、
　プロセッサは、トランシーバを制御し、媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMA
C PDUを使用することによってフィードバック情報を送信するようにさらに構成される。
【００６９】
　第5の態様の第1の可能な実装において、アップリンクデータは、UEのバッファステータ
ス情報をさらに含み、UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータ
に関する情報を指示するために使用され、
　プロセッサは、復号を用いてUEの識別子およびUEのバッファステータス情報を取得する
ように構成され、
　プロセッサは、UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するように構成
され、UEのアップリンク・スケジューリング・グラントは、UEのバッファステータス情報
に従って生成され、
　プロセッサは、フィードバック情報を生成するように構成され、フィードバック情報は
、n個の識別子と、UEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントとを含む。
【００７０】
　第5の態様の第2の可能な実装において、x個のアップリンクデータは、UEのバッファス
テータス情報を含み、n>x≧1であり、UEのバッファステータス情報は、残っている送信さ
れるべきデータに関する情報を指示するために使用され、
　プロセッサは、復号を用いて、n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッファステー
タス情報とを取得するように構成され、
　プロセッサは、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グラン
トを生成するように構成され、x個のアップリンク・スケジューリング・グラントは、x個
のUEのバッファステータス情報に従って生成され、
　プロセッサは、フィードバック情報を生成するように構成され、フィードバック情報は
、n個の識別子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントとを含
む。
【００７１】
　第5の態様の第3の可能な実装において、y個のアップリンクデータは、UEのバッファス
テータス情報を含み、n≧y≧1であり、UEのバッファステータス情報は、残っている送信
されるべきデータに関する情報を指示するために使用され、
　プロセッサは、復号を用いて、n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバッファステー
タス情報とを取得するように構成され、
　プロセッサは、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グラン
トを生成するように構成され、y>x≧1であり、x個のアップリンク・スケジューリング・
グラントは、現在の利用可能なアップリンクリソースを指示し、x個のアップリンク・ス
ケジューリング・グラントは、x個のUEのバッファステータス情報に従って生成され、
　プロセッサは、フィードバック情報を生成するように構成され、フィードバック情報は
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、n個の識別子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントとを含
む。
【００７２】
　第5の態様の第2の可能な実装または第5の態様の第3の可能な実装を参照して、第5の態
様の第4の可能な実装において、
　プロセッサは、フィードバック情報を生成するように構成され、フィードバック情報は
、有効ビットの個数と、ビットマッピングシーケンスと、n個の識別子と、x個のアップリ
ンク・スケジューリング・グラントとを含み、
　有効ビットの数は、ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するため
に使用され、
　ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスであり
、
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有
する対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示するか、また
はビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有
する対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続かないことを指示し、
　第1の値は0であり、第2の値は1であるか、または第1の値は1であり、第2の値は0である
。
【００７３】
　第5の態様、第5の態様の第1の可能な実装、第5の態様の第2の可能な実装、第5の態様の
第3の可能な実装、または第5の態様の第4の可能な実装を参照して、第5の態様の第5の可
能な実装において、
　プロセッサは、UEに対応するMAC PDUを生成するように構成され、MAC PDUは、フィード
バック情報を含み、
　プロセッサは、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報をスク
ランブルするように構成され、指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、
制御チャネル指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケーシ
ョンを指示するために使用され、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、制御チャネル指示情報をUEに送信するように
構成され、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、制御チャネル指示情報によって指示されるダ
ウンリンクリソースを使用することによってMAC PDUを送信するように構成される。
【００７４】
　第5の態様の第5の可能な実装を参照して、第5の態様の第6の可能な実装において、指定
された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、または
　指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、TTI-RNTI
は、アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される。
【００７５】
　第5の態様、第5の態様の第1の可能な実装、第5の態様の第2の可能な実装、第5の態様の
第3の可能な実装、第5の態様の第4の可能な実装、第5の態様の第5の可能な実装、または
第5の態様の第6の可能な実装を参照して、第5の態様の第7の可能な実装において、
　プロセッサは、それぞれの対応する第2の乱数をm個のUEに割り振るようにさらに構成さ
れ、第2の乱数は、フィードバック情報がUEの識別子を含まないときに、アップリンクデ
ータが第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で再送されるかどうかを決定するた
めに使用される乱数である。
【００７６】
　第6の態様によれば、本発明の一実施形態は、基地局を提供し、基地局は、プロセッサ
と、メモリと、トランシーバとを含み、メモリは、少なくとも1つの命令を記憶するよう
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に構成され、構成されたように、命令は、プロセッサによって実行され、
　プロセッサは、同じアップリンク共有リソースおよび同じ復調基準信号DM-RSをm個のユ
ーザ機器UEに割り振るように構成され、m≧2であり、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、DM-RSを使用することによってアップリンク
データを受信するようにさらに構成され、アップリンクデータはUEの識別子を含み、異な
るUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEのうちの少な
くとも1つであり、
　プロセッサは、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさらに構成さ
れ、合意されたフィードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソースロ
ケーションおよびDM-RSに従って取得され、
　プロセッサは、UEのオフセットを計算するようにさらに構成され、UEのオフセットは、
UEの識別子に従って取得され、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、ダウンリンクリソースのリソースロケーショ
ンで肯定応答情報ACKを送信するようにさらに構成され、ダウンリンクリソースのリソー
スロケーションは、合意されたフィードバックロケーションおよびオフセットの組合せに
よって指示される。
【００７７】
　第6の態様の第1の可能な実装において、
　プロセッサは、UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットさ
れた算術演算の結果をUEに対応するオフセットとして使用するように構成される。
【００７８】
　第6の態様の第1の可能な実装を参照して、第6の態様の第2の可能な実装において、ダウ
ンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【００７９】
【数１９】

【００８０】
および
【００８１】
【数２０】

【００８２】
で示され、ここで、
【００８３】

【数２１】

【００８４】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグループの
グループ番号を識別するために使用され、
【００８５】

【数２２】

【００８６】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
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に使用され、
【００８７】
【数２３】

【００８８】
は、UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンス
を識別するために使用され、
【００８９】

【数２４】

【００９０】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【００９１】

【数２５】

【００９２】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【００９３】

【数２６】

【００９４】
であり、ここで、
【００９５】

【数２７】

【００９６】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソースブロ
ックPRBインデックスを識別するために使用される。
【００９７】
　第6の態様の第2の可能な実装を参照して、第6の態様の第3の可能な実装において、
　プロセッサは、UEのオフセットを計算するように構成され、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【００９８】
　第7の態様によれば、本発明の一実施形態は、UEを提供し、UEは、プロセッサと、メモ
リと、トランシーバとを含み、メモリは、少なくとも1つの命令を記憶するように構成さ
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れ、構成されたように、命令は、プロセッサによって実行され、
　プロセッサは、ユーザ機器UEのアップリンク共有リソースを決定するように構成され、
アップリンク共有リソースは、他のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり
、m≧2であり、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、アップリンク共有リソースを使用することに
よってアップリンクデータを送信するようにさらに構成され、アップリンクデータはUEの
識別子を含み、
　プロセッサは、トランシーバを制御し、媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMA
C PDUを使用することによってフィードバック情報を受信するようにさらに構成され、フ
ィードバック情報はn個の識別子を含み、n個の識別子のうちの異なる識別子は異なるUEを
表し、これらの識別子はn個のUEのアップリンクデータがeNBによって正常に受信されたこ
とを指示し、m≧n≧1である。
【００９９】
　第7の態様の第1の可能な実装において、プロセッサは、アップリンクデータを生成する
ように構成され、アップリンクデータは、UEの、識別子およびバッファステータス情報を
含み、UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を
指示するために使用され、プロセッサは、トランシーバを制御して、アップリンクデータ
をeNBに送信するように構成される。
【０１００】
　第7の態様の第2の可能な実装において、プロセッサは、フィードバック情報からi番目
の識別子を読み出すようにさらに構成され、n≧i≧1であり、
　プロセッサは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに構
成され、i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがUEのアップリンクデー
タを正常に受信したことを指示する。
【０１０１】
　第7の態様の第1の可能な実装を参照して、第7の態様の第3の可能な実装において、プロ
セッサは、フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク・スケジ
ューリング・グラントを読み出すようにさらに構成され、
　プロセッサは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに構
成され、n≧i≧1であり、
　プロセッサは、i番目の識別子がUEの識別子であるときに、トランシーバを制御して、
アップリンク・スケジューリング・グラントに従って残っている送信されるべきデータを
送信するようにさらに構成される。
【０１０２】
　第7の態様または第7の態様の第1の可能な実装を参照して、第7の態様の第4の可能な実
装において、プロセッサは、フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッ
ピングシーケンスを読み出すようにさらに構成され、有効ビットの個数は、ビットマッピ
ングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するために使用され、ビットマッピングシー
ケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスであり、
　プロセッサは、ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有
効であるときに、フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク・
スケジューリング・グラントを読み出すようにさらに構成され、
　プロセッサは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに構
成され、
　プロセッサは、i番目の識別子がUEの識別子であるときに、トランシーバを制御して、
アップリンク・スケジューリング・グラントに従って残っている送信されるべきデータを
送信するようにさらに構成され、
　プロセッサは、ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有
効であるときに、フィードバック情報からi番目の識別子を読み出すようにさらに構成さ
れ、
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　プロセッサは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに構
成され、UEのi番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがUEのアップリンク
データを正常に受信したことを指示する。
【０１０３】
　第7の態様の第2の可能な実装、第7の態様の第3の可能な実装、または第7の態様の第4の
可能な実装を参照して、第7の態様の第5の可能な実装において、プロセッサは、UEの識別
子がフィードバック情報に含まれる識別子の中にないときに、すなわち、eNBがUEのアッ
プリンクデータを受信することに失敗したときに、トランシーバを制御して、アップリン
クデータを再送するように構成される。
【０１０４】
　第7の態様の第5の可能な実装を参照して、第7の態様の第6の可能な実装において、プロ
セッサは、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに第1の乱数をラン
ダムに生成するように構成され、
　プロセッサは、バッファから第2の乱数を読み出すように構成され、第2の乱数はeNBに
よって事前に割り振られ、
　プロセッサは、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満た
しているかどうかを決定するように構成され、
　プロセッサは、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満た
すときに、トランシーバを制御して、第1の利用可能なアップリンク共有リソース上でア
ップリンクデータを再送するように構成され、
　プロセッサは、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満た
していないときに、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在していれば第1の乱
数をランダムに生成するステップを再実行するように構成される。
【０１０５】
　第7の態様の第5の可能な実装を参照して、第7の態様の第7の可能な実装において、
　プロセッサは、ランダム・バックオフ・タイムをランダムに生成するように構成され、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、ランダム・バックオフ・タイムが満了した後
に第1の利用可能なアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを再送するように
構成される。
【０１０６】
　第7の態様、第7の態様の第1の可能な実装、第7の態様の第2の可能な実装、または第7の
態様の第3の可能な実装を参照して、第7の態様の第8の可能な実装において、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、制御チャネル指示情報を受信するように構成
され、
　プロセッサは、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報を逆ス
クランブルするように構成され、指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり
、制御チャネル指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケー
ションを指示するために使用され、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、制御チャネル指示情報によって指示されるダ
ウンリンクリソースを使用することによってMAC PDUを受信するように構成され、MAC PDU
は、フィードバック情報を含む。
【０１０７】
　第7の態様の第8の可能な実装を参照して、第7の態様の第9の可能な実装において、指定
された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、または
　指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、TTI-RNTI
は、アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される。
【０１０８】
　第8の態様によれば、本発明の一実施形態は、UEを提供し、UEは、プロセッサと、メモ
リと、トランシーバとを含み、メモリは、少なくとも1つの命令を記憶するように構成さ
れ、構成されたように、命令は、プロセッサによって実行され、
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　プロセッサは、ユーザ機器UEの、アップリンク共有リソースおよび復調基準信号DM-RS
を決定するように構成され、アップリンク共有リソースおよびDM-RSは、eNBによってm個
のユーザ機器UEに割り振られる、アップリンク共有リソースおよび同じDM-RSと同じであ
り、m≧2であり、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、アップリンク共有リソースを使用することに
よってアップリンクデータを送信するようにさらに構成され、アップリンクデータは、UE
の、識別子およびDM-RSを含み、
　プロセッサは、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさらに構成さ
れ、合意されたフィードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソースロ
ケーションおよびDM-RSに従って取得され、
　プロセッサは、UEのオフセットを計算するようにさらに構成され、UEのオフセットは、
UEの識別子に従って取得され、
　プロセッサは、トランシーバを制御して、ダウンリンクリソースのリソースロケーショ
ンで肯定応答情報ACKを受信するようにさらに構成され、ダウンリンクリソースのリソー
スロケーションは、合意されたフィードバックロケーションおよびオフセットの組合せに
よって指示される。
【０１０９】
　第8の態様の第1の可能な実装において、
　プロセッサは、UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットさ
れた算術演算の結果をUEに対応するオフセットとして使用するように構成される。
【０１１０】
　第8の態様の第1の可能な実装を参照して、第8の態様の第2の可能な実装において、ダウ
ンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【０１１１】
【数２８】

【０１１２】
および
【０１１３】
【数２９】

【０１１４】
で示され、ここで、
【０１１５】

【数３０】

【０１１６】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグループの
グループ番号を識別するために使用され、
【０１１７】

【数３１】

【０１１８】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
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に使用され、
【０１１９】
【数３２】

【０１２０】
は、UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンス
を識別するために使用され、
【０１２１】

【数３３】

【０１２２】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【０１２３】

【数３４】

【０１２４】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【０１２５】

【数３５】

【０１２６】
であり、ここで、
【０１２７】
【数３６】

【０１２８】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソースブロ
ックPRBインデックスを識別するために使用される。
【０１２９】
　第8の態様の第2の可能な実装を参照して、第8の態様の第3の可能な実装において、
　プロセッサは、UEのオフセットを計算するように構成され、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【０１３０】
　第9の態様によれば、本発明の一実施形態は、フィードバック情報送信および受信シス
テムを提供し、フィードバック情報送信および受信システムは、
　eNBおよびUEを含み、



(40) JP 2018-525913 A 2018.9.6

10

20

30

40

50

　eNBは、第1の態様もしくは第1の態様の可能な実装のうちいずれか1つによるフィードバ
ック情報送信装置を含むか、またはeNBは、第2の態様もしくは第2の態様の可能な実装の
うちいずれか1つによるフィードバック情報送信装置を備えるか、またはeNBは、第5の態
様もしくは第5の態様の可能な実装のうちのいずれか1つによるeNBを含むか、またはeNBは
、第6の態様もしくは第6の態様の可能な実装のうちのいずれか1つによるeNBを含み、
　UEは、第3の態様もしくは第3の態様の可能な実装のうちいずれか1つによるフィードバ
ック情報受信装置を含むか、またはUEは、第4の態様もしくは第4の態様の可能な実装のう
ちいずれか1つによるフィードバック情報受信装置を含むか、またはUEは、第7の態様もし
くは第7の態様の可能な実装のうちいずれか1つによるUEを含むか、またはUEは、第8の態
様または第8の態様の可能な実装のいずれか1つによるUEを含む。
【０１３１】
　第10の態様によれば、本発明の一実施形態は、フィードバック情報送信方法を提供し、
この方法は、
　同じアップリンク共有リソースをm個のユーザ機器UEに割り振るステップであって、m≧
2である、ステップと、
　アップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信するステップであって、アッ
プリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子に
よって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つである、ステップと、
　n個のUEを決定するステップであって、n個のUEのアップリンクデータが、正常に受信さ
れ、m≧n≧1である、ステップと、
　フィードバック情報を生成するステップであって、フィードバック情報はn個の識別子
を含み、異なる識別子は異なるUEを表す、ステップと、
　媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMAC PDUを使用することによってフィード
バック情報を送信するステップとを含む。
【０１３２】
　第10の態様の第1の可能な実装において、アップリンクデータは、UEのバッファステー
タス情報をさらに含み、UEのバッファステータス情報は、UEの残っている送信されるべき
データに関する情報を指示するために使用され、
　フィードバック情報を生成するステップは、
　復号を用いてUEの識別子およびUEのバッファステータス情報を取得するステップと、
　UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するステップであって、UEのア
ップリンク・スケジューリング・グラントは、UEのバッファステータス情報に従って生成
される、ステップと、
　フィードバック情報を生成するステップであって、フィードバック情報は、n個の識別
子と、UEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントとを含む、ステップとを
含む。
【０１３３】
　第10の態様の第2の可能な実装において、x個のアップリンクデータは、UEのバッファス
テータス情報を含み、n>x≧1であり、UEのバッファステータス情報は、残っている送信さ
れるべきデータに関する情報を指示するために使用され、
　フィードバック情報を生成するステップは、
　復号を用いて、n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッファステータス情報とを取
得するステップと、
　x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するス
テップであって、x個のアップリンク・スケジューリング・グラントは、x個のUEのバッフ
ァステータス情報に従って生成される、ステップと、
　フィードバック情報を生成するステップであって、フィードバック情報は、n個の識別
子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントとを含む、ステッ
プとを含む。
【０１３４】
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　第10の態様の第3の可能な実装において、y個のアップリンクデータは、UEのバッファス
テータス情報を含み、n≧y≧1であり、UEのバッファステータス情報は、残っている送信
されるべきデータに関する情報を指示するために使用され、
　フィードバック情報を生成するステップは、
　復号を用いて、n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバッファステータス情報とを取
得するステップと、
　x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するス
テップであって、y>x≧1であり、x個のアップリンク・スケジューリング・グラントは、
現在の利用可能なアップリンクリソースを指示し、x個のアップリンク・スケジューリン
グ・グラントは、x個のUEのバッファステータス情報に従って生成される、ステップと、
　フィードバック情報を生成するステップであって、フィードバック情報は、n個の識別
子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントとを含む、ステッ
プとを含む。
【０１３５】
　第10の態様の第2の可能な実装または第10の態様の第3の可能な実装を参照して、第10の
態様の第4の可能な実装において、フィードバック情報を生成するステップは、
　フィードバック情報を生成するステップであって、フィードバック情報は、有効ビット
の個数と、ビットマッピングシーケンスと、n個の識別子と、x個のアップリンク・スケジ
ューリング・グラントとを含む、ステップを含み、
　有効ビットの数は、ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するため
に使用され、
　ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスであり
、
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有
する対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示するか、また
はビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有
する対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続かないことを指示し、
　第1の値は0であり、第2の値は1であるか、または第1の値は1であり、第2の値は0である
。
【０１３６】
　第10の態様、第10の態様の第1の可能な実装、第10の態様の第2の可能な実装、第10の態
様の第3の可能な実装、または第10の態様の第4の可能な実装を参照して、第10の態様の第
5の可能な実装において、MAC PDUを使用することによってフィードバック情報を送信する
ステップは、
　UEに対応するMAC PDUを生成するステップであって、MAC PDUは、フィードバック情報を
含む、ステップと、
　指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報をスクランブルするス
テップであって、指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャネル
指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指示す
るために使用される、ステップと、
　制御チャネル指示情報をUEに送信するステップと、
　制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースを使用することによっ
てMAC PDUを送信するステップとを含む。
【０１３７】
　第10の態様の第5の可能な実装を参照して、第10の態様の第6の可能な実装において、指
定された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、または
　指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、TTI-RNTI
は、アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される。
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　第10の態様、第10の態様の第1の可能な実装、第10の態様の第2の可能な実装、第10の態
様の第3の可能な実装、第10の態様の第4の可能な実装、第10の態様の第5の可能な実装、
または第10の態様の第6の可能な実装を参照して、第10の態様の第7の可能な実装において
、MAC PDUを使用することによってフィードバック情報を送信するステップの前に、この
方法は、
　それぞれの対応する第2の乱数をm個のUEに割り振るステップであって、第2の乱数は、
フィードバック情報がUEの識別子を含まないときに、アップリンクデータが第1の利用可
能なアップリンク共有リソース上で再送されるかどうかを、UEによって、決定するために
使用される乱数である、ステップをさらに含む。
【０１３９】
　第11の態様によれば、本発明の一実施形態は、フィードバック情報送信方法を提供し、
この方法は、
　同じアップリンク共有リソースおよび同じ復調基準信号DM-RSをm個のユーザ機器UEに割
り振るステップであって、m≧2である、ステップと、
　DM-RSを使用することによって、アップリンクデータを受信するステップであって、ア
ップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子
によって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つである、ステップと、
　合意されたフィードバックロケーションを計算するステップであって、合意されたフィ
ードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソースロケーションおよびDM
-RSに従って取得される、ステップと、
　UEのオフセットを計算するステップであって、UEのオフセットは、UEの識別子に従って
取得される、ステップと、
　ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報ACKを送信するステップ
であって、ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、合意されたフィードバック
ロケーションおよびオフセットの組合せによって指示される、ステップとを含む。
【０１４０】
　第11の態様の第1の可能な実装において、UEのオフセットを計算するステップは、
　UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットされた算術演算の
結果をUEに対応するオフセットとして使用するステップを含む。
【０１４１】
　第11の態様の第1の可能な実装を参照して、第11の態様の第2の可能な実装において、ダ
ウンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【０１４２】
【数３７】

【０１４３】
および
【０１４４】
【数３８】

【０１４５】
で示され、ここで、
【０１４６】
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【０１４７】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグループの
グループ番号を識別するために使用され、
【０１４８】

【数４０】

【０１４９】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【０１５０】

【数４１】

【０１５１】
は、UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンス
を識別するために使用され、
【０１５２】

【数４２】

【０１５３】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【０１５４】

【数４３】

【０１５５】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【０１５６】

【数４４】

【０１５７】
であり、ここで、
【０１５８】
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【数４５】

【０１５９】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソースブロ
ックPRBインデックスを識別するために使用される。
【０１６０】
　第11の態様の第2の可能な実装を参照して、第11の態様の第3の可能な実装において、UE
の識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットされた算術演算の結果
をUEに対応するオフセットとして使用するステップは、
　UEのオフセットを計算するステップを含み、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【０１６１】
　第12の態様によれば、本発明の一実施形態は、フィードバック情報受信方法を提供し、
この方法は、
　ユーザ機器UEのアップリンク共有リソースを決定するステップと、
　アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信するステ
ップであって、アップリンクデータはUEの識別子を含む、ステップと、
　媒体アクセス制御プロトコルデータユニットMAC PDUを使用することによってフィード
バック情報を受信するステップであって、フィードバック情報はn個の識別子を含み、n個
の識別子のうちの異なる識別子は異なるUEを表し、これらの識別子はn個のUEのアップリ
ンクデータが基地局によって正常に受信されたことを指示し、m≧n≧1である、ステップ
とを含む。
【０１６２】
　第12の態様の第1の可能な実装において、アップリンク共有リソースを使用することに
よってアップリンクデータを送信するステップは、
　アップリンクデータを生成するステップであって、アップリンクデータは、UEの、識別
子およびバッファステータス情報を含み、UEのバッファステータス情報は、残っている送
信されるべきデータに関する情報を指示するために使用される、ステップと、
　アップリンクデータをeNBに送信するステップとを含む。
【０１６３】
　第12の態様の第2の可能な実装において、この方法は、
　フィードバック情報からi番目の識別子を読み出すステップであって、n≧i≧1である、
ステップと、
　i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するステップであって、
　i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがUEのアップリンクデータを正
常に受信したことを指示する、ステップとをさらに含む。
【０１６４】
　第12の態様の第1の可能な実装を参照して、第12の態様の第3の可能な実装において、こ
の方法は、
　フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク・スケジューリン
グ・グラントを読み出すステップと、
　n≧i≧1であるi番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するステップと、
　i番目の識別子がUEの識別子である場合に、アップリンク・スケジューリング・グラン
トに従って残っている送信されるべきデータを送信するステップとをさらに含む。
【０１６５】
　第12の態様または第12の態様の第1の可能な実装を参照して、第12の態様の第4の可能な
実装において、この方法は、
　フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッピングシーケンスを読み出
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すステップであって、有効ビットの個数は、ビットマッピングシーケンス内の有効ビット
の個数を指示するために使用され、ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数
を有するビットシーケンスである、ステップと、
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに
、フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク・スケジューリン
グ・グラントを読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出し、i番目の
識別子がUEの識別子である場合に、アップリンク・スケジューリング・グラントに従って
残っている送信されるべきデータを送信するか、またはビットマッピングシーケンス内の
i番目のビットが、第2の値であり、有効であるときに、フィードバック情報からi番目の
識別子を読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出し、i番目の識別子
がUEの識別子である場合に、これは、eNBがUEのアップリンクデータを正常に受信したこ
とを指示する、ステップとをさらに含む。
【０１６６】
　第12の態様の第2の可能な実装、第12の態様の第3の可能な実装、または第12の態様の第
4の可能な実装を参照して、第12の態様の第5の可能な実装において、i番目の識別子がUE
の識別子であるかどうかを検出するステップの後に、この方法は、
　UEの識別子がフィードバック情報に含まれる識別子の中にない場合に、すなわち、eNB
がアップリンクデータを受信することに失敗したときに、アップリンクデータを再送する
ステップをさらに含む。
【０１６７】
　第12の態様の第5の可能な実装を参照して、第12の態様の第6の可能な実装において、ア
ップリンクデータを再送するステップは、
　第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに第1の乱数をランダムに生
成するステップと、
　バッファから第2の乱数を読み出すステップであって、第2の乱数はeNBによって事前に
割り振られる、ステップと、
　第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満たしているかどう
かを決定するステップと、
　第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満たす場合に、第1
の利用可能なアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを再送するか、または第
1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満たしていない場合に、
第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在していれば第1の乱数をランダムに生成
するステップを再実行する、ステップとを含む。
【０１６８】
　第12の態様の第5の可能な実装を参照して、第12の態様の第7の可能な実装において、ア
ップリンクデータを再送するステップは、
　ランダム・バックオフ・タイムをランダムに生成するステップと、
　ランダム・バックオフ・タイムが満了した後に第1の利用可能なアップリンク共有リソ
ース上でアップリンクデータを再送するステップとを含む。
【０１６９】
　第12の態様、第12の態様の第1の可能な実装、第12の態様の第2の可能な実装、または第
12の態様の第3の可能な実装を参照して、第12の態様の第8の可能な実装において、MAC PD
Uを使用することによってフィードバック情報を受信するステップは、
　制御チャネル指示情報を受信するステップと、
　指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報を逆スクランブルする
ステップであって、指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャネ
ル指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指示
するために使用される、ステップと、
　制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースを使用することによっ
てMAC PDUを受信するステップであって、MAC PDUは、フィードバック情報を含む、ステッ
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【０１７０】
　第12の態様の第8の可能な実装を参照して、第12の態様の第9の可能な実装において、指
定された識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子CB-RNTIであるか、または
　指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子TTI-RNTIであり、TTI-RNTI
は、アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される。
【０１７１】
　第13の態様によれば、本発明の一実施形態は、フィードバック情報受信方法を提供し、
この方法は、
　ユーザ機器UEの、アップリンク共有リソースおよび復調基準信号DM-RSを決定するステ
ップと、
　アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信するステ
ップであって、アップリンクデータは、UEの、識別子およびDM-RSを含む、ステップと、
　合意されたフィードバックロケーションを計算するステップであって、合意されたフィ
ードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソースロケーションおよびDM
-RSに従って取得される、ステップと、
　UEのオフセットを計算するステップであって、UEのオフセットは、UEの識別子に従って
取得される、ステップと、
　ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報ACKを受信するステップ
であって、ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、合意されたフィードバック
ロケーションおよびオフセットの組合せによって指示される、ステップとを含む。
【０１７２】
　第13の態様の第1の可能な実装において、UEのオフセットを計算するステップは、
　UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットされた算術演算の
結果をUEに対応するオフセットとして使用するステップを含む。
【０１７３】
　第13の態様の第1の可能な実装を参照して、第13の態様の第2の可能な実装において、ダ
ウンリンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【０１７４】
【数４６】

【０１７５】
および
【０１７６】

【数４７】

【０１７７】
で示され、ここで、
【０１７８】
【数４８】

【０１７９】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQフィードバックチャネルPHICH上で属すグループの
グループ番号を識別するために使用され、
【０１８０】
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【数４９】

【０１８１】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【０１８２】

【数５０】

【０１８３】
は、UEに物理ダウンリンク制御チャネルPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンス
を識別するために使用され、
【０１８４】

【数５１】

【０１８５】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【０１８６】

【数５２】

【０１８７】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【０１８８】

【数５３】

【０１８９】
であり、ここで、
【０１９０】
【数５４】

【０１９１】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソースブロ
ックPRBインデックスを識別するために使用される。
【０１９２】
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　第13の態様の第2の可能な実装を参照して、第13の態様の第3の可能な実装において、UE
のオフセットは、
　UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットされた算術演算の
結果をUEに対応するオフセットとして使用するステップが、
　UEのオフセットを計算するステップを含み、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である、ことを含む。
【０１９３】
　本発明の実施形態で提供される技術的解決策の有益な効果は、次のとおりである。
【０１９４】
　eNBは同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振り、m≧2であり、UEはアップリ
ンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信し、eNBはアップリ
ンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、アップリンクデータはUEの識別子を
含み、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEの
うちの少なくとも1つであり、eNBはn個のUEの正常に受信したアップリンクデータに従っ
てフィードバック情報を生成し、フィードバック情報はn個の識別子を含み、m≧n≧1であ
り、eNBはMAC PDUを使用することによってフィードバック情報を送信する。これは、複数
のUEが同じアップリンク共有リソースおよびDM-RSを使用することによってアップリンク
データを送信するときにeNBが合意されたダウンリンクリソースに従ってフィードバック
情報を異なるUEに正しく送信することができないという従来技術における問題を解決し、
これにより、各UEはUEのアップリンクデータが正常に送信されたかどうかに関して明確で
ある。
【０１９５】
　本発明の実施形態における技術的解決策をより明確に説明するために、以下は、実施形
態を説明するために要求される添付図面を簡単に説明する。明らかに、以下の説明の添付
図面は、本発明のいくつかの実施形態を示しているにすぎず、当業者は、依然として創造
的努力なくこれらの添付図面から他の図面を導き出し得る。
【図面の簡単な説明】
【０１９６】
【図１】本発明の一実施形態によるフィードバック情報送信装置のブロック図である。
【図２】本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信装置のブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態によるフィードバック情報受信装置のブロック図である。
【図４】本発明の別の実施形態によるフィードバック情報受信装置のブロック図である。
【図５】本発明のなおも別の実施形態によるフィードバック情報受信装置のブロック図で
ある。
【図６】本発明の一実施形態によるeNBの構造ブロック図である。
【図７】本発明の別の実施形態によるeNBの構造ブロック図である。
【図８】本発明の一実施形態によるUEの構造ブロック図である。
【図９】本発明の別の実施形態によるUEの構造ブロック図である。
【図１０】本発明の一実施形態によるフィードバック情報送信および受信システムのブロ
ック図である。
【図１１】本発明の一実施形態によるフィードバック情報送信方法のフローチャートであ
る。
【図１２】本発明の一実施形態によるフィードバック情報フォーマットの概略図である。
【図１３】本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信方法のフローチャートで
ある。
【図１４】本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信方法のフローチャートで
ある。
【図１５】本発明の別の実施形態によるフィードバック情報フォーマットの概略図である
。
【図１６】本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信方法のフローチャートで
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ある。
【図１７】本発明の別の実施形態によるフィードバック情報フォーマットの概略図である
。
【図１８】本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信方法のフローチャートで
ある。
【図１９】本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信方法のフローチャートで
ある。
【図２０】本発明の一実施形態によるアップリンクデータ再送方法のフローチャートであ
る。
【図２１】本発明の別の実施形態によるアップリンクデータ再送方法のフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【０１９７】
　本発明の目的、技術的解決策、および利点をより明確にするために、以下は、さらに、
添付図面を参照して本発明の実装を詳細に説明する。
【０１９８】
　図1を参照すると、図1は本発明の一実施形態によるフィードバック情報送信装置のブロ
ック図を示している。フィードバック情報送信装置は、ソフトウェア、ハードウェア、ま
たはソフトウェアとハードウェアとの組合せを使用することによってeNBの全部または一
部として実装され得る。フィードバック情報送信装置は、処理モジュール110と、受信モ
ジュール120と、送信モジュール130とを含み得る。
【０１９９】
　処理モジュール110は、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振るように構成
され、m≧2である。
【０２００】
　受信モジュール120は、アップリンクデータをアップリンク共有リソース上で受信する
ように構成される。アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は異なる
UEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つである。
【０２０１】
　処理モジュール110は、n個のUEを決定するようにさらに構成される。n個のUEのアップ
リンクデータが、正常に受信され、m≧n≧1である。
【０２０２】
　eNBは、UEの識別子を含む正常に受信したアップリンクデータに従って、アップリンク
データを送信したUEを決定する。
【０２０３】
　処理モジュール110は、フィードバック情報を生成するようにさらに構成される。フィ
ードバック情報はn個の識別子を含み、異なる識別子は異なるUEを表す。
【０２０４】
　送信モジュール130は、媒体層ユーザパケットデータユニット(英語:Media access cont
rol packet data unit、略称:MAC PDU)を使用することによってフィードバック情報を送
信するように構成される。
【０２０５】
　結論として、この実施形態において提供されるフィードバック情報送信装置によれば、
eNBは同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振り、m≧2であり、eNBはアップリ
ンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、アップリンクデータはUEの識別子を
含み、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEの
うちの少なくとも1つであり、eNBはn個のUEの正常に受信したアップリンクデータに従っ
てフィードバック情報を生成し、フィードバック情報はn個の識別子を含み、m≧n≧1であ
り、eNBはMAC PDUを使用することによってフィードバック情報を送信する。これは、複数
のUEが同じアップリンク共有リソースおよびDM-RSを使用することによってアップリンク
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データを送信するときにeNBが合意されたダウンリンクリソースに従ってフィードバック
情報を異なるUEに正しく送信することができないという従来技術における問題を解決し、
これにより、各UEはUEのアップリンクデータが正常に送信されたかどうかに関して明確で
ある。
【０２０６】
　図1に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、アップ
リンクデータは、UEのバッファステータス情報をさらに含み、UEのバッファステータス情
報は、UEの残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用される。
【０２０７】
　処理モジュール110は、復号を用いてUEの識別子およびUEのバッファステータス情報を
取得するようにさらに構成される。
【０２０８】
　処理モジュール110は、UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するよ
うにさらに構成される。UEのアップリンク・スケジューリング・グラントは、UEのバッフ
ァステータス情報に従って生成される。
【０２０９】
　処理モジュール110は、フィードバック情報を生成するようにさらに構成される。フィ
ードバック情報は、n個の識別子と、UEに対応するアップリンク・スケジューリング・グ
ラントとを含む。
【０２１０】
　図1に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、x個のア
ップリンクデータは、UEのバッファステータス情報を含み、n>x≧1であり、UEのバッファ
ステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用
される。
【０２１１】
　処理モジュール110は、復号を用いて、n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッフ
ァステータス情報とを取得するようにさらに構成される。
【０２１２】
　処理モジュール110は、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・
グラントを生成するようにさらに構成される。x個のアップリンク・スケジューリング・
グラントは、x個のUEのバッファステータス情報に従って生成される。
【０２１３】
　処理モジュール110は、フィードバック情報を生成するようにさらに構成される。フィ
ードバック情報は、n個の識別子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング
・グラントとを含む。
【０２１４】
　図1に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、y個のア
ップリンクデータは、UEのバッファステータス情報を含み、n≧y≧1であり、UEのバッフ
ァステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使
用される。
【０２１５】
　処理モジュール110は、復号を用いて、n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバッフ
ァステータス情報とを取得するようにさらに構成される。
【０２１６】
　処理モジュール110は、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・
グラントを生成するようにさらに構成され、y>x≧1である。x個のアップリンク・スケジ
ューリング・グラントは、現在の利用可能なアップリンクリソースを指示し、x個のアッ
プリンク・スケジューリング・グラントは、x個のUEのバッファステータス情報に従って
生成される。
【０２１７】
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　処理モジュール110は、フィードバック情報を生成するようにさらに構成される。フィ
ードバック情報は、n個の識別子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング
・グラントとを含む。
【０２１８】
　図1に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　処理モジュール110は、フィードバック情報を生成するように構成される。フィードバ
ック情報は、有効ビットの個数と、ビットマッピングシーケンスと、n個の識別子と、x個
のアップリンク・スケジューリング・グラントとを含む。
【０２１９】
　有効ビットの数は、ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するため
に使用される。ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシー
ケンスである。
【０２２０】
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有する
対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示する。
【０２２１】
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有する
対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続かないことを指示する。
【０２２２】
　第1の値は0であり、第2の値は1であるか、または第1の値は1であり、第2の値は0である
。
【０２２３】
　図1に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　処理モジュール110は、UEに対応するMAC PDUを生成するように構成される。MAC PDUは
、フィードバック情報を含む。
【０２２４】
　送信モジュール130は、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情
報をスクランブルするように構成される。指定された識別子は、m個のUEに対応する識別
子であり、制御チャネル指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソー
スロケーションを指示するために使用される。
【０２２５】
　送信モジュール130は、制御チャネル指示情報をUEに送信するように構成される。
【０２２６】
　送信モジュール130は、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソー
スを使用することによってMAC PDUを送信するように構成される。
【０２２７】
　図1に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、指定さ
れた識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子ユーザ機器(英語:Contention bas
ed Radio Network Temporary Identifier、略称:CB-RNTI)である。
【０２２８】
　代替的に、指定された識別子は、伝送時間間隔無線ネットワーク識別子(英語:Transmis
sion Time Interval Radio Network Temporary Identifier、略称:TTI-RNTI)である。TTI
-RNTIは、アップリンク共有リソースのリソースロケーションに従って生成される。
【０２２９】
　図1に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　処理モジュール110は、それぞれの対応する第2の乱数をm個のUEに割り振るようにさら
に構成される。第2の乱数は、フィードバック情報がUEの識別子を含まないときに、アッ
プリンクデータが第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で再送されるかどうかを
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【０２３０】
　図2を参照すると、図2は本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信装置のブ
ロック図を示している。フィードバック情報送信装置は、ソフトウェア、ハードウェア、
またはソフトウェアとハードウェアとの組合せを使用することによってeNBの全部または
一部として実装され得る。フィードバック情報送信装置は、処理モジュール210と、受信
モジュール220と、送信モジュール230とを含み得る。
【０２３１】
　処理モジュール210は、同じアップリンク共有リソースおよび同じDM-RSをm個のUEに割
り振るように構成され、m≧2である。
【０２３２】
　受信モジュール220は、DM-RSを使用することによってアップリンクデータを受信するよ
うに構成される。アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は異なるUE
を表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つである。
【０２３３】
　処理モジュール210は、合意されたフィードバックロケーションを計算するように構成
される。合意されたフィードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソー
スロケーションおよびDM-RSに従って取得される。
【０２３４】
　この実施形態において、処理モジュール210は、UEのオフセットを計算するようにさら
に構成される。UEのオフセットは、UEの識別子に従って取得される。
【０２３５】
　送信モジュール230は、ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報A
CKを送信するように構成される。ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、合意
されたフィードバックロケーションおよびオフセットの組合せによって指示される。
【０２３６】
　結論として、この実施形態において提供されるフィードバック情報送信装置によれば、
eNBは同じアップリンク共有リソースおよびDM-RSをm個のUEに割り振り、eNBはDM-RSを使
用することによってアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、eNBは
、アップリンク共有リソースのリソースロケーションおよびDM-RSに従って計算を用いて
、合意されたフィードバックロケーションを取得し、各UEの識別子に従って計算を用いて
UEに対応するオフセットを取得し、各UEについて、eNBは合意されたフィードバックロケ
ーションとオフセットとの組合せによって指示されるダウンリンクリソース上で肯定応答
情報ACKをUEに送信する。これは、複数のUEが同じアップリンク共有リソースおよびDM-RS
を使用することによってアップリンクデータをeNBに同時に送信するときに、eNBが合意さ
れたフィードバックロケーションに配置されているダウンリンクリソースを使用すること
によって、フィードバック情報を各UEに正しく送信することができないという従来技術に
おける問題を解決し、これにより、各UEはUEのアップリンクデータが正常に送信されたか
どうかに関して明確である。
【０２３７】
　図2に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、処理モ
ジュール210は、UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットさ
れた算術演算の結果をUEに対応するオフセットとして使用するように構成される。
【０２３８】
　図2に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、ダウン
リンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【０２３９】
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【数５５】

【０２４０】
および
【０２４１】

【数５６】

【０２４２】
で示され、ここで、
【０２４３】

【数５７】

【０２４４】
は、ダウンリンクリソースがPHICH上で属すグループのグループ番号を識別するために使
用され、
【０２４５】

【数５８】

【０２４６】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【０２４７】

【数５９】

【０２４８】
は、UEに物理ダウンリンク制御チャネル(英語:Physical Downlink Control Channel、略
称:PDCCH)によって最後に指示されたDM-RSシーケンスを識別するために使用され、
【０２４９】

【数６０】

【０２５０】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【０２５１】

【数６１】

【０２５２】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【０２５３】
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【数６２】

【０２５４】
であり、ここで、
【０２５５】
【数６３】

【０２５６】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低の物理リソースブロ
ック(英語:Physical Resource Block、略称:PRB)インデックスを識別するために使用され
る。
【０２５７】
　図2に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、処理モ
ジュール210は、UEのオフセットを計算するように構成され、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【０２５８】
　図3を参照すると、図3は本発明の一実施形態によるフィードバック情報受信装置のブロ
ック図を示している。フィードバック情報送信装置は、ソフトウェア、ハードウェア、ま
たはソフトウェアとハードウェアとの組合せを使用することによってUEの全部または一部
として実装され得る。フィードバック情報受信装置は、処理モジュール310と、送信モジ
ュール320と、受信モジュール330とを含み得る。
【０２５９】
　処理モジュール310は、UEのアップリンク共有リソースを決定するように構成される。
アップリンク共有リソースは、他のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり
、m≧2である。
【０２６０】
　送信モジュール320は、アップリンク共有リソースを使用することによってアップリン
クデータを送信するように構成される。アップリンクデータは、UEの識別子を含む。
【０２６１】
　受信モジュール330は、MAC PDUを使用することによってフィードバック情報を受信する
ように構成される。フィードバック情報はn個の識別子を含み、n個の識別子のうちの異な
る識別子は異なるUEを表し、これらの識別子はn個のUEのアップリンクデータがeNBによっ
て正常に受信されたことを指示し、m≧n≧1である。
【０２６２】
　結論として、この実施形態において提供されるフィードバック情報送信装置によれば、
ユーザ機器UEのアップリンク共有リソースが決定され、アップリンク共有リソースは、他
のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり、m≧2であり、アップリンクデー
タは、アップリンク共有リソースを使用することによって送信され、アップリンクデータ
は、UEの識別子を含み、フィードバック情報は、媒体アクセス制御プロトコルデータユニ
ットMAC PDUを使用することによって受信され、フィードバック情報はn個の識別子を含み
、n個の識別子のうちの異なる識別子は異なるUEを表し、これらの識別子はn個のUEのアッ
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プリンクデータがeNBによって正常に受信されたことを指示し、m≧n≧1である。これは、
複数のUEが同じアップリンク共有リソースおよびDM-RSを使用することによってアップリ
ンクデータをeNBに同時に送信するときに、eNBが合意されたフィードバックロケーション
に配置されているダウンリンクリソースを使用することによって、フィードバック情報を
各UEに正しく送信することができないという従来技術における問題を解決し、これにより
、各UEはUEのアップリンクデータが正常に送信されたかどうかに関して明確である。
【０２６３】
　図4を参照すると、図4は本発明の別の実施形態によるフィードバック情報受信装置のブ
ロック図を示している。フィードバック情報送信装置は、ソフトウェア、ハードウェア、
またはソフトウェアとハードウェアとの組合せを使用することによってUEの全部または一
部として実装され得る。フィードバック情報受信装置は、処理モジュール410と、送信モ
ジュール420と、受信モジュール430とを含み得る。
【０２６４】
　処理モジュール410は、UEのアップリンク共有リソースを決定するように構成される。
アップリンク共有リソースは、他のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり
、m≧2である。
【０２６５】
　送信モジュール420は、アップリンク共有リソースを使用することによってアップリン
クデータを送信するように構成される。アップリンクデータは、UEの識別子を含む。
【０２６６】
　受信モジュール430は、MAC PDUを使用することによってフィードバック情報を受信する
ように構成される。フィードバック情報はn個の識別子を含み、n個の識別子のうちの異な
る識別子は異なるUEを表し、これらの識別子はn個のUEのアップリンクデータがeNBによっ
て正常に受信されたことを指示し、m≧n≧1である。
【０２６７】
　図4に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、この装
置は、以下をさらに含む。
　処理モジュール410は、アップリンクデータを生成するようにさらに構成される。アッ
プリンクデータは、UEの、識別子およびバッファステータス情報を含む。UEのバッファス
テータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用さ
れる。
【０２６８】
　送信モジュール420は、アップリンクデータをeNBに送信するように構成される。
【０２６９】
　図4に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、この装
置は以下をさらに含む。
　処理モジュール410は、フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリ
ンク・スケジューリング・グラントを読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかど
うかを検出するようにさらに構成され、n≧i≧1である。
【０２７０】
　送信モジュール420は、i番目の識別子がUEの識別子であるときに、アップリンク・スケ
ジューリング・グラントに従って残っている送信されるべきデータを送信するようにさら
に構成される。
【０２７１】
　図4に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　処理モジュール410は、フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッピ
ングシーケンスを読み出すようにさらに構成され、有効ビットの個数は、ビットマッピン
グシーケンス内の有効ビットの個数を指示するために使用され、ビットマッピングシーケ
ンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスであり、処理モジュール410は、
ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに、
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フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク・スケジューリング
・グラントを読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさ
らに構成される。
【０２７２】
　送信モジュール420は、i番目の識別子がUEの識別子であるときに、アップリンク・スケ
ジューリング・グラントに従って残っている送信されるべきデータを送信するようにさら
に構成される。
【０２７３】
　処理モジュール410は、ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値で
あり、有効であるときに、フィードバック情報からi番目の識別子を読み出し、i番目の識
別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに構成される。i番目の識別子がU
Eの識別子である場合に、これは、eNBがUEのアップリンクデータを正常に受信したことを
指示する。
【０２７４】
　図4に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　送信モジュール420は、UEの識別子がフィードバック情報に含まれる識別子の中にない
ときに、すなわち、eNBがUEのアップリンクデータを受信することに失敗したときに、ア
ップリンクデータを再送するようにさらに構成される。
【０２７５】
　図4に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　処理モジュール410は、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに第
1の乱数をランダムに生成するように構成される。
【０２７６】
　処理モジュール410は、バッファから第2の乱数を読み出すように構成され、第2の乱数
はeNBによって事前に割り振られ、処理モジュール410は、第1の乱数と第2の乱数との間の
値の関係がプリセットされた条件を満たしているかどうかを決定するように構成される。
【０２７７】
　送信モジュール420は、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条
件を満たすときに、第1の利用可能なアップリンク共有リソース上でアップリンクデータ
を再送するように構成される。
【０２７８】
　処理モジュール410は、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条
件を満たしていないときに、第1の乱数を再生成するように構成される。
【０２７９】
　図4に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　処理モジュール410は、ランダム・バックオフ・タイムをランダムに生成するように構
成される。
【０２８０】
　送信モジュール420は、ランダム・バックオフ・タイムが満了した後に第1の利用可能な
アップリンク共有リソース上でアップリンクデータを再送するように構成される。
【０２８１】
　図4に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　受信モジュール430は、制御チャネル指示情報を受信するように構成される。
【０２８２】
　受信モジュール430は、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情
報を逆スクランブルするように構成される。指定された識別子は、m個のUEに対応する識
別子であり、制御チャネル指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソ
ースロケーションを指示するために使用される。
【０２８３】
　受信モジュール430は、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソー
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スを使用することによってMAC PDUを受信するように構成される。MAC PDUは、フィードバ
ック情報を含む。
【０２８４】
　図4に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、指定さ
れた識別子は、CB-RNTIまたはTTI-RNTIである。TTI-RNTIは、アップリンク共有リソース
のリソースロケーションに従って生成される。
【０２８５】
　図5を参照すると、図5は本発明の一実施形態によるフィードバック情報受信装置のブロ
ック図を示している。フィードバック情報受信装置は、ソフトウェア、ハードウェア、ま
たはソフトウェアとハードウェアとの組合せを使用することによってUEの全部または一部
として実装され得る。フィードバック情報受信装置は、処理モジュール510と、送信モジ
ュール520と、受信モジュール530とを含み得る。
【０２８６】
　処理モジュール510は、UEの、アップリンク共有リソースおよびDM-RSを決定するように
構成される。アップリンク共有リソースおよびDM-RSは、eNBによってm個のUEに割り振ら
れるアップリンク共有リソースおよびDM-RSと同じであり、m≧2である。
【０２８７】
　送信モジュール520は、アップリンク共有リソースを使用することによってアップリン
クデータを送信するように構成される。アップリンクデータは、UEの、識別子およびDM-R
Sを含む。
【０２８８】
　処理モジュール510は、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさら
に構成される。合意されたフィードバックロケーションは、アップリンク共有リソースの
リソースロケーションおよびDM-RSに従って取得される。
【０２８９】
　処理モジュール510は、UEのオフセットを計算するようにさらに構成される。UEのオフ
セットは、UEの識別子に従って取得される。
【０２９０】
　受信モジュール530は、ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報A
CKを受信するように構成される。ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、合意
されたフィードバックロケーションおよびオフセットの組合せによって指示される。
【０２９１】
　結論として、この実施形態において提供されるフィードバック情報送信装置によれば、
eNBは同じアップリンク共有リソースおよびDM-RSをm個のUEに割り振り、eNBはDM-RSを使
用することによってアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、eNBは
、アップリンク共有リソースのリソースロケーションおよびDM-RSに従って計算を用いて
、合意されたフィードバックロケーションを取得し、各UEの識別子に従って計算を用いて
UEに対応するオフセットを取得し、各UEについて、eNBは合意されたフィードバックロケ
ーションとオフセットとの組合せによって指示されるダウンリンクリソース上で肯定応答
情報ACKをUEに送信する。これは、複数のUEが同じアップリンク共有リソースおよびDM-RS
を使用することによってアップリンクデータをeNBに同時に送信するときに、eNBが合意さ
れたフィードバックロケーションに配置されているダウンリンクリソースを使用すること
によって、フィードバック情報を各UEに正しく送信することができないという従来技術に
おける問題を解決し、これにより、各UEはUEのアップリンクデータが正常に送信されたか
どうかに関して明確である。
【０２９２】
　図5に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　処理モジュール510は、UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリ
セットされた算術演算の結果をUEに対応するオフセットとして使用するようにさらに構成
される。
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【０２９３】
　図5に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、ダウン
リンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【０２９４】
【数６４】

【０２９５】
および
【０２９６】
【数６５】

【０２９７】
で示され、ここで、
【０２９８】
【数６６】

【０２９９】
は、ダウンリンクリソースがPHICH上で属すグループのグループ番号を識別するために使
用され、
【０３００】
【数６７】

【０３０１】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【０３０２】
【数６８】

【０３０３】
は、UEにPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンスを識別するために使用され、
【０３０４】
【数６９】

【０３０５】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【０３０６】
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【数７０】

【０３０７】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【０３０８】

【数７１】

【０３０９】
であり、ここで、
【０３１０】
【数７２】

【０３１１】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低のPRBインデックス
を識別するために使用される。
【０３１２】
　図5に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、処理モ
ジュール510は、UEのオフセットを計算するように構成され、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【０３１３】
　図6を参照すると、図6は、本発明の一実施形態によるeNBの構造ブロック図を示してい
る。図6に示されているように、eNB600は、バス610と、バス610を使用することによって
通信を実行するプロセッサ620、メモリ630、およびトランシーバ640とを含む。メモリ630
は、少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、命令がプロセ
ッサ620によって実行される。
【０３１４】
　プロセッサ620は、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振るように構成され
、m≧2である。
【０３１５】
　プロセッサ620は、トランシーバ640を制御してアップリンク共有リソース上でアップリ
ンクデータを受信するようにさらに構成される。アップリンクデータはUEの識別子を含み
、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEのうち
の少なくとも1つである。
【０３１６】
　プロセッサ620は、n個のUEを決定するようにさらに構成される。n個のUEのアップリン
クデータが、正常に受信され、m≧n≧1である。
【０３１７】
　プロセッサ620は、フィードバック情報を生成するようにさらに構成される。フィード
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バック情報はn個の識別子を含み、異なる識別子は異なるUEを表す。
【０３１８】
　プロセッサ620は、トランシーバ640を制御し、媒体アクセス制御プロトコルデータユニ
ットMAC PDUを使用することによってフィードバック情報を送信するようにさらに構成さ
れる。
【０３１９】
　図6に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ620は、復号を用いてUEの識別子およびUEのバッファステータス情報を取得するよう
に構成される。
【０３２０】
　プロセッサ620は、UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するように
構成される。UEのアップリンク・スケジューリング・グラントは、UEのバッファステータ
ス情報に従って生成される。
【０３２１】
　プロセッサ620は、フィードバック情報を生成するように構成される。フィードバック
情報は、n個の識別子と、UEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントとを
含む。
【０３２２】
　図6に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、x個のア
ップリンクデータは、UEのバッファステータス情報を含み、n>x≧1であり、UEのバッファ
ステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用
される。
【０３２３】
　プロセッサ620は、復号を用いて、n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッファス
テータス情報とを取得するように構成される。
【０３２４】
　プロセッサ620は、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グラ
ントを生成するように構成される。x個のアップリンク・スケジューリング・グラントは
、x個のUEのバッファステータス情報に従って生成される。
【０３２５】
　プロセッサ620は、フィードバック情報を生成するように構成される。フィードバック
情報は、n個の識別子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラント
とを含む。
【０３２６】
　図6に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、y個のア
ップリンクデータは、UEのバッファステータス情報を含み、n≧y≧1であり、UEのバッフ
ァステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使
用される。
【０３２７】
　プロセッサ620は、復号を用いて、n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバッファス
テータス情報とを取得するように構成される。
【０３２８】
　プロセッサ620は、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グラ
ントを生成するように構成され、y>x≧1である。x個のアップリンク・スケジューリング
・グラントは、現在の利用可能なアップリンクリソースを指示し、x個のアップリンク・
スケジューリング・グラントがx個のUEのバッファステータス情報に従って生成される。
【０３２９】
　プロセッサ620は、フィードバック情報を生成するように構成される。フィードバック
情報は、n個の識別子と、x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラント
とを含む。
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【０３３０】
　図6に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ620は、フィードバック情報を生成するように構成される。フィードバック情報は、
有効ビットの個数と、ビットマッピングシーケンスと、n個の識別子と、x個のアップリン
ク・スケジューリング・グラントとを含む。
【０３３１】
　有効ビットの数は、ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するため
に使用される。
【０３３２】
　ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスである
。
【０３３３】
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有
する対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示する。
【０３３４】
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有
する対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続かないことを指示する。
【０３３５】
　第1の値は0であり、第2の値は1であるか、または第1の値は1であり、第2の値は0である
。
【０３３６】
　図6に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ620は、UEに対応するMAC PDUを生成するように構成される。MAC PDUは、フィードバ
ック情報を含む。
【０３３７】
　プロセッサ620は、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報を
スクランブルするように構成される。指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子で
あり、制御チャネル指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロ
ケーションを指示するために使用される。
【０３３８】
　プロセッサ620は、トランシーバ640を制御して、制御チャネル指示情報をUEに送信する
ように構成される。
【０３３９】
　プロセッサ620は、トランシーバ640を制御して、制御チャネル指示情報によって指示さ
れるダウンリンクリソースを使用することによってMAC PDUを送信するように構成される
。
【０３４０】
　図6に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、指定さ
れた識別子は、CB-RNTIまたはTTI-RNTIである。TTI-RNTIは、アップリンク共有リソース
のリソースロケーションに従って生成される。
【０３４１】
　図6に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ620は、それぞれの対応する第2の乱数をm個のUEに割り振るようにさらに構成される
。第2の乱数は、フィードバック情報がUEの識別子を含まないときに、アップリンクデー
タが第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で再送されるかどうかを決定するため
に使用される乱数である。
【０３４２】
　図7を参照すると、図7は、本発明の別の実施形態によるeNBの構造ブロック図を示して
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いる。図7に示されているように、eNB700は、バス710と、バス710を使用することによっ
て通信を実行するプロセッサ720、メモリ730、およびトランシーバ740とを含む。メモリ7
30は、少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、命令がプロ
セッサ720によって実行される。
【０３４３】
　プロセッサ720は、同じアップリンク共有リソースおよび同じDM-RSをm個のUEに割り振
るように構成され、m≧2である。
【０３４４】
　プロセッサ720は、トランシーバ740を制御して、DM-RSを使用することによってアップ
リンクデータを受信するようにさらに構成される。アップリンクデータはUEの識別子を含
み、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEのう
ちの少なくとも1つである。
【０３４５】
　プロセッサ720は、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさらに構
成される。合意されたフィードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソ
ースロケーションおよびDM-RSに従って取得される。
【０３４６】
　プロセッサ720は、UEのオフセットを計算するようにさらに構成される。UEのオフセッ
トは、UEの識別子に従って取得される。
【０３４７】
　プロセッサ720は、トランシーバ740を制御して、ダウンリンクリソースのリソースロケ
ーションで肯定応答情報ACKを送信するようにさらに構成される。ダウンリンクリソース
のリソースロケーションは、合意されたフィードバックロケーションおよびオフセットの
組合せによって指示される。
【０３４８】
　図7に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ720は、UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットされた
算術演算の結果をUEに対応するオフセットとして使用するように構成される。
【０３４９】
　図7に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、ダウン
リンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【０３５０】
【数７３】

【０３５１】
および
【０３５２】
【数７４】

【０３５３】
で示され、ここで、
【０３５４】
【数７５】



(63) JP 2018-525913 A 2018.9.6

10

20

30

40

50

【０３５５】
は、ダウンリンクリソースがPHICH上で属すグループのグループ番号を識別するために使
用され、
【０３５６】
【数７６】

【０３５７】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【０３５８】
【数７７】

【０３５９】
は、UEにPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンスを識別するために使用され、
【０３６０】
【数７８】

【０３６１】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【０３６２】
【数７９】

【０３６３】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【０３６４】

【数８０】

【０３６５】
であり、ここで、
【０３６６】

【数８１】

【０３６７】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低のPRBインデックス
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を識別するために使用される。
【０３６８】
　図7に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ720は、UEのオフセットを計算するように構成され、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【０３６９】
　図8を参照すると、図8は、本発明の一実施形態によるUEの構造ブロック図を示している
。図8に示されているように、UE800は、バス810と、バス810を使用することによって通信
を実行するプロセッサ820、メモリ830、およびトランシーバ840とを含む。メモリ830は、
少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、命令がプロセッサ8
20によって実行される。
【０３７０】
　プロセッサ820は、UEのアップリンク共有リソースを決定するように構成される。アッ
プリンク共有リソースは、他のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり、m≧
2である。
【０３７１】
　プロセッサ820は、トランシーバ840を制御して、アップリンク共有リソースを使用する
ことによってアップリンクデータを送信するようにさらに構成される。アップリンクデー
タは、UEの識別子を含む。
【０３７２】
　プロセッサ820は、トランシーバ840を制御して、MAC PDUを使用することによってフィ
ードバック情報を受信するようにさらに構成される。フィードバック情報はn個の識別子
を含み、n個の識別子のうちの異なる識別子は異なるUEを表し、これらの識別子はn個のUE
のアップリンクデータがeNBによって正常に受信されたことを指示し、m≧n≧1である。
【０３７３】
　図8に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　プロセッサ820は、アップリンクデータを生成するように構成される。アップリンクデ
ータは、UEの、識別子およびバッファステータス情報を含む。UEのバッファステータス情
報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用される。
【０３７４】
　プロセッサ820は、トランシーバ840を制御して、アップリンクデータをeNBに送信する
ように構成される。
【０３７５】
　図8に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　プロセッサ820は、フィードバック情報からi番目の識別子を読み出すようにさらに構成
され、n≧i≧1である。
【０３７６】
　プロセッサ820は、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに
構成される。i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがUEのアップリンク
データを正常に受信したことを指示する。
【０３７７】
　図8に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　プロセッサ820は、フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク
・スケジューリング・グラントを読み出すようにさらに構成される。
【０３７８】
　プロセッサ820は、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに
構成され、n≧i≧1である。
【０３７９】
　プロセッサ820は、i番目の識別子がUEの識別子であるときに、トランシーバ840を制御
して、アップリンク・スケジューリング・グラントに従って残っている送信されるべきデ
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ータを送信するようにさらに構成される。
【０３８０】
　図8に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　プロセッサは820、フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッピング
シーケンスを読み出すようにさらに構成される。有効ビットの個数は、ビットマッピング
シーケンス内の有効ビットの個数を指示するために使用され、ビットマッピングシーケン
スは、固定されたビット数を有するビットシーケンスである。
【０３８１】
　プロセッサ820は、ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり
、有効であるときに、フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリン
ク・スケジューリング・グラントを読み出すようにさらに構成される。
【０３８２】
　プロセッサ820は、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに
構成される。
【０３８３】
　プロセッサ820は、i番目の識別子がUEの識別子であるときに、トランシーバ840を制御
して、アップリンク・スケジューリング・グラントに従って残っている送信されるべきデ
ータを送信するようにさらに構成される。
【０３８４】
　プロセッサ820は、ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり
、有効であるときに、フィードバック情報からi番目の識別子を読み出すようにさらに構
成される。
【０３８５】
　プロセッサ820は、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出するようにさらに
構成される。
【０３８６】
　UEのi番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがUEのアップリンクデータ
を正常に受信したことを指示する。
【０３８７】
　図8に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ820は、UEの識別子がフィードバック情報に含まれる識別子の中にないときに、すな
わち、eNBがUEのアップリンクデータを受信することに失敗したときに、トランシーバ840
を制御して、アップリンクデータを再送するように構成される。
【０３８８】
　図8に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ820は、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに第1の乱数をラ
ンダムに生成するように構成される。
【０３８９】
　プロセッサ820は、バッファから第2の乱数を読み出すように構成される。第2の乱数は
、eNBによって事前に割り振られる。
【０３９０】
　プロセッサ820は、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を
満たしているかどうかを決定するように構成される。
【０３９１】
　プロセッサ820は、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を
満たすときに、トランシーバ840を制御して、第1の利用可能なアップリンク共有リソース
上でアップリンクデータを再送するように構成される。
【０３９２】
　プロセッサ820は、第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を
満たしていないときに、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在していれば第1
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の乱数をランダムに生成するステップを再実行するように構成される。
【０３９３】
　図8に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ820は、ランダム・バックオフ・タイムをランダムに生成するように構成される。
【０３９４】
　プロセッサ820は、トランシーバ840を制御して、ランダム・バックオフ・タイムが満了
した後に第1の利用可能なアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを再送する
ように構成される。
【０３９５】
　図8に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ820は、トランシーバ840を制御して、制御チャネル指示情報を受信するように構成さ
れる。
【０３９６】
　プロセッサ820は、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報を
逆スクランブルするように構成される。指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子
であり、制御チャネル指示情報は、MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソース
ロケーションを指示するために使用される。
【０３９７】
　プロセッサ820は、トランシーバ840を制御して、制御チャネル指示情報によって指示さ
れるダウンリンクリソースを使用することによってMAC PDUを受信するように構成される
。MAC PDUは、フィードバック情報を含む。
【０３９８】
　図8に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、指定さ
れた識別子は、CB-RNTIまたはTTI-RNTIである。TTI-RNTIは、アップリンク共有リソース
のリソースロケーションに従って生成される。
【０３９９】
　図9を参照すると、図9は、本発明の別の実施形態によるUEの構造ブロック図を示してい
る。図9に示されているように、UE900は、バス910と、バス910を使用することによって通
信を実行するプロセッサ920、メモリ930、およびトランシーバ940とを含む。メモリ930は
、少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、命令がプロセッ
サ920によって実行される。
【０４００】
　プロセッサ920は、UEの、アップリンク共有リソースおよびDM-RSを決定するように構成
される。アップリンク共有リソースおよびDM-RSは、eNBによってm個のユーザ機器UEに割
り振られるアップリンク共有リソースおよびDM-RSと同じであり、m≧2である。
【０４０１】
　プロセッサ920は、トランシーバ940を制御して、アップリンク共有リソースを使用する
ことによってアップリンクデータを送信するようにさらに構成される。アップリンクデー
タは、UEの、識別子およびDM-RSを含む。
【０４０２】
　プロセッサ920は、合意されたフィードバックロケーションを計算するようにさらに構
成される。合意されたフィードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソ
ースロケーションおよびDM-RSに従って取得される。
【０４０３】
　プロセッサ920は、UEのオフセットを計算するようにさらに構成される。UEのオフセッ
トは、UEの識別子に従って取得される。
【０４０４】
　プロセッサ920は、トランシーバ940を制御して、ダウンリンクリソースのリソースロケ
ーションで肯定応答情報ACKを受信するようにさらに構成される。ダウンリンクリソース
のリソースロケーションは、合意されたフィードバックロケーションおよびオフセットの
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組合せによって指示される。
【０４０５】
　図9に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ920は、
　UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットされた算術演算の
結果をUEに対応するオフセットとして使用するように構成される。
【０４０６】
　図9に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、ダウン
リンクリソースのリソースロケーションは、次の式
【０４０７】
【数８２】

【０４０８】
および
【０４０９】
【数８３】

【０４１０】
で示され、ここで、
【０４１１】
【数８４】

【０４１２】
は、ダウンリンクリソースがPHICH上で属すグループのグループ番号を識別するために使
用され、
【０４１３】
【数８５】

【０４１４】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【０４１５】
【数８６】

【０４１６】
は、UEにPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンスを識別するために使用され、
【０４１７】
【数８７】
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【０４１８】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【０４１９】
【数８８】

【０４２０】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【０４２１】
【数８９】

【０４２２】
であり、ここで、
【０４２３】

【数９０】

【０４２４】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低のPRBインデックス
を識別するために使用される。
【０４２５】
　図9に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、プロセ
ッサ920は、UEのオフセットを計算するように構成され、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【０４２６】
　図10を参照すると、図10は、本発明の一実施形態によるフィードバック情報送信および
受信システムを示している。フィードバック情報送信および受信システムは、eNB1010お
よびUE1020を含む。
【０４２７】
　eNB1010は図1の実施形態もしくは図2の実施形態のいずれかにおいて提供されるフィー
ドバック情報送信装置を含むか、またはeNB1010は図6の実施形態もしくは図7の実施形態
のいずれかにおいて実現されるeNBを含む。
【０４２８】
　UE1020は図3の実施形態、図4の実施形態、もしくは図5の実施形態のうちのいずれか1つ
において提供されるフィードバック情報受信装置を含むか、またはUE1020は図8の実施形
態もしくは図9の実施形態のいずれかにおいて提供されるUEを含む。
【０４２９】
　図11を参照すると、図11は、本発明の一実施形態によるフィードバック情報送信方法の
フローチャートを示している。フィードバック情報送信方法は、次のステップを含む。
【０４３０】
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　ステップ1101:eNBが、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振り、m≧2であ
る。
【０４３１】
　LTEでは、アップリンク共有リソースは、PUSCHチャネル上で時間周波数リソースであり
、複数のUEが、データを送信するために同じアップリンク共有リソースを共有し得る。
【０４３２】
　一般に、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振るときに、eNBも同じDM-RS
をm個のUEに割り振る。しかしながら、この実施形態では、eNBが異なるDM-RSをm個のUEに
割り振る場合であっても、この実施形態は、普通に実装できる。したがって、m個のUEが
同じDR-MSを使用するかどうかは、この実施形態では限定されない。
【０４３３】
　それに対応して、UEは、UEのアップリンク共有リソースを決定する。アップリンク共有
リソースは、他のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり、m≧2である。具
体的には、UEは、アップリンク共有リソースに関係し、eNBによって送信される構成情報
を受信し、受信した構成情報に従ってUEのアップリンク共有リソースを決定する。
【０４３４】
　他の実施形態では、eNBおよびUEがアップリンク共有リソースの構成方式に関して予め
合意している場合、UEは、予め合意した構成方式に従ってそれ自体でアップリンク共有リ
ソースを決定し得る。
【０４３５】
　ステップ1102:UEは、eNBによって割り振られたアップリンク共有リソースを使用するこ
とによってアップリンクデータを送信し、アップリンクデータは、UEの識別子を含む。
【０４３６】
　たとえば、eNBは、同じアップリンク共有リソースを、10個のUEに割り振る。10個のUE
のうちの3つのUEがそれぞれのアップリンクデータを同時に送信する必要がある場合、ア
ップリンクデータを送信する必要がある3つのUEは、それぞれのアップリンクデータを同
じアップリンク共有リソース上で同時にeNBに送信する。
【０４３７】
　それに加えて、3つのUEによって送信されるアップリンクデータはすべて、対応するUE
の識別子を含む。すなわち、各UEのアップリンクデータは、UEの識別子およびUEによって
送信されるデータ情報を含む。UEはアップリンク共有リソース上で、UEに対応するDM-RS
をさらに送信してよく、これにより、eNBはアップリンクデータを復号することができる
。
【０４３８】
　ステップ1103:eNBがアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、アッ
プリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子に
よって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つである。
【０４３９】
　eNBはアップリンク共有リソース上でDM-RSを使用することによってチャネル推定を実行
し、復号を用いて、チャネル推定の結果に従ってアップリンク共有リソースからアップリ
ンクデータを取得する。アップリンクデータは、UEの識別子およびUEによって送信される
データ情報を含む。
【０４４０】
　任意選択で、この識別子は、UEのC-RNTIである。
【０４４１】
　ステップ1104:n個のUEを決定し、n個のUEのアップリンクデータが、正常に受信され、m
≧n≧1である。
【０４４２】
　eNBは、UEの識別子を含む正常に受信したアップリンクデータに従って、アップリンク
データを送信したUEを決定する。
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【０４４３】
　ステップ1105:eNBがフィードバック情報を生成し、フィードバック情報はn個の識別子
を含み、異なる識別子は異なるUEを表す。
【０４４４】
　eNBは、UEの識別子を含む正常に受信したアップリンクデータに従って、対応する識別
子を含むフィードバック情報を生成する。
【０４４５】
　ステップ1106:eNBが、MAC PDUを使用することによってフィードバック情報を送信する
。
【０４４６】
　ステップ1107:UEが、MAC PDUを使用することによってフィードバック情報を受信し、フ
ィードバック情報はn個の識別子を含み、n個の識別子のうちの異なる識別子は異なるUEを
表し、これらの識別子はn個のUEのアップリンクデータが基地局によって正常に受信され
たことを指示し、m≧n≧1である。
【０４４７】
　結論として、この実施形態において提供されるフィードバック情報送信方法により、eN
Bは同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振り、m≧2であり、eNBはアップリン
ク共有リソース上でUEの少なくとも1つによって送信されたアップリンクデータを受信し
、各UEのアップリンクデータは、それぞれの対応するUEの識別子を含み、m≧n≧1であり
、eNBはn個の正常に受信したアップリンクデータに従ってフィードバック情報を生成し、
フィードバック情報はn個の識別子を含み、eNBはMAC PDUを使用することによってフィー
ドバック情報を送信する。これは、複数のUEが同じアップリンク共有リソースおよびDM-R
Sを使用することによってアップリンクデータを送信するときにeNBが合意されたダウンリ
ンクリソースに従ってフィードバック情報を異なるUEに正しく送信することができないと
いう従来技術における問題を解決し、これにより、各UEはUEのアップリンクデータが正常
に送信されたかどうかに関して明確である。
【０４４８】
　図11の実施形態におけるeNBに関係するステップは、eNB側の観点からフィードバック情
報送信方法として独立して実装されてよく、UE側に関係するステップは、UE側の観点から
フィードバック情報受信方法として独立して実装されてよいことに留意すべきである。
【０４４９】
　この実施形態におけるフィードバック情報フォーマットの概略図が図12に示されている
。図12は、n個の識別子を含むフィードバック情報を示している。
【０４５０】
　識別子がC-RNTIによって表される場合、C-RNTIiは、フィードバック情報中のi番目の識
別子を表す。各C-RNTIは、16ビットを占有し、各オクテットOctは8ビットである。したが
って、フィードバック情報中の各識別子C-RNTIは、2オクテットを占有する。
【０４５１】
　図13を参照すると、図13は、本発明の一実施形態によるフィードバック情報送信方法の
フローチャートを示している。フィードバック情報送信方法は、次のステップを含む。
【０４５２】
　ステップ1301:eNBが、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振り、m≧2であ
る。
【０４５３】
　それに対応して、UEは、UEのアップリンク共有リソースを決定する。アップリンク共有
リソースは、他のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり、m≧2である。
【０４５４】
　ステップ1302:UEが、eNBによって割り振られたアップリンク共有リソースを使用するこ
とによってアップリンクデータを送信し、アップリンクデータはUEの識別子を含む。
【０４５５】
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　ステップ1303:eNBがアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、アッ
プリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子に
よって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つである。
【０４５６】
　ステップ1304:n個のUEを決定し、n個のUEのアップリンクデータが、正常に受信され、m
≧n≧1である。
【０４５７】
　ステップ1305:eNBがフィードバック情報を生成し、フィードバック情報はn個の識別子
を含み、異なる識別子は異なるUEを表す。
【０４５８】
　ステップ1301からステップ1305は、ステップ1101からステップ1105と同じであり、図11
に示されている実施形態への参照が行われる。
【０４５９】
　ステップ1306:eNBが、UEに対応するMAC PDUを生成し、MAC PDUは、フィードバック情報
を含む。
【０４６０】
　eNBは、n個の正常に受信したアップリンクデータに従って、n個の識別子を含むフィー
ドバック情報を生成し、eNBは、n個の識別子を含むフィードバック情報を使用することに
よって、UEに対応するMAC PDUを生成する。MAC PDUは、フィードバック情報を含む。
【０４６１】
　ステップ1307:eNBが、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報
をスクランブルする。
【０４６２】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャネル指示情報は、MAC
 PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指示するために使用され
る。
【０４６３】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子である。言い替えれば、指定された識
別子は、m個のUEによって共有される識別子である。
【０４６４】
　任意選択で、指定された識別子は、CB-RNTIまたはTTI-RNTIである。
【０４６５】
　CB-RNTIは、競合ベースアップリンクデータ伝送モードでeNBによって事前に割り振られ
た識別子である。
【０４６６】
　TTI-RNTIは、ステップ1302におけるアップリンク共有リソースのリソースロケーション
に関係する。
【０４６７】
　任意選択で、TTI-RNTI=a+suf_id+b*feq_idであり、suf_idはアップリンク共有リソース
に対応するサブフレーム番号であり、feq_idはアップリンク共有リソースに対応する物理
リソースブロック内の最下位ビットであり、aおよびbの両方は正の整数である。たとえば
、a=1およびb=10である。
【０４６８】
　制御チャネル指示情報は、PUSCHチャネル上のダウンリンクリソースのリソースロケー
ションを指示するために使用され、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリン
クリソースは、MAC PDUを搬送し送信するために使用される。eNBは、PDCCHを使用するこ
とによって制御チャネル指示情報を最初に送信する。すなわち、eNBは、指定された識別
子を使用することによってMAC PDUの制御チャネル指示情報をスクランブルし、PDCCHチャ
ネルを使用することによって、スクランブルした制御チャネル指示情報をUEに送信する。
【０４６９】
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　ステップ1308:eNBが、制御チャネル指示情報をUEに送信する。
【０４７０】
　それに対応して、UEは、eNBによって送信された制御チャネル指示情報を受信する。
【０４７１】
　ステップ1309:UEが、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報
を逆スクランブルする。
【０４７２】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャネル指示情報は、MAC
 PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指示するために使用され
る。
【０４７３】
　UEは、指定された識別子を使用することによってPDCCHチャネル上で逆スクランブルを
用いて、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースのリソースロケ
ーションを取得する。指定された識別子を有するUEのみが、制御チャネル指示情報を受信
することができる。
【０４７４】
　ステップ1310:eNBが、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソース
を使用することによってMAC PDUを送信する。
【０４７５】
　eNBは、PDCCH上で制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースを使
用することによってMAC PDUを送信する。
【０４７６】
　ステップ1311:UEが、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソース
を使用することによってMAC PDUを受信し、MAC PDUは、フィードバック情報を含む。
【０４７７】
　UEは、復号を用いてMAC PDUからフィードバック情報を取得する。
【０４７８】
　ステップ1312:UEが、フィードバック情報からi番目の識別子を読み出し、n≧i≧1であ
り、UEが、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出する。
【０４７９】
　UEは、フィードバック情報からi番目の識別子を読み出し、n≧i≧1である。言い替えれ
ば、UEは、毎回フィードバック情報から固定された長さを有する情報を読み出し、固定さ
れた長さを有する情報は、1つの識別子としてみなされる。任意選択で、固定された長さ
は、16ビットである。
【０４８０】
　UEは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出する。
【０４８１】
　i番目の識別子がUEの識別子である場合、ステップ1313に進む。i番目の識別子がUEの識
別子でない場合、ステップ1314に進む。
【０４８２】
　ステップ1313:i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがアップリンク
データを正常に受信したことを指示する。
【０４８３】
　ステップ1314:i番目の識別子がUEの識別子でない場合、iがnに等しいかどうかを決定し
、i=nの場合、ステップ1315に進むか、またはiがnに等しくない場合、i=i+1をセットし、
フィードバック情報からi番目の識別子を読み出すステップを再実行する。
【０４８４】
　すなわち、UEは、フィードバック情報中のすべての識別子が読み出されるまでステップ
1312を繰り返し実行する。
【０４８５】
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　ステップ1315:UEの識別子がフィードバック情報に含まれる識別子の中にない場合に、
これは、eNBがアップリンクデータを受信することに失敗したことを指示し、アップリン
クデータは再送される。
【０４８６】
　結論として、この実施形態において提供されるフィードバック情報送信方法によれば、
eNBは同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振り、m≧2であり、eNBはアップリ
ンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、各UEのアップリンクデータは、それ
ぞれの対応するUEの識別子を含み、eNBはn個の正常に受信したアップリンクデータに従っ
てフィードバック情報を生成し、フィードバック情報はn個の識別子を含み、m≧n≧1であ
り、eNBはMAC PDUを使用することによってフィードバック情報を送信し、UEがフィードバ
ック情報中に対応するUEの識別子を見つけない場合に、これは、eNBがアップリンクデー
タを受信することに失敗したことを指示し、アップリンクデータは異なる方法を使用する
ことによって再送される。これは、複数のUEが同じアップリンク共有リソースおよびDM-R
Sを使用することによってアップリンクデータを送信するときにeNBが合意されたダウンリ
ンクリソースに従ってフィードバック情報を異なるUEに正しく送信することができないと
いう従来技術における問題を解決し、これにより、各UEはUEのアップリンクデータが正常
に送信されたかどうかに関して明確である。
【０４８７】
　図13の実施形態におけるeNBに関係するステップは、eNB側の観点からフィードバック情
報送信方法として独立して実装されてよく、UE側に関係するステップは、UE側の観点から
フィードバック情報受信方法として独立して実装されてよいことに留意すべきである。
【０４８８】
　一般に、UEは、残っている送信されるべきデータを有する。任意選択の一実施形態にお
いて、eNBは、アップリンク・スケジューリング・グラント(英語:Up Link Grant、略称:U
L Grant)をフィードバック情報でUEにさらに配信し得る。アップリンク・スケジューリン
グ・グラントは、スケジューリングベースのアップリンクデータ送信モードで残っている
送信されるべきデータを送信するようUEに指令するために使用される。次の実施形態への
参照が行われる。
【０４８９】
　図14を参照すると、図14は、本発明の別の実施形態による情報フィードバック方法のフ
ローチャートを示している。情報フィードバック方法は、次のステップを含む。
【０４９０】
　ステップ1401:eNBが、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振り、m≧2であ
る。
【０４９１】
　それに対応して、UEは、UEのアップリンク共有リソースを決定する。アップリンク共有
リソースは、他のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり、m≧2である。
【０４９２】
　ステップ1402:UEが、eNBによって割り振られたアップリンク共有リソースを使用するこ
とによってアップリンクデータを送信し、アップリンクデータはUEの識別子を含む。
【０４９３】
　前の実施形態と異なり、各UEによって送信されたアップリンクデータは、UEの識別子を
含むだけでなく、UEのバッファステータス情報も含む。バッファステータス情報は、残っ
ている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用される。
【０４９４】
　たとえば、eNBは、同じアップリンク共有リソースを、10個のUEに割り振る。10個のUE
のうちの6個のUEがアップリンクデータを同時に送信する必要があり、アップリンクデー
タを送信する必要がある6個のUEすべてが、残っている送信されるべきデータに関する情
報を有している場合、アップリンクデータを送信する必要がある6個のUEは、アップリン
ク共有リソース上でアップリンクデータをeNBに同時に送信する。アップリンクデータは
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、UEの識別子、UEのバッファステータス情報、およびUEによって今回送信されたデータ情
報を含む。
【０４９５】
　任意選択で、UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータの量、
たとえば、1ビットデータ量を含むか、または残っている送信されるべきデータがバッフ
ァ内にあることのみを指示するが、送信されるべきデータの量を指示しない。
【０４９６】
　ステップ1403:eNBがアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、アッ
プリンクデータは、UEの識別子およびUEのバッファステータス情報を含み、異なるUEの識
別子は異なるUEを表し、UEの識別子によって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つ
であり、UEのバッファステータス情報は、UEの残っている送信されるべきデータに関する
情報を指示するために使用される。
【０４９７】
　eNBはアップリンク共有リソース上でDM-RSを使用することによってチャネル推定を実行
し、復号を用いて、チャネル推定の結果に従ってアップリンク共有リソースからアップリ
ンクデータを取得する。アップリンクデータは、UEの識別子、UEのバッファステータス情
報、およびUEによって今回送信されたデータ情報を含む。
【０４９８】
　ステップ1404:eNBは、復号を用いてUEの識別子およびUEのバッファステータス情報を取
得する。
【０４９９】
　eNBは、正常に受信したアップリンクデータに従って復号を用いて、アップリンクデー
タに含まれるUEの識別子およびUEのバッファステータス情報を取得する。
【０５００】
　ステップ1405:eNBは、UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成し、UEの
アップリンク・スケジューリング・グラントは、UEのバッファステータス情報に従って生
成される。
【０５０１】
　各々の正常に受信したアップリンクデータについて、eNBは、アップリンクデータに含
まれているバッファステータス情報に従って対応するUEに対するアップリンク・スケジュ
ーリング・グラント、すなわち、UL Grantをさらに生成する。
【０５０２】
　UL Grantは、少なくとも、UEに割り振られているアップリンク伝送リソースのリソース
ロケーションを含む。任意選択で、UL Grantは、変調符号化方式(英語:Modulation and C
oding Scheme、略称:MCS)、繰り返し期間、等を含む。MCSは、アップリンクデータを伝送
するためにUEによって使用される特定の変調符号化方式を指示するために使用される。繰
り返し期間は、半永続的スケジューリングがこのアップリンク伝送スケジューリングにお
いて使用されるときにeNBによってUEに割り振られているアップリンク伝送リソースが繰
り返し出現する期間である。半永続的スケジューリングは、eNBが周期的に出現するアッ
プリンク伝送リソースをUEに一度に割り振るスケジューリング方式である。
【０５０３】
　UEに対応するUL Grantで搬送される情報の量は、異なり得るが、各UL Grantによって占
有されるビットの個数は固定されてよく、たとえば、各UL Grantは20ビットを占有するこ
とに留意すべきである。
【０５０４】
　任意選択で、各UL Grantによって占有されるビットの個数は、固定されなくてもよく、
たとえば、各UL Grantは10ビット、20ビット、等を占有する。この実施形態では、各UL G
rantが20ビットを占有する例が、説明のために使用されている。すなわち、各UL Grantに
よって占有されるビットの個数は、この実施形態では限定されない。
【０５０５】



(75) JP 2018-525913 A 2018.9.6

10

20

30

40

50

　ステップ1406:eNBがフィードバック情報を生成し、フィードバック情報はn個の識別子
および識別子に対応するアップリンク・スケジューリング・グラントを含む。
【０５０６】
　フィードバック情報において、識別子および識別子に対応するUL Grantは、対になって
いる。任意選択で、識別子の後に、識別子に対応するUL Grantが続く。
【０５０７】
　この実施形態におけるフィードバック情報フォーマットの概略図が図15に示されている
。図15は、n個の識別子および識別子に対応するUL Grantを含むフィードバック情報を示
している。
【０５０８】
　識別子がC-RNTIによって表される場合、C-RNTIiは、フィードバック情報中のi番目の識
別子を表す。各C-RNTIは、16ビットを占有し、各オクテットOctは8ビットである。したが
って、フィードバック情報中の各識別子C-RNTIは、2オクテットを占有する。
【０５０９】
　各識別子C-RNTIの後に、識別子に対応するUL Grantが続き、各UL Grantは20ビットを占
有する。パディングは、パディングビットを指示する。
【０５１０】
　ステップ1407:eNBが、UEに対応するMAC PDUを生成し、MAC PDUは、フィードバック情報
を含む。
【０５１１】
　eNBは、n個の正常に受信したアップリンクデータに従って、n個の識別子を含むフィー
ドバック情報を生成し、eNBは、n個の識別子を含むフィードバック情報を使用することに
よって、UEに対応するMAC PDUを生成する。MAC PDUは、フィードバック情報を含む。
【０５１２】
　ステップ1408:eNBが、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報
をスクランブルする。
【０５１３】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャネル指示情報は、MAC
 PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指示するために使用され
る。
【０５１４】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子である。言い替えれば、指定された識
別子は、m個のUEによって共有される識別子である。
【０５１５】
　任意選択で、指定された識別子は、CB-RNTIまたはTTI-RNTIである。
【０５１６】
　CB-RNTIは、競合ベースアップリンクデータ伝送モードでeNBによって事前に割り振られ
た識別子である。
【０５１７】
　TTI-RNTIは、ステップ1402におけるアップリンク共有リソースのリソースロケーション
に関係する。
【０５１８】
　任意選択で、TTI-RNTI=a+suf_id+b*feq_idであり、suf_idはアップリンク共有リソース
に対応するサブフレーム番号であり、feq_idはアップリンク共有リソースに対応する物理
リソースブロック内の最下位ビットであり、aおよびbの両方は正の整数である。たとえば
、a=1およびb=10である。
【０５１９】
　制御チャネル指示情報は、PUSCHチャネル上のダウンリンクリソースのリソースロケー
ションを指示するために使用され、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリン
クリソースは、MAC PDUを搬送し送信するために使用される。eNBは、PDCCHチャネルを使
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用することによって制御チャネル指示情報をUEに最初に送信する。すなわち、eNBは、指
定された識別子を使用することによってMAC PDUの制御チャネル指示情報をスクランブル
し、PDCCHチャネルを使用することによって、スクランブルした制御チャネル指示情報をU
Eに送信する。
【０５２０】
　ステップ1409:eNBが制御チャネル指示情報をUEに送信する。
【０５２１】
　それに対応して、UEは、eNBによって送信された制御チャネル指示情報を受信する。
【０５２２】
　ステップ1410:UEが、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報
を逆スクランブルする。
【０５２３】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャネル指示情報は、MAC
 PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指示するために使用され
る。
【０５２４】
　UEは、指定された識別子を使用することによってPDCCH上で逆スクランブルを用いて、
制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースのリソースロケーション
を取得する。指定された識別子を有するUEのみが、制御チャネル指示情報を受信すること
ができる。
【０５２５】
　ステップ1411:eNBが、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソース
を使用することによってMAC PDUを送信する。
【０５２６】
　eNBは、PDCCH上で制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースを使
用することによってMAC PDUを送信する。
【０５２７】
　ステップ1412:UEが、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソース
を使用することによってMAC PDUを受信し、MAC PDUは、フィードバック情報を含む。
【０５２８】
　UEは、復号を用いてMAC PDUからフィードバック情報を取得する。任意選択で、フィー
ドバック情報フォーマットが、図15に示されている。
【０５２９】
　ステップ1413:UEが、フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリン
ク・スケジューリング・グラントを読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかどう
かを検出する。
【０５３０】
　UEは、フィードバック情報からi番目の識別子およびi番目の識別子に対応するUL Grant
を読み出し、n≧i≧1である。言い替えれば、UEは、毎回フィードバック情報から固定さ
れた長さを有する情報を読み出し、固定された長さを有する情報は、「1つの識別子+1つ
のUL Grant」としてみなされる。任意選択で、固定された長さは、16+20=36ビットである
。
【０５３１】
　UEは、UEのi番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出する。
【０５３２】
　i番目の識別子がUEの識別子である場合、ステップ1414に進む。i番目の識別子がUEの識
別子でない場合、ステップ1415に進む。
【０５３３】
　ステップ1414:i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがアップリンク
データを正常に受信したことを指示し、UEは、アップリンク・スケジューリング・グラン
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トに従って残っている送信されるべきデータを送信する。
【０５３４】
　i番目の識別子がUEの識別子である場合、i番目の識別子に対応するUL Grantは、UEに対
応するUL Grantである。UEは、UL Grantの命令に従ってスケジューリングベースアップリ
ンクデータ送信モードでバッファ内の残っている送信されるべきデータをeNBに送信する
。
【０５３５】
　ステップ1415:i番目の識別子がUEの識別子でない場合、iがnに等しいかどうかを決定し
、i=nの場合、ステップ1416に進むか、またはiがnに等しくない場合、i=i+1をセットし、
フィードバック情報からi番目の識別子およびi番目の識別子に対応するアップリンク・ス
ケジューリング・グラントを読み出すステップを再実行する。
【０５３６】
　すなわち、UEは、フィードバック情報中のすべての識別子およびUL Grantが読み出され
るまでステップ1412を繰り返し実行する。
【０５３７】
　ステップ1416:UEの識別子がフィードバック情報に含まれる識別子の中にない場合に、
これはeNBがアップリンクデータを受信することに失敗したことを指示し、UEはアップリ
ンクデータを再送する。
【０５３８】
　アップリンク共有リソース上でUEによってeNBにアップリンクデータを再送する回数がN
を超える場合、UEはもはやアップリンク共有リソースを使用することによってアップリン
クデータを送信せず、任意選択で、スケジューリングベースの方法を使用することによっ
てアップリンクデータを伝送する。
【０５３９】
　結論として、前の実施形態と比較して、この実施形態において提供されるフィードバッ
ク情報送信方法によれば、UEはバッファステータス情報をUEによって送信されるアップリ
ンクデータに追加し、eNBは、バッファステータス情報に従って対応するUL Grantを生成
し、対応するUL Grantをフィードバック情報に追加し、次いで、フィードバック情報をUE
に配信し、これにより、フィードバック情報は、アップリンクデータが正常に受信された
かどうかをフィードバックするために使用できるだけでなく、UEのアップリンクデータ伝
送をスケジューリングするためにも使用できる。したがって、eNB側のシグナリングオー
バーヘッドが低減され、UE側のアップリンクデータ伝送の速度が高まる。
【０５４０】
　図14の実施形態におけるeNBに関係するステップは、eNB側の観点からフィードバック情
報送信方法として独立して実装されてよく、UE側に関係するステップは、UE側の観点から
フィードバック情報受信方法として独立して実装されてよいことに留意すべきである。
【０５４１】
　図14の実施形態において、各UEによって送信されるアップリンクデータが「UEの識別子
+UEのバッファステータス情報」を含む例が、説明のために使用されている。しかしなが
ら、実際のシナリオでは、UEが残っている送信されるべきデータを有していない場合、UE
によって送信されるアップリンクデータは、バッファステータス情報を含まない。すなわ
ち、UEによって送信され、eNBによって受信されるアップリンクデータでは、アップリン
クデータの一部がUEの識別子のみを含んでよく、他のアップリンクデータは、「UEの識別
子+UEのバッファステータス情報」を含み得る。この場合について、次の実施形態への参
照が行われる。
【０５４２】
　図16を参照すると、図16は、本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信方法
のフローチャートを示している。フィードバック情報送信方法は、次のステップを含む。
【０５４３】
　ステップ1601:eNBが、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振り、m≧2であ
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る。
【０５４４】
　それに対応して、UEは、UEのアップリンク共有リソースを決定する。アップリンク共有
リソースは、他のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり、m≧2である。
【０５４５】
　ステップ1601はステップ1101と同じであり、図11に示されている実施形態への参照が行
われる。
【０５４６】
　ステップ1602:UEが、eNBによって割り振られたアップリンク共有リソースを使用するこ
とによってアップリンクデータを送信し、アップリンクデータはUEの識別子を含むか、ま
たはアップリンクデータは、UEの識別子およびUEのバッファステータス情報を含む。
【０５４７】
　残っている送信されるべきデータがUEのバッファ内にないときに、UEによって送信され
たアップリンクデータは、UEの識別子および今回送信されたデータ情報を含む。
【０５４８】
　残っている送信されるべきデータがUEのバッファ内にあるときに、UEによって送信され
たアップリンクデータは、UEの識別子、UEのバッファステータス情報、および今回送信さ
れたデータ情報を含む。
【０５４９】
　たとえば、eNBは、同じアップリンク共有リソースを、10個のUEに割り振る。10個のUE
のうちの6個のUEがアップリンクデータを同時に送信する必要があり、6個のUEのうちの3
つのUEが残っている送信されるデータを有する場合、6個のUEは、アップリンクデータを
アップリンク共有リソース上で同時にeNBに送信する。3つのUEによって送信されたアップ
リンクデータは、UEの識別子およびUEによって今回送信されたデータ情報を含む。他の3
つのUEによって送信されたアップリンクデータは、UEの識別子、UEのバッファステータス
情報、およびUEによって今回送信されたデータ情報を含む。
【０５５０】
　ステップ1603:eNBがアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、n個
のアップリンクデータは、n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッファステータス情
報とを含み、n≧x≧1であり、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子によって
表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つであり、UEのバッファステータス情報は、UE
の残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用される。
【０５５１】
　eNBはアップリンク共有リソース上でDM-RSを使用することによってチャネル推定を実行
し、復号を用いて、チャネル推定の結果に従ってアップリンク共有リソースからUEのアッ
プリンクデータを取得する。
【０５５２】
　ステップ1604:eNBが、復号を用いて、n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッファ
ステータス情報とを取得する。
【０５５３】
　1個のアップリンクデータは、UEの識別子、UEのバッファステータス情報、およびUEに
よって今回送信されたデータ情報を含むか、または1個のアップリンクデータは、UEの識
別子およびUEによって今回送信されたデータ情報を含む。
【０５５４】
　いくつかのUEによって送信されるアップリンクデータは、バッファステータス情報を含
まないので、eNBによって正常に受信されたn個のアップリンクデータは、n個のUEの識別
子と、x個のUEに対応するバッファステータス情報とを含む。
【０５５５】
　ステップ1605:eNBがx個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントを
生成し、x個のアップリンク・スケジューリング・グラントは、x個のUEのバッファステー
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タス情報に従って生成される。
【０５５６】
　バッファステータス情報を含むUEのアップリンクデータについて、eNBは、アップリン
クデータに含まれているバッファステータス情報に従って対応するUEに対するアップリン
ク・スケジューリング・グラント、すなわち、UL Grantをさらに生成する。
【０５５７】
　UL Grantは、少なくとも、UEに割り振られているアップリンク伝送リソースのリソース
ロケーションを含む。任意選択で、UL Grantは、MCS、繰り返し期間、等を含む。MCSは、
アップリンクデータを伝送するためにUEによって使用される特定の変調符号化方式を指示
するために使用される。繰り返し期間は、半永続的スケジューリングがこのアップリンク
伝送スケジューリングにおいて使用されるときにeNBによってUEに割り振られているアッ
プリンク伝送リソースが繰り返し出現する期間である。半永続的スケジューリングは、eN
Bが周期的に出現するアップリンク伝送リソースをUEに一度に割り振るスケジューリング
方式である。
【０５５８】
　UEに対応するUL Grantで搬送される情報の量は異なり得ることに留意すべきである。し
たがって、各UL Grantによって占有されるビットの個数は、固定されてよいか、または固
定されなくてもよい。この実施形態では、各UL Grantが20ビットを占有する例が、説明の
ために使用されている。
【０５５９】
　ステップ1606:eNBが、フィードバック情報を生成し、フィードバック情報は、有効ビッ
トの個数と、ビットマッピングシーケンスと、n個の識別子と、x個のアップリンク・スケ
ジューリング・グラントとを含む。
【０５６０】
　有効ビットの個数は、ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数であり、ビッ
トマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスである。ビッ
トマッピングシーケンス内の値は、第1の値と第2の値とを含む。第1の値は0であり、第2
の値は1であるか、または第1の値は1であり、第2の値は0である。
【０５６１】
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有する
対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示する。
【０５６２】
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有する
対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続かないことを指示する。
【０５６３】
　この実施形態におけるフィードバック情報フォーマットの概略図が図17に示されている
。
【０５６４】
　Rはフォーマット表現ビットであり、1ビットを占有し、予約ビットを指示するために使
用される。
【０５６５】
　UE Numberは、有効ビットの個数である。任意選択で、UE Numberは、3ビットを占有し
、ビットマッピングシーケンスACKまたはGrant内で左から右へ有効ビットの数を識別する
ために使用される。この実施形態では、UE Numberが3ビットを占有することは、説明の一
例としてのみ使用されている。UE Numberによって占有されるビットの個数は、この実施
形態では限定されない。
【０５６６】
　ビットマッピングシーケンスACKまたはGrantは、常に、8ビットを占有するが、8ビット
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は、必ずしも有効ではない。これは、フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、対
応するUL Grantが続くかどうかに関係する。
【０５６７】
　ビットマッピングシーケンスACKまたはGrant内のi番目のビットが、1であり、有効であ
るときに、これは、フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定されたビット数(
20ビット)を有する対応するUL Grantが続くことを指示する。
【０５６８】
　ビットマッピングシーケンスACKまたはGrant内のi番目のビットが、0であり、有効であ
るときに、これは、フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定されたビット数
を有する対応するUL Grantが続かないことを指示する。すなわち、ただ1つのACK情報が存
在し、UL Grantは含まれない。
【０５６９】
　任意選択で、識別子がC-RNTIによって表される場合、C-RNTIiは、フィードバック情報
中のi番目の識別子を表す。各C-RNTIは、16ビットを占有し、各オクテットOctは8ビット
である。したがって、フィードバック情報中の各識別子C-RNTIは、2オクテットを占有す
る。
【０５７０】
　ステップ1607:eNBが、UEに対応するMAC PDUを生成し、MAC PDUは、フィードバック情報
を含む。
【０５７１】
　eNBは、n個の正常に受信したアップリンクデータに従って、n個の識別子およびx個のUE
に対応するUL Grantを含むフィードバック情報を生成し、eNBは、n個の識別子を含むフィ
ードバック情報を使用することによって、対応するMAC PDUを生成する。MAC PDUは、フィ
ードバック情報を含む。
【０５７２】
　ステップ1608:eNBが、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報
をスクランブルする。
【０５７３】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャネル指示情報は、MAC
 PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指示するために使用され
る。
【０５７４】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子である。言い替えれば、指定された識
別子は、m個のUEによって共有される識別子である。
【０５７５】
　任意選択で、指定された識別子は、CB-RNTIまたはTTI-RNTIである。
【０５７６】
　CB-RNTIは、競合ベースアップリンクデータ伝送モードでeNBによって事前に割り振られ
た識別子である。
【０５７７】
　TTI-RNTIは、ステップ1602におけるアップリンク共有リソースのリソースロケーション
に関係する。
【０５７８】
　任意選択で、TTI-RNTI=a+suf_id+b*feq_idであり、suf_idはアップリンク共有リソース
に対応するサブフレーム番号であり、feq_idはアップリンク共有リソースに対応する物理
リソースブロック内の最下位ビットであり、aおよびbの両方は正の整数である。たとえば
、a=1およびb=10である。
【０５７９】
　制御チャネル指示情報は、PUSCHチャネル上のダウンリンクリソースのリソースロケー
ションを指示するために使用され、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリン
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クリソースは、MAC PDUを搬送し送信するために使用される。eNBは、PDCCHチャネルを使
用することによって制御チャネル指示情報を最初に送信する。すなわち、eNBは、指定さ
れた識別子を使用することによってMAC PDUの制御チャネル指示情報をスクランブルし、P
DCCHチャネルを使用することによって、スクランブルした制御チャネル指示情報をUEに送
信する。
【０５８０】
　ステップ1609:eNBが制御チャネル指示情報をUEに送信する。
【０５８１】
　それに対応して、UEは、eNBによって送信された制御チャネル指示情報を受信する。
【０５８２】
　ステップ1610:UEが、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報
を逆スクランブルする。
【０５８３】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャネル指示情報は、MAC
 PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指示するために使用され
る。
【０５８４】
　UEは、指定された識別子を使用することによってPDCCHチャネル上で逆スクランブルを
用いて、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースのリソースロケ
ーションを取得する。指定された識別子を有するUEのみが、制御チャネル指示情報を受信
することができる。
【０５８５】
　ステップ1611:eNBが、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソース
を使用することによってMAC PDUを送信する。
【０５８６】
　eNBは、PDCCH上で制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソースを使
用することによってMAC PDUを送信する。
【０５８７】
　ステップ1612:UEが、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソース
を使用することによってMAC PDUを受信し、MAC PDUは、フィードバック情報を含む。
【０５８８】
　UEは、復号を用いてMAC PDUからフィードバック情報を取得する。任意選択で、フィー
ドバック情報フォーマットが、図17に示されている。
【０５８９】
　ステップ1613:UEが、フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッピン
グシーケンスを読み出す。
【０５９０】
　有効ビットの個数は、ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するた
めに使用され、ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシー
ケンスである。
【０５９１】
　ステップ1614:ビットマッピングシーケンス内のi番目の識別子が、第1の値であり、有
効である場合に、UEは、i番目の識別子とi番目の識別子に対応するアップリンク・スケジ
ューリング・グラントとを読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出
する。
【０５９２】
　UEは、フィードバック情報からi番目の識別子およびi番目の識別子に対応するUL Grant
を読み出し、x≧i≧1である。言い替えれば、UEは、毎回フィードバック情報から固定さ
れた長さを有する情報を読み出し、固定された長さを有する情報は、「1つの識別子+1つ
のUL Grant」としてみなされる。任意選択で、固定された長さは、16+20=36ビットである
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。
【０５９３】
　UEは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出する。
【０５９４】
　i番目の識別子がUEの識別子である場合、ステップ1615に進む。i番目の識別子がUEの識
別子でない場合、ステップ1616に進む。
【０５９５】
　ステップ1615:i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがアップリンク
データを正常に受信したことを指示し、UEは、アップリンク・スケジューリング・グラン
トに従って残っている送信されるべきデータを送信する。
【０５９６】
　i番目の識別子がUEの識別子である場合、i番目の識別子に対応するUL Grantは、UEに対
応するUL Grantである。UEは、UL Grantの命令に従ってスケジューリングベースアップリ
ンクデータ送信モードでバッファ内の残っている送信されるべきデータをeNBに送信する
。
【０５９７】
　ステップ1616:i番目の識別子がUEの識別子でない場合、iが有効ビットの個数に等しい
かどうかを決定し、iが有効ビットの個数に等しい場合に、ステップ1619に進むか、iが有
効ビットの個数に等しくない場合に、i=i+1をセットし、有効ビットの個数およびビット
マッピングシーケンスを読み出すステップを再実行する。
【０５９８】
　すなわち、UEは、フィードバック情報中のUEのすべての識別子が読み出されるまでステ
ップ1613を繰り返し実行する。
【０５９９】
　ステップ1617:ビットマッピングシーケンス内のi番目の識別子が、第2の値であり、有
効である場合に、UEはi番目の識別子を読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかど
うかを検出する。
【０６００】
　UEは、フィードバック情報からi番目の識別子を読み出し、n≧i≧1である。言い替えれ
ば、UEは、フィードバック情報から固定された長さを有する情報を読み出し、固定された
長さを有する情報は、「1つの識別子」としてみなされる。任意選択で、固定された長さ
は、16ビットである。
【０６０１】
　UEは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出する。
【０６０２】
　i番目の識別子がUEの識別子である場合、ステップ1618に進む。i番目の識別子がUEの識
別子でない場合、ステップ1616に進む。
【０６０３】
　ステップ1618:i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがアップリンク
データを正常に受信したことを指示する。
【０６０４】
　ステップ1619:UEの識別子がフィードバック情報に含まれる識別子の中にない場合に、
これはeNBがアップリンクデータを受信することに失敗したことを指示し、UEはアップリ
ンクデータを再送する。
【０６０５】
　結論として、前の実施形態と比較して、この実施形態において提供されるフィードバッ
ク情報送信方法によれば、UEのうちのいくつかがバッファステータス情報をアップリンク
データに追加し、eNBは、バッファステータス情報に従って、UEに対応するUL Grantを生
成し、UL Grantをフィードバック情報に追加し、次いで、フィードバック情報を対応する
UEに配信し、これにより、フィードバック情報は、UEのアップリンクデータ伝送をスケジ
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ューリングするために使用できる。
【０６０６】
　図16の実施形態におけるeNBに関係するステップは、eNB側の観点からフィードバック情
報送信方法として独立して実装されてよく、UE側に関係するステップは、UE側の観点から
フィードバック情報受信方法として独立して実装されてよいことに留意すべきである。
【０６０７】
　図16の実施形態において、いくつかのUEによって送信されるアップリンクデータが「UE
の識別子+UEのバッファステータス情報」を含む例は、説明のために使用されており、現
在の利用可能なアップリンクリソースは、アップリンク・スケジューリング・グラントに
よって指示される、UEによって要求されるリソースの要求条件を満たし得る。しかしなが
ら、実際のシナリオでは、残っている送信されるべきデータの量が過度に大きい場合、eN
Bの現在の利用可能なアップリンクリソースの量は、このスケジューリングにおいて要求
されるアップリンクリソースの量よりも少ないことがある。すなわち、eNB上の利用可能
なアップリンクリソースの量は、不十分な場合がある。この場合について、次の実施形態
への参照が行われる。
【０６０８】
　図18を参照すると、図18は、本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信方法
のフローチャートを示している。フィードバック情報送信方法は、次のステップを含む。
【０６０９】
　ステップ1801:eNBが、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振り、m≧2であ
る。
【０６１０】
　それに対応して、UEは、UEのアップリンク共有リソースを決定する。アップリンク共有
リソースは、他のm-1個のUEのアップリンク共有リソースと同じであり、m≧2である。
【０６１１】
　ステップ1802:UEが、eNBによって割り振られたアップリンク共有リソースを使用するこ
とによってアップリンクデータを送信し、アップリンクデータはUEの識別子を含むか、ま
たはアップリンクデータは、UEの識別子およびUEのバッファステータス情報を含む。
【０６１２】
　ステップ1803:eNBがアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信し、n個
のアップリンクデータは、n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバッファステータス情
報とを含み、n≧y≧1であり、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別子によって
表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つであり、UEのバッファステータス情報は、UE
の残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用される。
【０６１３】
　ステップ1804:eNBが、復号を用いて、n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッファ
ステータス情報とを取得する。
【０６１４】
　ステップ1801からステップ1804は、ステップ1601からステップ1604と同じであり、図16
に示されている実施形態への参照が行われる。
【０６１５】
　ステップ1805:eNBが、x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・
グラントを生成し、y>x≧1であり、x個のアップリンク・スケジューリング・グラントは
、現在の利用可能なアップリンクリソースを指示し、x個のアップリンク・スケジューリ
ング・グラントは、x個のUEのバッファステータス情報に従って生成される。
【０６１６】
　たとえば、eNBは、同じアップリンク共有リソースを、10個のUEに割り振り、8個のUEは
、アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを同時にeNBに
送信する。6個のUEによって送信されたアップリンクデータは、UEの識別子、UEのバッフ
ァステータス情報、およびUEによって今回送信されたデータ情報を含み、2つのUEによっ
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て送信されたアップリンクデータは、UEの識別子およびUEによって今回送信されたデータ
情報のみを含む。しかしながら、eNBの現在の利用可能なアップリンクリソースの量は、4
つのUEによって送信されたバッファステータス情報のみを満たし得る。したがって、eNB
は、現在の利用可能なアップリンクリソースおよびバッファステータス情報に従って、8
個のUEの識別子および4個のUEに対応するUL Grantを生成する。
【０６１７】
　UL Grantは、少なくとも、UEに割り振られているアップリンク伝送リソースを含む。任
意選択で、UL Grantは、MCS、繰り返し期間、等を含む。MCSは、アップリンクデータを伝
送するためにUEによって使用される特定の変調符号化方式を指示するために使用される。
繰り返し期間は、半永続的スケジューリングがこのアップリンク伝送スケジューリングに
おいて使用されるときにeNBによってUEに割り振られているアップリンク伝送リソースが
繰り返し出現する期間である。半永続的スケジューリングは、eNBが周期的に出現するア
ップリンク伝送リソースをUEに一度に割り振るスケジューリング方式である。
【０６１８】
　UEに対応するUL Grantで搬送される情報の量は、異なり得るが、各UL Grantによって占
有されるビットの個数は固定されることに留意すべきである。任意選択で、各UL Grantは
、20ビットを占有する。
【０６１９】
　ステップ1806:eNBが、フィードバック情報を生成し、フィードバック情報は、有効ビッ
トの個数と、ビットマッピングシーケンスと、n個の識別子と、x個のアップリンク・スケ
ジューリング・グラントとを含む。
【０６２０】
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有する
対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示する。
【０６２１】
　ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効であるときに
、これは、フィードバック情報中のi番目の識別子の後に、固定されたビット数を有する
対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続かないことを指示する。
【０６２２】
　ステップ1807:eNBが、UEに対応するMAC PDUを生成し、MAC PDUは、フィードバック情報
を含む。
【０６２３】
　ステップ1808:eNBが、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報
をスクランブルする。
【０６２４】
　指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャネル指示情報は、MAC
 PDUを伝送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指示するために使用され
る。
【０６２５】
　ステップ1809:eNBが制御チャネル指示情報をUEに送信する。
【０６２６】
　それに対応して、UEは、eNBによって送信された制御チャネル指示情報を受信する。
【０６２７】
　ステップ1810:UEが、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報
を逆スクランブルし、指定された識別子は、m個のUEに対応する識別子であり、制御チャ
ネル指示情報は、MAC PDUを伝送するダウンリンクリソースのリソースロケーションを指
示するために使用される。
【０６２８】
　ステップ1811:eNBが、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソース
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を使用することによってMAC PDUを送信する。
【０６２９】
　ステップ1812:UEが、制御チャネル指示情報によって指示されるダウンリンクリソース
を使用することによってMAC PDUを受信し、MAC PDUは、フィードバック情報を含む。
【０６３０】
　ステップ1813:UEが、フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッピン
グシーケンスを読み出す。
【０６３１】
　有効ビットの個数は、ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するた
めに使用され、ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシー
ケンスである。
【０６３２】
　ステップ1814:ビットマッピングシーケンス内のi番目の識別子が、第1の値であり、有
効である場合に、UEは、i番目の識別子とi番目の識別子に対応するアップリンク・スケジ
ューリング・グラントとを読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出
する。
【０６３３】
　UEは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出する。
【０６３４】
　i番目の識別子がUEの識別子である場合、ステップ1815に進む。i番目の識別子がUEの識
別子でない場合、ステップ1817に進む。
【０６３５】
　ステップ1815:i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがアップリンク
データを正常に受信したことを指示し、UEは、アップリンク・スケジューリング・グラン
トに従って残っている送信されるべきデータを送信する。
【０６３６】
　ステップ1816:i番目の識別子がUEの識別子でない場合、iが有効ビットの個数に等しい
かどうかを決定し、iが有効ビットの個数に等しい場合に、ステップ1819に進むか、iが有
効ビットの個数に等しくない場合に、i=i+1をセットし、有効ビットの個数およびビット
マッピングシーケンスを読み出すステップを再実行する。
【０６３７】
　すなわち、UEは、フィードバック情報中のすべての識別子が読み出されるまでステップ
1813を繰り返し実行する。
【０６３８】
　ステップ1817:ビットマッピングシーケンス内のi番目の識別子が、第2の値であり、有
効である場合に、UEはi番目の識別子を読み出し、i番目の識別子がUEの識別子であるかど
うかを検出する。
【０６３９】
　UEは、i番目の識別子がUEの識別子であるかどうかを検出する。
【０６４０】
　i番目の識別子がUEの識別子である場合、ステップ1818に進む。i番目の識別子がUEの識
別子でない場合、ステップ1817に進む。
【０６４１】
　ステップ1806からステップ1817は、ステップ1606からステップ1617と同じであり、図16
に示されている実施形態への参照が行われる。
【０６４２】
　ステップ1818:i番目の識別子がUEの識別子である場合に、これは、eNBがアップリンク
データを正常に受信したことを指示し、UEが残っている送信されるべきデータを有してい
る場合に、UEは、eNBがアップリンク・スケジューリング・グラントを再度割り振るのを
待ち続ける。
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【０６４３】
　ステップ1819:UEの識別子がフィードバック情報に含まれる識別子の中にない場合に、
これはeNBがアップリンクデータを受信することに失敗したことを指示し、UEはアップリ
ンクデータを再送する。
【０６４４】
　結論として、前の実施形態と比較して、この実施形態において提供されるフィードバッ
ク情報送信方法によれば、いくつかのUEに対応するUL Grantは、現在の利用可能なアップ
リンクリソースおよびバッファステータス情報に従ってUEに対して生成され、UL Grantは
、フィードバック情報に追加され、次いで、フィードバック情報が対応するUEに送信され
る。UL Grantが割り振られない別のUEについて、UEに対応する識別子が最初に送信され、
これにより、UEは、eNBがUL Grantを再度割り振るのを待つ。
【０６４５】
　図18の実施形態におけるeNBに関係するステップは、eNB側の観点からフィードバック情
報送信方法として独立して実装されてよく、UE側に関係するステップは、UE側の観点から
フィードバック情報受信方法として独立して実装されてよいことに留意すべきである。
【０６４６】
　前述の実施形態のすべてにおいて、eNBが、MAC PDUを使用することによってフィードバ
ック情報を送信する。実際のシナリオでは、eNBは、代替的に、生成されたフィードバッ
ク情報を別の方式でUEに送信し得る。詳細について、次の実施形態への参照が行われる。
【０６４７】
　図19を参照すると、図19は、本発明の別の実施形態によるフィードバック情報送信方法
のフローチャートを示している。フィードバック情報送信方法は、次のステップを含む。
【０６４８】
　ステップ1901:同じアップリンク共有リソースおよび同じDM-RSをm個のUEに割り振り、m
≧2である。
【０６４９】
　LTEでは、アップリンク共有リソースは、PUSCHチャネル上で時間周波数リソースであり
、複数のUEが、データを送信するために同じアップリンク共有リソースを共有し得る。
【０６５０】
　DM-RSは、PUSCHチャネル上で、UEによって伝送されたデータに対するチャネル推定を実
行するために使用される。
【０６５１】
　それに対応して、UEは、UEの、アップリンク共有リソースおよびDM-RSを決定する。具
体的には、UEは、アップリンク共有リソースに関係するRM-RSおよび構成情報を受信し、D
M-RSおよび構成情報は、eNBによって送信され、UEは、受信された構成情報およびDM-RSに
従って、UEの、アップリンク共有リソースおよびDM-RSを決定する。
【０６５２】
　他の実施形態では、eNBおよびUEがアップリンク共有リソースの構成方式に関して予め
合意している場合、UEは、予め合意した構成方式に従ってそれ自体でアップリンク共有リ
ソースを決定し得る。
【０６５３】
　ステップ1902:UEが、アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンク
データを送信し、アップリンクデータは、UEの、識別子およびDM-RSを含む。
【０６５４】
　たとえば、eNBは、同じアップリンク共有リソースを、10個のUEに割り振る。10個のUE
のうちの3つのUEがアップリンクデータを同時に送信する必要がある場合、アップリンク
データを送信する必要がある3つのUEは、それぞれのアップリンクデータを同じアップリ
ンク共有リソース上でeNBに送信する。アップリンクデータは、対応するUEの、識別子お
よびDM-RSを含む。すなわち、各々のアップリンクデータは、UEの、識別子およびDM-RS、
ならびにUEによって送信されるデータ情報を含む。
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【０６５５】
　それに対応して、eNBは、UEの識別子およびDM-RSを含む、UEによって送信された、アッ
プリンクデータを受信する。
【０６５６】
　ステップ1903:eNBが、DM-RSを使用することによって、アップリンクデータを受信し、
アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は異なるUEを表し、UEの識別
子によって表されるUEはm個のUEのうちの少なくとも1つである。
【０６５７】
　eNBはアップリンク共有リソース上でDM-RSを使用することによってチャネル推定を実行
し、復号を用いて、チャネル推定の結果に従ってアップリンク共有リソースからアップリ
ンクデータを取得する。アップリンクデータは、UEの、識別子およびDM-RSを含む。
【０６５８】
　ステップ1904:eNBが、合意されたフィードバックロケーションを計算し、合意されたフ
ィードバックロケーションは、アップリンク共有リソースのリソースロケーションおよび
DM-RSに従って取得される。
【０６５９】
　LTEでは、合意されたフィードバックロケーションは、PUSCHチャネル上の時間周波数リ
ソースのリソースロケーションおよびDM-RSに従って計算を用いてeNBによって取得される
、PHICHチャネル上の時間周波数リソースのリソースロケーションである。
【０６６０】
　具体的な計算式は、
【０６６１】
【数９１】

【０６６２】
および
【０６６３】

【数９２】

【０６６４】
であり、ここで、
【０６６５】

【数９３】

【０６６６】
は、ダウンリンクリソースがPHICH上で属すグループのグループ番号を識別するために使
用され、
【０６６７】

【数９４】

【０６６８】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【０６６９】
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【数９５】

【０６７０】
は、UEにPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンスを識別するために使用され、
【０６７１】
【数９６】

【０６７２】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【０６７３】
【数９７】

【０６７４】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、ここで、
【０６７５】
【数９８】

【０６７６】
であり、ここで、
【０６７７】
【数９９】

【０６７８】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低のPRBインデックス
を識別するために使用される。
【０６７９】
　それに対応して、UEは、アップリンク共有リソースのリソースロケーションおよびDM-R
Sに従って計算を用いて、合意されたフィードバックロケーション
【０６８０】
【数１００】

【０６８１】
を取得する。
【０６８２】
　ステップ1905:eNBが、UEのオフセットを計算し、UEのオフセットは、UEの識別子に従っ
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て取得される。
【０６８３】
　任意選択で、プリセットされた算術演算がUEの識別子に対して実行され、プリセットさ
れた算術演算の結果は、UEに対応するオフセットとして使用される。
【０６８４】
　この実施形態において、各UEに対応するオフセットは、モジュロ演算で計算され、具体
的な計算式は、
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【０６８５】
　算術演算は、UEの識別子に対して実行され、算術演算の結果は、UEに対応するオフセッ
トとして使用される。任意選択で、算術演算は、算術演算が計算を用いて異なるUEの識別
子に対応する異なるオフセットを取得するための要求を満たすことができることを前提と
して、モジュロ演算、線形演算、三角関数演算、等であってよい。したがって、算術演算
の種類は、この実施形態では限定されない。
【０６８６】
　それに対応して、UEは、UEの識別子に従って計算を用いて、UEに対応するオフセットを
取得し、オフセットは、UEの識別子に対してモジュロ演算を実行することによってUEによ
って取得される。
【０６８７】
　ステップ1906:eNBが、ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報AC
Kを送信し、ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、合意されたフィードバッ
クロケーションおよびオフセットの組合せによって指示される。
【０６８８】
　ダウンリンクリソースロケーションは、合意されたフィードバックロケーションとオフ
セットとの和であってよい。
【０６８９】
　すなわち、
【０６９０】

【数１０１】

【０６９１】
および
【０６９２】
【数１０２】

【０６９３】
である。
【０６９４】
【数１０３】

【０６９５】
は、ダウンリンクリソースがPHICH上で属すグループのグループ番号を識別するために使
用され、
【０６９６】
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【数１０４】

【０６９７】
は、PHICH上でグループ内のダウンリンクリソースの直交シーケンス番号を識別するため
に使用され、
【０６９８】

【数１０５】

【０６９９】
は、UEにPDCCHによって最後に指示されたDM-RSシーケンスを識別するために使用され、
【０７００】
【数１０６】

【０７０１】
は、PHICH上でのグループの数を識別するために使用され、
【０７０２】
【数１０７】

【０７０３】
は、PHICHを変調するために使用される拡散率であり、f(C-RNTI)は、UEに対応するオフセ
ットであり、ここで、
【０７０４】
【数１０８】

【０７０５】
であり、ここで、
【０７０６】
【数１０９】

【０７０７】
は、PUSCH伝送プロセスにおける第1のタイムスロットに対応する最低のPRBインデックス
を識別するために使用される。
【０７０８】
　任意選択で、オフセットの計算式は、
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【０７０９】
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　ステップ1907:UEが、ダウンリンクリソースのリソースロケーションで肯定応答情報ACK
を受信し、ダウンリンクリソースのリソースロケーションは、合意されたフィードバック
ロケーションおよびオフセットの組合せによって指示される。
【０７１０】
　ステップ1908:UEがeNBによって送信された肯定応答情報ACKを受信することに失敗した
場合に、これはeNBがアップリンクデータを受信することに失敗したことを指示し、UEは
アップリンクデータを再送する。
【０７１１】
　結論として、eNBは同じアップリンク共有リソースおよびDM-RSをm個のUEに割り振り、U
Eは、eNBによって割り振られたアップリンク共有リソースを使用することによってアップ
リンクデータを送信し、アップリンクデータは、UEの、識別子およびDM-RSを含み、eNBは
DM-RSを使用することによってアップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信
し、eNBは、アップリンク共有リソースのリソースロケーションおよびDM-RSに従って計算
を用いて、合意されたフィードバックロケーションを取得し、各UEの識別子に従って計算
を用いてUEに対応するオフセットを取得し、eNBは、合意されたフィードバックロケーシ
ョンとオフセットとの組合せによって指示されるダウンリンクリソース上で肯定応答情報
ACKを送信する。これは、複数のUEが同じアップリンク共有リソースおよびDM-RSを使用す
ることによってアップリンクデータを送信するときにeNBが合意されたダウンリンクリソ
ースに従ってフィードバック情報を異なるUEに正しく送信することができないという従来
技術における問題を解決し、これにより、各UEはUEのアップリンクデータが正常に送信さ
れたかどうかに関して明確である。
【０７１２】
　図19の実施形態におけるeNB側に関係するステップは、eNB側の観点からフィードバック
情報送信方法として独立して実装されてよく、UE側に関係するステップは、UE側の観点か
らフィードバック情報受信方法として独立して実装されてよいことに留意すべきである。
【０７１３】
　図13の実施形態におけるステップ1315、図14の実施形態におけるステップ1416、図16の
実施形態におけるステップ1619、図18の実施形態におけるステップ1819、ならびに図19の
実施形態におけるステップ1908は、UEによってアップリンクデータを再送するステップで
ある。UEによって実行されるアップリンクデータの再送の間に競合コンフリクトが再発す
る可能性を減じるために、アップリンクデータを再送することに関係する前述のステップ
は、次のステップ2002からステップ2005で置き換えられ得る。
【０７１４】
　ステップ2001:eNBが、それぞれの対応する第2の乱数をm個のUEに事前に割り振る。
【０７１５】
　第2の乱数は、UEの識別子がフィードバック情報に含まれないときにUEによって使用さ
れる。第2の乱数は、MAC PDUを使用することによってeNBがフィードバック情報をUEに送
信する前にUEに事前に割り振られる。
【０７１６】
　ステップ2002:UEが、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに第1
の乱数をランダムに生成する。
【０７１７】
　第1の利用可能なアップリンク共有リソースは、UEに対応する識別子が受信したフィー
ドバック情報に含まれないことをUEが見出した後に出現する第1のアップリンク共有リソ
ースである。第1の乱数は、UEによってランダムに生成され、第1の利用可能なアップリン
ク共有リソース上でUEがアップリンクデータを再送するかどうかを決定するために使用さ
れる。
【０７１８】
　ステップ2003:UEが、バッファ内の第2の乱数を読み出し、第2の乱数はeNBによって事前
に割り振られる。
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【０７１９】
　第1の乱数と第2の乱数の値を比較することによって、第1の利用可能なアップリンク共
有リソース上でアップリンクデータをUEが再送するかどうかが決定される。
【０７２０】
　ステップ2004:第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満た
しているかどうかを決定する。
【０７２１】
　ステップ2005:第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満た
す場合に、第1の利用可能なアップリンク共有リソース上でUEのアップリンクデータを再
送する。
【０７２２】
　ステップ2006:第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満た
していない場合に、第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在していれば第1の乱
数をランダムに生成するステップを再実行する。
【０７２３】
　第1の乱数と第2の乱数との間の値の関係がプリセットされた条件を満たしていない場合
に、ステップ2002が再実行される。
【０７２４】
　任意選択で、プリセットされた条件は、第1の乱数が第2の乱数よりも大きいか、または
第1の乱数が第2の乱数よりも小さいことであってよい。プリセットされた条件は、この実
施形態において限定されない。
【０７２５】
　アップリンク共有リソース上でUEによってアップリンクデータを再送する回数がNを超
える場合、UEは、アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータ
をもはや送信せず、任意選択で、スケジューリングベースの方法を使用することによって
アップリンクデータを伝送する。
【０７２６】
　結論として、この実施形態において、eNBはそれぞれの対応する第2の乱数をUEに割り振
り、UEは第1の利用可能なアップリンク共有リソースが存在するときに第1の乱数をランダ
ムに生成し、第1の乱数と第2の乱数の値を比較することによって、第1の利用可能なアッ
プリンク共有リソース上でアップリンクデータをUEが再送するかどうかが決定され、これ
により、複数のUEによって第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で実行されるア
ップリンクデータの再送の間に競合コンフリクトが再発する可能性を減じる。
【０７２７】
　図20の実施形態と異なる実装において、図13の実施形態におけるステップ1315、図14の
実施形態におけるステップ1416、図16の実施形態におけるステップ1619、図18の実施形態
におけるステップ1819、ならびに図19の実施形態におけるステップ1908は、次のステップ
2101およびステップ2102と置き換えられてよい。
【０７２８】
　ステップ2101:UEが、ランダム・バックオフ・タイムをランダムに生成する。
【０７２９】
　ランダム・バックオフ・タイムは、UEに対応する識別子が受信したフィードバック情報
に含まれないことをUEが見出した後にランダムに生成される。
【０７３０】
　ステップ2102:UEが、ランダム・バックオフ・タイムが満了した後に第1の利用可能なア
ップリンク共有リソース上でアップリンクデータを再送する。
【０７３１】
　第1の利用可能なアップリンク共有リソースは、UEに対応する識別子が受信したフィー
ドバック情報に含まれないことをUEが見出した後にランダムに生成されたランダム・バッ
クオフ・タイムの満了後に出現する第1のアップリンク共有リソースである。
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【０７３２】
　アップリンク共有リソース上でUEによってアップリンクデータを再送する回数がNを超
える場合、UEは、アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータ
をもはや送信せず、任意選択で、スケジューリングベースの方法を使用することによって
アップリンクデータを伝送する。
【０７３３】
　結論として、この実施形態において、UEは、UEに対応する識別子が受信したフィードバ
ック情報に含まれないことを見出した後にランダム・バックオフ・タイムをランダムに生
成し、UEは、ランダム・バックオフ・タイムが満了した後に第1の利用可能なアップリン
ク共有リソース上でアップリンクデータを再送し、これにより、複数のUEによって第1の
利用可能なアップリンク共有リソース上で実行されるアップリンクデータの再送の間に競
合コンフリクトが再発する可能性を減じる。
【０７３４】
　当業者であれば、実施形態のステップの全部または一部がハードウェアまたは関係する
ハードウェアに命令するプログラムによって実装され得ることを理解し得る。プログラム
は、コンピュータ可読記憶媒体に記憶され得る。記憶媒体は、リードオンリーメモリ、磁
気ディスク、光ディスク、等であってよい。
【０７３５】
　前述の説明は、本発明の実施形態の例にすぎないが、本発明を限定することは意図され
ていない。本発明の主旨および原理から逸脱することなく行われる変更、同等物の置換、
および改善は、本発明の保護範囲内にあるものである。
【符号の説明】
【０７３６】
　　110　処理モジュール
　　120　受信モジュール
　　130　送信モジュール
　　210　処理モジュール
　　220　受信モジュール
　　230　送信モジュール
　　310　処理モジュール
　　320　送信モジュール
　　330　受信モジュール
　　410　処理モジュール
　　420　送信モジュール
　　430　受信モジュール
　　510　処理モジュール
　　520　送信モジュール
　　530　受信モジュール
　　600　eNB
　　610　バス
　　620　プロセッサ
　　630　メモリ
　　640　トランシーバ
　　700　eNB
　　710　バス
　　720　プロセッサ
　　730　メモリ
　　740　トランシーバ
　　800　UE
　　810　バス
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　　820　プロセッサ
　　830　メモリ
　　840　トランシーバ
　　900　UE
　　910　バス
　　920　プロセッサ
　　930　メモリ
　　940　トランシーバ
　　1010　eNB
　　1020　UE

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】
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【図９】
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【図１１】 【図１２】
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【図２１】

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月6日(2018.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　ロングタームエボリューション(英語:Long Term Evolution、略称:LTE)では、UEが物理
アップリンク共有チャネル(英語:Physical Uplink Shared Channel、略称:PUSCH)上でア
ップリンク共有リソースAを使用することによってアップリンクデータをeNBに送信し、ア
ップリンク共有リソースAがUEに対応する復調基準信号(Demodulation ReFerence Signal
、DM-RS)をさらに含む場合、eNBは、UEに対応するDM-RSに従ってアップリンクデータを受
信し、復号する。アップリンクデータを正しく受信し、復号した後に、eNBは、物理HARQ
インジケータチャネル(英語:physical HARQ indicator channel、略称:PHICH)上で、合意
されたダウンリンクリソースBを使用することによって、肯定応答情報(英語:Acknowledge
ment、略称:ACK)をUEに送信するか、または否定応答情報(英語:Negative Acknowledgemen
t、略称:NACK)をUEに送信する。合意されたダウンリンクリソースのリソースロケーショ
ンが、アップリンク共有リソースAのリソースロケーションおよびDM-RSに従って計算を用
いて得られることがLTE通信プロトコルから知られ得る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００４】
　本発明を実装する過程の間、従来技術は次の欠点がある。複数のUEが、競合ベースアッ
プリンクデータ伝送モードを使用するときに、eNBは、同じアップリンク共有リソースお
よびDM-RSを複数のUEに割り振り得る。複数のUEが同じアップリンク共有リソースを使用
することによってアップリンクデータをeNBに送信するときに、異なるUEが同じアップリ
ンク共有リソースおよび同じDM-RSを使用するので競合が生じる。その結果、eNBは、合意
されたダウンリンクリソースに従ってフィードバック情報を異なるUEに正しく送信するこ
とができない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQインジケータチャネルPHICH上で属すグループのグ
ループ番号を識別するために使用され、
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQインジケータチャネルPHICH上で属すグループのグ
ループ番号を識別するために使用され、
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQインジケータチャネルPHICH上で属すグループのグ
ループ番号を識別するために使用され、
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQインジケータチャネルPHICH上で属すグループのグ
ループ番号を識別するために使用され、
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４７】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQインジケータチャネルPHICH上で属すグループのグ
ループ番号を識別するために使用され、
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７９】
は、ダウンリンクリソースが物理HARQインジケータチャネルPHICH上で属すグループのグ
ループ番号を識別するために使用され、
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９２】
　第13の態様の第2の可能な実装を参照して、第13の態様の第3の可能な実装において、
　UEの識別子に対してプリセットされた算術演算を実行し、プリセットされた算術演算の
結果をUEに対応するオフセットとして使用するステップが、
　UEのオフセットを計算するステップを含み、ここで
　f(C-RNTI)=(C-RNTI)%Mであり、Mは正の整数である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０４】
　送信モジュール130は、媒体層ユーザパケットデータユニット(英語:Media Access Cont
rol packet data unit、略称:MAC PDU)を使用することによってフィードバック情報を送
信するように構成される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２７】
　図1に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、指定さ
れた識別子は、競合ベース無線ネットワーク一時識別子(英語:Contention based Radio N
etwork Temporary Identifier、略称:CB-RNTI)である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５８】
　図3を参照すると、図3は本発明の一実施形態によるフィードバック情報受信装置のブロ
ック図を示している。フィードバック情報受信装置は、ソフトウェア、ハードウェア、ま
たはソフトウェアとハードウェアとの組合せを使用することによってUEの全部または一部
として実装され得る。フィードバック情報受信装置は、処理モジュール310と、送信モジ
ュール320と、受信モジュール330とを含み得る。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２６７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０２６７】
　図4に示されている実施形態に基づき提供される任意選択の実施形態において、
　処理モジュール410は、アップリンクデータを生成するようにさらに構成される。アッ
プリンクデータは、UEの、識別子およびバッファステータス情報を含む。UEのバッファス
テータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情報を指示するために使用さ
れる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４３２】
　一般に、同じアップリンク共有リソースをm個のUEに割り振るときに、eNBも同じDM-RS
をm個のUEに割り振る。しかしながら、この実施形態では、eNBが異なるDM-RSをm個のUEに
割り振る場合であっても、この実施形態は、普通に実装できる。したがって、m個のUEが
同じDM-RSを使用するかどうかは、この実施形態では限定されない。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４５０】
　識別子がC-RNTIによって表される場合、C-RNTIiは、フィードバック情報中のi番目の識
別子を表す。各C-RNTIは、16ビットを占有し、各Octは8ビットである。したがって、フィ
ードバック情報中の各識別子C-RNTIは、2オクテットを占有する。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４８８】
　一般に、UEは、残っている送信されるべきデータを有する。任意選択の一実施形態にお
いて、eNBは、アップリンク・スケジューリング・グラント(英語:UpLink Grant、略称:UL
 Grant)をフィードバック情報でUEにさらに配信し得る。アップリンク・スケジューリン
グ・グラントは、スケジューリングベースのアップリンクデータ送信モードで残っている
送信されるべきデータを送信するようUEに指令するために使用される。次の実施形態への
参照が行われる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４９４】
　たとえば、eNBは、同じアップリンク共有リソースを、10個のUEに割り振る。10個のUE
のうちの6個のUEがアップリンクデータを同時に送信する必要があり、アップリンクデー
タを送信する必要がある6個のUEすべてが、残っている送信されるべきデータを有してい
る場合、アップリンクデータを送信する必要がある6個のUEは、アップリンク共有リソー
ス上でアップリンクデータをeNBに同時に送信する。アップリンクデータは、UEの識別子
、UEのバッファステータス情報、およびUEによって今回送信されたデータ情報を含む。



(102) JP 2018-525913 A 2018.9.6

【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６１３】
　ステップ1804:eNBが、復号を用いて、n個のUEの識別子と、y個のUEに対応するバッファ
ステータス情報とを取得する。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６１６】
　たとえば、eNBは、同じアップリンク共有リソースを、10個のUEに割り振り、8個のUEは
、アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを同時にeNBに
送信する。6個のUEによって送信されたアップリンクデータは、UEの識別子、UEのバッフ
ァステータス情報、およびUEによって今回送信されたデータ情報を含み、2つのUEによっ
て送信されたアップリンクデータは、UEの識別子およびUEによって今回送信されたデータ
情報のみを含む。しかしながら、eNBの現在の利用可能なアップリンクリソースは、バッ
ファステータス情報を送信する4つのUEによってのみ使用され得る。したがって、eNBは、
現在の利用可能なアップリンクリソースおよびバッファステータス情報に従って、4個のU
Eに対応するUL Grantを生成する。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７１３】
　図13の実施形態におけるステップ1315、図14の実施形態におけるステップ1416、図16の
実施形態におけるステップ1619、図18の実施形態におけるステップ1819、ならびに図19の
実施形態におけるステップ1908は、UEによってアップリンクデータを再送するステップで
ある。UEによって実行されるアップリンクデータの再送の間に競合コンフリクトが再発す
る可能性を減じるために、アップリンクデータを再送することに関係する前述のステップ
は、次のステップ2001からステップ2005で置き換えられ得る。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７３５】
　前述の説明は、本発明の実施形態の例にすぎないが、本発明を限定することは意図され
ていない。本発明の原理から逸脱することなく行われる変更、同等物の置換、および改善
は、本発明の保護範囲内にあるものである。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　基地局であって、前記基地局は、プロセッサと、メモリと、トランシーバとを含み、前
記メモリは、少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、前記
命令は、前記プロセッサによって実行され、
　前記プロセッサは、同じアップリンク共有リソースをm個のユーザ機器(UE)に割り振る
ように構成され、m≧2であり、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して前記アップリンク共有リソース上でア
ップリンクデータを受信するようにさらに構成され、前記アップリンクデータはUEの識別
子を含み、異なるUEの識別子は前記異なるUEを表し、前記UEの識別子によって表されるUE
は前記m個のUEのうちの少なくとも1つであり、
　前記プロセッサは、n個のUEを決定するようにさらに構成され、前記n個のUEのアップリ
ンクデータが、正常に受信され、m≧n≧1であり、
　前記プロセッサは、フィードバック情報を生成するようにさらに構成され、前記フィー
ドバック情報はn個の識別子を含み、異なる識別子は異なるUEを表し、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御し、媒体アクセス制御プロトコルデータユ
ニット(MAC PDU)を使用することによって前記フィードバック情報を送信するようにさら
に構成される、基地局。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記フィードバック情報を生成するように構成され、前記フィード
バック情報は、有効ビットの個数と、ビットマッピングシーケンスと、前記n個の識別子
と、x個のアップリンク・スケジューリング・グラントとを含み、
　有効ビットの前記個数は、前記ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指
示するために使用され、
　前記ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスで
あり、
　前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であると
きに、これは、前記フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビッ
ト数を有する対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示する
か、または前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効
であるときに、これは、前記フィードバック情報中のUEの前記i番目の識別子の後に、固
定されたビット数を有する前記対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続
かないことを指示し、
　前記第1の値は0であり、前記第2の値は1であるか、または前記第1の値は1であり、前記
第2の値は0である、請求項1に記載の基地局。
【請求項３】
　前記プロセッサは、前記UEに対応するMAC PDUを生成するように構成され、前記MAC PDU
は、前記フィードバック情報を含み、
　前記プロセッサは、指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報を
スクランブルするように構成され、前記指定された識別子は、前記m個のUEに対応する識
別子であり、前記制御チャネル指示情報は、前記MAC PDUを搬送するダウンリンクリソー
スのリソースロケーションを指示するために使用され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記制御チャネル指示情報を前記UE
に送信するように構成され、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記制御チャネル指示情報によって
指示されるダウンリンクリソースを使用することによって前記MAC PDUを送信するように
構成される、請求項1から2のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項４】
　デバイスであって、前記デバイスは、プロセッサと、メモリと、トランシーバとを含み
、前記メモリは、少なくとも1つの命令を記憶するように構成され、構成されるように、
前記命令は、前記プロセッサによって実行され、
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　前記プロセッサは、前記デバイスのアップリンク共有リソースを決定するように構成さ
れ、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御して、前記アップリンク共有リソースを使
用することによってアップリンクデータを送信するようにさらに構成され、前記アップリ
ンクデータは前記デバイスの識別子を含み、
　前記プロセッサは、前記トランシーバを制御し、媒体アクセス制御プロトコルデータユ
ニット(MAC PDU)を使用することによってフィードバック情報を受信するようにさらに構
成され、前記フィードバック情報はn個の識別子を含み、前記n個の識別子のうちの異なる
識別子は異なるデバイスを表し、前記識別子はn個のデバイスのアップリンクデータが基
地局によって正常に受信されたことを指示し、n≧1である、デバイス。
【請求項５】
　前記プロセッサは、前記フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッピ
ングシーケンスを読み出すようにさらに構成され、有効ビットの前記個数は、前記ビット
マッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指示するために使用され、前記ビットマッ
ピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスであり、
　前記プロセッサは、前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値で
あり、有効であるときに、前記フィードバック情報からi番目の識別子および対応するア
ップリンク・スケジューリング・グラントを読み出すようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記i番目の識別子が前記デバイスの識別子であるかどうかを検出
するようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記i番目の識別子が前記デバイスの識別子であるときに、前記ト
ランシーバを制御して、前記アップリンク・スケジューリング・グラントに従って残って
いる送信されるべきデータを送信するようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値で
あり、有効であるときに、前記フィードバック情報から前記i番目の識別子を読み出すよ
うにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記i番目の識別子が前記デバイスの識別子であるかどうかを検出
するようにさらに構成され、デバイスの前記i番目の識別子が前記デバイスの識別子であ
る場合に、これは、前記基地局が前記デバイスのアップリンクデータを正常に受信したこ
とを指示する、請求項4に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記デバイスの識別子が前記フィードバック情報に含まれる識別子
の中にないときに、すなわち、前記基地局が前記デバイスのアップリンクデータを受信す
ることに失敗したときに、前記トランシーバを制御して、前記アップリンクデータを再送
するように構成される、請求項4または5に記載のデバイス。
【請求項７】
　フィードバック情報送信方法であって、前記方法は、
　同じアップリンク共有リソースをm個のユーザ機器(UE)に割り振るステップであって、m
≧2である、ステップと、
　前記アップリンク共有リソース上でアップリンクデータを受信するステップであって、
前記アップリンクデータはUEの識別子を含み、異なるUEの識別子は前記異なるUEを表し、
前記UEの識別子によって表されるUEは前記m個のUEのうちの少なくとも1つである、ステッ
プと、
　n個のUEを決定するステップであって、前記n個のUEのアップリンクデータが、正常に受
信され、m≧n≧1である、ステップと、
　フィードバック情報を生成するステップであって、前記フィードバック情報はn個の識
別子を含み、異なる識別子は異なるUEを表す、ステップと、
　媒体アクセス制御プロトコルデータユニット(MAC PDU)を使用することによって前記フ
ィードバック情報を送信するステップとを含む、フィードバック情報送信方法。
【請求項８】
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　前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報をさらに含み、前記UEの
バッファステータス情報は、前記UEの残っている送信されるべきデータに関する情報を指
示するために使用され、
　フィードバック情報を生成する前記ステップは、
　復号を用いて前記UEの識別子および前記UEのバッファステータス情報を取得するステッ
プと、
　前記UEのアップリンク・スケジューリング・グラントを生成するステップであって、前
記UEのアップリンク・スケジューリング・グラントは、前記UEのバッファステータス情報
に従って生成される、ステップと、
　前記フィードバック情報を生成するステップであって、前記フィードバック情報は、前
記n個の識別子と、前記UEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントとを含
む、ステップとを含む、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　x個の前記アップリンクデータは、前記UEのバッファステータス情報を含み、n>x≧1で
あり、前記UEのバッファステータス情報は、残っている送信されるべきデータに関する情
報を指示するために使用され、
　フィードバック情報を生成する前記ステップは、
　復号を用いて、前記n個のUEの識別子と、x個のUEに対応するバッファステータス情報と
を取得するステップと、
　前記x個のUEにそれぞれ対応するアップリンク・スケジューリング・グラントを生成す
るステップであって、前記x個のアップリンク・スケジューリング・グラントは、前記x個
のUEのバッファステータス情報に従って生成される、ステップと、
　前記フィードバック情報を生成するステップであって、前記フィードバック情報は、前
記n個の識別子と、前記x個のUEに対応するアップリンク・スケジューリング・グラントと
を含む、ステップとを含む、請求項7に記載の方法。
【請求項１０】
　前記フィードバック情報を生成する前記ステップは、
　前記フィードバック情報を生成するステップであって、前記フィードバック情報は、有
効ビットの個数と、ビットマッピングシーケンスと、前記n個の識別子と、前記x個のアッ
プリンク・スケジューリング・グラントとを含む、ステップを含み、
　有効ビットの前記個数は、前記ビットマッピングシーケンス内の有効ビットの個数を指
示するために使用され、
　前記ビットマッピングシーケンスは、固定されたビット数を有するビットシーケンスで
あり、
　前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であると
きに、これは、前記フィードバック情報中のUEのi番目の識別子の後に、固定されたビッ
ト数を有する前記対応するアップリンク・スケジューリング・グラントが続くことを指示
するか、または前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、
有効であるときに、これは、前記フィードバック情報中のUEの前記i番目の識別子の後に
、固定されたビット数を有する前記対応するアップリンク・スケジューリング・グラント
が続かないことを指示し、
　前記第1の値は0であり、前記第2の値は1であるか、または前記第1の値は1であり、前記
第2の値は0である、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　MAC PDUを使用することによって前記フィードバック情報を送信する前記ステップは、
　前記UEに対応するMAC PDUを生成するステップであって、前記MAC PDUは、前記フィード
バック情報を含む、ステップと、
　指定された識別子を使用することによって制御チャネル指示情報をスクランブルするス
テップであって、前記指定された識別子は、前記m個のUEに対応する識別子であり、前記
制御チャネル指示情報は、前記MAC PDUを搬送するダウンリンクリソースのリソースロケ



(106) JP 2018-525913 A 2018.9.6

ーションを指示するために使用される、ステップと、
　前記制御チャネル指示情報を前記UEに送信するステップと、
　前記制御チャネル指示情報によって指示される前記ダウンリンクリソースを使用するこ
とによって前記MAC PDUを送信するステップとを含む、請求項7から10のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１２】
　MAC PDUを使用することによって前記フィードバック情報を送信する前記ステップの前
に、
　それぞれの対応する第2の乱数を前記m個のUEに割り振るステップであって、前記第2の
乱数は、前記フィードバック情報が前記UEの識別子を含まないときに、前記アップリンク
データが第1の利用可能なアップリンク共有リソース上で再送されるかどうかを、前記UE
によって、決定するために使用される乱数である、ステップをさらに含む、請求項7から1
1のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　フィードバック情報受信方法であって、前記方法は、
　ユーザ機器(UE)のアップリンク共有リソースを決定するステップと、
　前記アップリンク共有リソースを使用することによってアップリンクデータを送信する
ステップであって、前記アップリンクデータは前記UEの識別子を含む、ステップと、
　媒体アクセス制御プロトコルデータユニット(MAC PDU)を使用することによってフィー
ドバック情報を受信するステップであって、前記フィードバック情報はn個の識別子を含
み、前記n個の識別子のうちの異なる識別子は異なるUEを表し、前記識別子はn個のUEのア
ップリンクデータが基地局によって正常に受信されたことを指示する、ステップとを含む
、フィードバック情報受信方法。
【請求項１４】
　前記方法は、
　前記フィードバック情報から有効ビットの個数およびビットマッピングシーケンスを読
み出すステップであって、有効ビットの前記個数は、前記ビットマッピングシーケンス内
の有効ビットの個数を指示するために使用され、前記ビットマッピングシーケンスは、固
定されたビット数を有するビットシーケンスである、ステップと、
　前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第1の値であり、有効であると
きに、前記フィードバック情報からi番目の識別子および対応するアップリンク・スケジ
ューリング・グラントを読み出し、前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうか
を検出し、前記i番目の識別子が前記UEの識別子である場合に、前記アップリンク・スケ
ジューリング・グラントに従って残っている送信されるべきデータを送信するか、または
前記ビットマッピングシーケンス内のi番目のビットが、第2の値であり、有効であるとき
に、前記フィードバック情報から前記i番目の識別子を読み出し、前記i番目の識別子が前
記UEの識別子であるかどうかを検出し、前記i番目の識別子が前記UEの識別子である場合
に、これは、前記基地局が前記UEのアップリンクデータを正常に受信したことを指示する
、ステップとをさらに含む、請求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　前記i番目の識別子が前記UEの識別子であるかどうかを検出した後に、
　前記UEの識別子が前記フィードバック情報に含まれる識別子の中にない場合に、すなわ
ち、前記基地局が前記アップリンクデータを受信することに失敗したときに、前記アップ
リンクデータを再送するステップをさらに含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　請求項7から15のいずれか一項に記載のステップをデバイスに実行させるプログラム。
【請求項１７】
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記非一時的コンピュータ可読記憶媒体
はプログラムを記憶し、プログラムがプロセッサによって実行されるとき、請求項7から1
5のいずれか一項に記載のステップが実行されることを特徴とする非一時的コンピュータ



(107) JP 2018-525913 A 2018.9.6

可読記憶媒体。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１３】
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【要約の続き】
Eに正しく送信することができないという問題が解決され、これにより、各UEはUEのアップリンクデータが正常に送
信されたかどうかに関して明確である。
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